









































はじめまして世界。




天使と悪魔と始める、終わらない旅
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　プロローグ







　父が僕を置いて旅に出てから、そろそろ１年になる。

　母に先立たれた父は、僕にこう言った。どうしてもやる事があるから、旅に出なきゃならない。お前は一人でも平気か、と。僕はその時、妙みように子供扱あつかいされたような気がして、僕だって十五歳だ、もう一人でも生きていけると強がったのを憶おぼえてる。

　ごつごつした手で僕の頭を撫なで、旅立った父の大きな背中は、今でも忘れていない。

　その後、父はすぐアークレイ世せ界かい遺い産さん保ほ護ご機き構こうに入り、旅から旅をしているらしい。

　そして僕は約１年後、父と同じ決心をして家を出て、前ぜん述じゆつの組織に入った。

　理由は父の事もあったけれど、昔から聞かされていた世界遺産を、この目で見てみたいという好こう奇き心しん、冒ぼう険けん心しんが強かったからだろう。

　そして結局、僕も父と同じく、この元界アークレイに登録されている世界遺産を巡めぐる旅を始めた。

「デュート様ぁ～～」

　その時。僕は女の子に呼ばれた。少々間が抜ぬけている声だが、耳にする者の心を、瞬しゆん時じに摑つかむ声だった。

　声の主は僕の許もとへ駆かけてきて膝ひざに手を置き、前まえ屈かがみになって肩かたで息をする。

　零こぼれそうなほど、たわわに実った胸の谷間──いや、もうこれは大だい峡きよう谷こくと表現すべきだろう──が、僕の目を奪うばった。

「はあ、はあ、ひっ、酷ひどいじゃないですかっ。置いていかないで下さいよぅ……」

　潤うるんだエメラルドグリーンの瞳ひとみが滲にじむ。

　そう、僕は一人じゃない。

　とはいえ、普ふ通つうの連れでもなかった。

　彼女はアンジュ。僕の旅の連れの一人だ。金きん髪ぱつストレートの髪かみの上には白い輪が浮うかび、背中には器用に折り畳たたまれた四枚の翼つばさがある。

　アンジュは今のこの元界アークレイでは珍めずらしい【天使】であり、本来彼女の住む世界はここではなく、天界という世界だ。

「ごめんごめん。でもアンジュってば、さっきの町で、珍しい食べ物を見かける度たびに足を止めちゃうから、待ってるのも辛つらくなって……」

「はぅあっ!?　も、申し訳ありませんっ！」

　ぺこぺこ頭を下げる天使。

　こんなに可愛かわいさと色っぽさを同時に見せつけられては、堪たまらない。

「いやいや、まだ続きがあるんだ。アンジュだったら、僕とどんなに離はなれても、必ず居場所がわかるから問題ないって──」

　僕の言葉に、ぴたりと動きを止めるアンジュ。

「イヴリスが」

「やっぱりそういう事ですかーっ！」

　ぶるん、とその大きすぎる胸を震ふるわせ……胸を張って顔を上げると、辺りを見て回るアンジュ。空は薄うすくて白い雲が、遥はるか上空を揺蕩たゆたっている。陽ひ射ざしが大地を焼き、風が心地ここちよい。平原の中の一本道なので、隠かくれる場所など、どこにもない。

　だがそれは逆に、イヴリスの居場所は一つしかない、という事でもあった。

「覚かく悟ごッ！」

　アンジュは勢いよく、僕の影かげに足を踏ふみ降ろす。

　と、その前に、影の中から黒い人影が飛び出し、空中で一回転、地面に着地した。猫ねこのようなしなやかさだった。

「ちっ、やっぱバレたかー」

　にいい、と笑う、目の大きな女の子。

　彼女はイヴリス。僕のもう一人の、旅の仲間だ。簡単なシャツに短パンというラフな格好ではあるが、艶つややかな黒髪の上には獣けもののような角があり、お尻しりには太い尻尾しつぽが生えているのだ。

　イヴリスはこの世界にたった一人しかいない【悪あく魔ま】なのだ。

「あなたが影に入れる事は知ってます！」

「そりゃそうだよな。この辺りであたしが入れる影なんて、デュートのしかないもんなー」

　けたけたと、屈くつ託たくなく笑うイヴリス。

「けどさ、これで立証されたろ？　アンジュもあたしも、この元界アークレイでの契けい約やく者しやであるデュートは、世界中の何処どこに居ようが、場所がわかるんだよ。何たってデュートにもしもの事があったら、アンジュは天界、あたしは地界に強制送そう還かんだからなー」

　うええ、と嫌いやそうにベロを出すイヴリス。

「まさか、そんな実験の為ために、私は置き去りにされたのですか……」

　よよよ、とその場に崩くずれるアンジュ。

「しょーがないっしょー、自じ業ごう自じ得とくだよー！」

「うう、しかし、特産ソーセージというのは中々……」

「そんなんだから、置いてったんだよっ！」

「うぐー」

　イヴリスの辛しん辣らつな言葉に、呻うめくしかないアンジュ。彼女は天使だが、かなりの食いしん坊ぼうなのだ。

「さあさあ二人とも、先を急ごう」

　僕がそう言うと、まずイヴリスが僕の右みぎ腕うでに抱だきついてきた。

「そだね、行こう行こう！」

　振り返って、アンジュを睨ねめるイヴリス。見なくても、どんな表情をしてるかはわかる。

「むむ────っ！」

　アンジュはがばっと立ち上がると、猛もうダッシュしてきて、僕の左腕を摑み、むにゅっ、と押しつけてきた！

「デュート様は渡わたしませんっ！」

「何おうッ!?　デュートは今夜、あたしと寝ねるんだっ！」

　何の話だ!?

「じゃあ私は脱ぬぎますっ！」

　本当に!?

「こ、こらこら、色々本気にしちゃうでしょうがっ！」

「本気だっ！」「本気ですもんっ！」

　声を揃そろえる二人。

「なおさら困るって！」

　僕は二人の腕を振り払はらい、逃にげ出した。

「あっ、デュートーっ！」

　イヴリスの声。

「待ってくださいよっ！」

　アンジュの声。

　それぞれを後頭部で聞きながら、僕は笑え顔がおで二人から逃げた。




　現代を生きる人間の僕、デュート。

　未来から来た天使、アンジュ。

　過去から蘇よみがえった悪魔、イヴリス。

　この物語は、時と人種を超こえた僕ら三人の旅を綴つづったものだ。

　どうか、最後まで楽しんで頂けたらと思う。

　そして、世界は不思議に満ちていると感じてもらえれば、感無量だ。

　……では、そろそろ最初の話を。
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「参ったなあ」

　僕は身体からだを打ち付けるような雨を降らせる曇どん天てんを見上げながら、恨うらめしそうに呟つぶやいた。

　ここ西カルロンクロス地区は首都カルガリに比べると高地にある為、歩くだけでもかなり体力を使う。そこに追い打ちのように降ってきた雨のせいで、視界は遮さえぎられ、気力も削けずられてきた。

　幸い、街かい道どう（とはいっても馬車の轍わだちが残っている程度の道にすぎないが）付近で発見した巨きよ木ぼくの下に身を隠し、体温を奪わんとする雨あま粒つぶから何とか身を守っているところだった。

「ここは、どの辺だろう？」

　調べたい気持ちは山々だが、もうとっくに日が暮れており、これ以上、動くのは無理そうだった。

　僕は荷物を巨木の根に下ろし、片手で引いていた木製の荷車に載のせたテントの設営を始めた。一人用の簡易テントだし、この手の作業には慣れているので、あっという間にテントは完成した。晴れていればその辺りから枯かれ草や小枝を拾ってきて火でも熾おこしたいところだけど、これだけ湿しつ気けを吸った草木では、徒労に終わるだけだろう。

「はあ……」

　無意識に、溜ため息いきばかり出る。

　荷物がぱんぱんに詰つまったバックパックをテントの中に入れ、濡ぬれたレインコートは枝に引っかけておいた。運良く雨が上がってくれれば、夜のうちに乾かわいてくれるだろう。

　テントに入り、携けい帯たい用コンロに油を入れて火を付け、ポットに雨水を溜ためてそれをコンロの上に置いた。

　折角の天の恵めぐみなのだから、有り難がたく頂ちよう戴だいしよう。尤もつとも、その天の恵みのせいで足が止まってしまったのだけど。湯が沸わくと、鉄製のカップに粉末状の珈琲コーヒーを少な目に入れ、お湯を注ぐ。

　心安らぐ温ぬくもりと香かおりが、テントの中に充じゆう満まんした。

　旅の醍だい醐ご味みは、やっぱりこの一いつ杯ぱいの珈琲だ。

　一口含ふくむと、冷えた身体に温もりが注ぎ込まれる。

「はー……旨うまい」

　ここまでの疲つかれが、吐はく息に混じって抜ぬけていった。

　もっと濃こい珈琲を飲みたかったが、この先の事を考えると贅ぜい沢たくも言っていられない。何せ目的地のザレンスまでは、まだあと半日は歩かなくてはならない。

　しかもザレンスの町は、西カルロンクロス地区の最さい西せい端たんにあり、今でも辺境と呼ばれている。珈琲豆が調達できない可能性が高いのだ。

　節制につぐ、節制。それが考こう慮りよできないなら、旅などしない方がいい。

　とはいえ、いきなり前言を撤てつ回かいするようだけど、疲れ切った今くらいは珈琲を味わいたくて仕方がなかった。

　それにしても、珈琲という飲み物を確立した人物は、紛まぎれもなく天才だ。

　珈琲はこれまでの歴史でも、戦いくさで傷ついた兵士や、寒風に晒さらされて心が折れそうになった冒ぼう険けん者しやなどの心と身体を癒いやしてきた。

　酒も悪くはないけど、あれは飲んだ後に傷が痛むし、何より飲み過ぎれば意識を失うという、恐おそろしい副作用がある。

　それに比べてこの芳ほう醇じゆんな香りを放つ黒い液体の、何と素す晴ばらしい事か。香りを嗅かぐだけで身体中の重みがすうっと引き、一口啜すすれば、これまでの疲れが噓うそのように引いていく。

　昔の旅人は「珈琲を淹いれる事ができる旅は、それだけで幸運だ」と言っていたらしいけど、カップを口にすれば、まさにその通りだな、と思う。

　……珈琲を褒ほめすぎか。

　僕はカップを床ゆかに置き、バックパックから一枚の板を取り出した。

　何かの金属の外そと枠わくにガラスがはめ込まれた、作りとしては非常にシンプルな物なのだが、これが何なのか、まるでわからず、暫しばらくの間、手紙を書く時の下した敷じきとして使用していた。

　だが、ひょんな事から突とつ然ぜんこのガラスが発光し、数々のアイコンを表示した時には、何の誇こ張ちようでも無く、椅い子すから転げ落ちて驚おどろいた。

　この板は僕の父が昔、何処かの世界遺産から持ち帰ったものだ。

　父は元々、高名な考古学者だったが、アークレイ世せ界かい遺い産さん保ほ護ご機き構こうに入って約半年、その頃を境に父の名を聞く事はなくなった。

　今では僕も、父と同じ組織の一員だ。父はきっと今でも、組織が発見できていない、凄すごい遺い跡せきを巡めぐっているに違ちがいない。僕はそう信じて、父と同じ道を選んだ。

　珈琲を口にしながら板を持ち、ガラス面に指を三回当てる。ガラス面が発光し、アイコンの羅ら列れつが表示された。そのうちの一つのアイコンをタッチすると、画面から映像が飛び出した。

　この映像が普ふ通つうのものではないのは、一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。雪の帽ぼう子しを被かぶった山々に囲まれた地域で、その一つの崖がけの上に荘そう厳ごんな城が建っている。

　見張りや囚しゆう人じん監かん視し用の尖せん塔とうが何本も立ち、城の中で行進する兵士たちの士気は高い。城は、山側に巨大な館やかたのようなものが連結されている。

　その立体的な映像の裏側に回ると、とある一室で美しい姫ひめがお茶を飲んでいるところとか、その階下ではこの城の重臣らが会議を行っている姿などを目にする事ができた。

　つまりこの透すき通った立体映像は、あらゆる視点からこの城を観察する事ができるのである。こんなもの、世界のどこにも存在しない。当然ながら、何故なぜこんな貴重な物を父が持ち続つづけられていたのかもわからない。

　この板の事を組織に相談してみようとも思ったけれど、わざわざ父が隠かくしていたものを僕が暴ばく露ろする道理もないと思い、今まで誰だれにも見せた事はなかった。誰かに話せばどういう形にしろ、僕の手を離はなれてしまうだろうから。

　僕はこの板が示した城に興味を持ち、あらゆる書物に目を通し、これが西カルロンクロス地区にある世界遺産、レイニィルーイン城である事を突つき止めた。

　この板が最初に示した画像が何故、レイニィルーイン城なのか。そこに何か大きな意味があるのではないかと感じ、僕はここまで旅をしてきたのである。

　ぼつ、ぼつ、というテントを打つ雨の音が、次し第だいに大きくなってきている。雨はあがるどころか、ますます強まっているようだ。

　初夏のこの時期で、雪はないだろうけど、徐じよ々じよに気温が下がってくるのを感じると、少し不安になった。

　もう一度、板の映像を見てみようとした、その時。




　ド────ン……という爆ばく音おんと共に、地面が揺ゆれた！




「なな、何だ!?」

　慌あわててテントから飛び出した僕の顔に、雨粒が降り注ぐ。

　初めは落らく雷らいかと思った。だが巨木に目を向けてみたが、どこにもそんな様子はない。木の葉で集められ、大粒になった雨が、頰ほおやら額やらを打ちつけてきた。

「雷かみなりじゃ、ない？」

　辺りを見回してみると、足あし下もとに妙みようなものが落ちている事に気がついた。

　それは……熱気を帯び、湯気を放つ土だった。

　シャベルでひと掬すくいして放ほうったような土が、そこかしこに散らばっていた。僕がテントを張る前、こんなものは確かになかった。

「何かが、落ちてきたのか？」

　そういう目で辺りを観察してみると、土は放射状に散っており、一つの方向から飛んできた事がわかる。

　僕はその方向、テントの入り口から左手に向かって歩いていくと、ほどなくしてそれを発見できた。

　驚くほど、大きな穴だった。

　どうやら隕いん石せきのようなものが落ちたらしいが、不可解なのは、穴の中央に見えたのが石でも岩でもなく、白い布のようなものだった事。

　しかも、ぼんやりと光っている。

「何だろう？」

　抉えぐれた地面を滑すべり降り、近づいてみる。

「え!?」

　そして僕は、思わずそう声を上げた。

　穴の中央にあったのは、僕のあらゆる想定を覆くつがえしたもの……。

　それは、女の子だった。

　仰あお向むけに倒たおれ、冷たい雨に打たれている。

　白い布はその子が着ていた白いローブだったようで、雨に打たれ、彼女の身体にぴったりと纏まとわりついていた。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ!?」

　咄とつ嗟さに彼女を抱だき上げ、黄金色の前まえ髪がみを上げて額に手を触ふれる。

　すごい熱だった。

「仕方ない、テントまで運ぼう」

　僕はその子を背負い、穴をよじ登る。

　この辺りは比ひ較かく的てき土質が硬かたく、それが幸いし、すんなりと女の子を穴の上へ運ぶ事が出来た。

　僕は線が細くて力が無いように見られるけど、基き礎そ体力を鍛きたえる事だけは怠おこたっていない。世界の遺産を巡る旅をするのに、体力不足じゃ話にならない。女の子を背負ったままテントに入り、彼女を寝ね床どこに寝かせた。服は濡れたままだけど、さすがにお年とし頃ごろの女の子の服を脱ぬがすのは気が引ける。

　でも、このままじゃ風邪かぜを引いてしまうのは間違いないし……。

　ああもう、どうしよう。

　とりあえず濡れた服だけでも脱がして、あとは毛布でも掛かけておこう。

　僕はローブの裾すそを握にぎって目を固く閉じ、一気に引き上げ、首から引っこ抜いた。触って確かめると思ったよりも濡れている。川にでも落ちたかのようだ。

　とすると……やっぱり……下、着、も？

　僕は目を閉じたまま、彼女の下着に触れてみる。

　案の定、軽く触れただけで僕の手が湿しめるほどだった。

「うう、何でこんな事に」

　僕は覚かく悟ごを決め、眉み間けんが痛くなるほど瞳ひとみを閉じて、その子のぱんつを一気に引き抜いた後、すぐに毛布で女の子の身体からだを覆おおった。

「ぜえ、ぜえ……」

　こ、これでひとまず、濡れた服を女の子から引き離す事には成功した。

　僕は女の子の服を持って外で水気を絞しぼり、テントの中にロープを通して、そこに掛けた。テントの中にはコンロの火があり、外よりは暖かい。少しは乾いてくれるだろう。

　その場にどっかと座り込み、すっかり冷えた珈琲を喉のどに流し込むと、女の子の顔を覗のぞき込んでみた。

　外にいた時は夢中で全く気づかなかったけど、この子……かなり、可愛かわいい。

　どうすればこんなに整うのか、っていうくらい均整がとれた顔立ちは、美術館にあった中世の有名彫ちよう刻こく家かが作った作品のようだった。

　まだ少し湿り気を帯びた金色の長くて癖くせのない髪かみが見るものに神秘的な印象を与あたえ、そして額には、淡あわく輝かがやく頭飾かざりをつけていた。

　そして、特筆すべきは……毛布の上からでもくっきりと形を想像できる、二つの膨ふくらみだった。おそらく年頃の男ならば必ず視線が吸い寄せられてしまうであろう、女の子が持つ、対男子用究極半円型造形美だ。

　本来の目的はそっちじゃないんだろうけど。いや、しかし……何を食べれば、こんな立派に育つんだ？　同じ空間にいるだけで、男の本能を揺さぶられる。

　いやいや。揺さぶられたら何をしようっていうんだ。

　僕は頭かぶりを振ふり、思考を切り替かえる。

　考えても答えは出ない事なのだけど、この子は何故、あんなところにいたんだろう。

　木々を揺らし、大地を抉り取るほどの衝しよう撃げきがあったのは間違いない。その中心にいて、気を失っているだけで、済むのだろうか？

　一番手っ取り早く短たん絡らく的な回答は、この子自身が落ちてきた、という事だろう。

　でも仮にそうだとしたら、こんな綺き麗れいな人の形は保てないんじゃないか？

　もしかして逆転の発想で、落下の衝撃でこんな美人に……。

　バカか僕は。

　とにかく、何らかの事情があったのは間違いない。それはこの子が目を覚ましたら、訊きけば良い事だ。当面の問題は、この子と一いつ緒しよの空間にいると僕自身がどうにかしてしまいそうだという、全く自信の無い自制心だ。

　となると、導き出される答えはただ一つ。

　僕は溜ため息いきをつき、寝ね袋ぶくろを抱きしめ、外に出た。




　翌朝。

　僕は木に背を預け、寝袋に包くるまって眠ねむっていたが、鳥の囀さえずりで目が覚めた。

　テントよりは格段に落ちる環かん境きようだったが、まさかあんな可愛い子と一つのテントで眠る訳にはいかない。というか、眠れる訳がない。

　幸いにも昨夜の雨を降らせた雲は風に流され、朝あさ露つゆが小さな草から地面に落ちまいと、必死にしがみついている。土と岩がたっぷり吸い込んだ湿しつ気けが、あたりの草木が放つ香こう気きに混じって、鼻から入ってきた。

　悪くない朝だ。

　僕は少しだけその香かおりを楽しみ、寝袋から這はい出て両手を上に伸のばし、凝こり固まった身体を解ほぐすと、テントに顔を向けた。

　あの子は、まだ眠っているのだろうか？

　起きたら訊きたい事が沢たく山さんあるけれど、もし、更さらに具合が悪くなってたら……。

　様子、見てみるか。

　僕は軋きしむ身体を屈かがめ、テントの入り口をめくった。

　そして、凍こおる時間。

　テントの中では昨晩のあの子が、服に袖そでを通している真っ最中だった。

　幸い、下は穿はいている。だが上は何もつけておらず、ちょうどこれから服に頭を入れようとしている矢先の出来事だったので、豊満でたわわな一対ついの対男子用究極半円型造形美が、瞬しゆん時じにして網もう膜まくに焼き付いた。

「あ、いや、これは……ちが……」

「はひゃあああああああああああああああああああああああああああああああ！」

　悲鳴。

　これ以上ないくらい、立派な悲鳴だった。

　きゃー、とかじゃなくて、ひゃー、なのがリアル。

「うわわ、ごご、ごめん、わざとじゃないんだ！」

　言葉とは裏腹に、目線はどうしても咄嗟に両手で隠……そうとして隠しきれない胸の谷間に行ってしまう。

　悲しき男の、いや雄おすのサガか。

「いいいいいやあああああああ！」

　顔を真っ赤にして叫さけびながら、涙なみだをいっぱいに溜ためた大きな瞳を向けられると、遅おそまきながら罪悪感が顔を出してきた。

「そ、外に、外に出てるから！」

　僕は盗ぬすみに失敗した泥どろ棒ぼうのように、転がりながらテントの外に出た。

　はあああ。

　……初めて見た。

　お、女の子って、凄すごいな。

　いいや、それより、あの子は一体何者なんだ？

　空から落ちてきたか、もしくは落下地点に居たんだよ、確かに。

　ふと気になって、あの子が落ちた穴に目を向ける。

「うっわ……！」

　明るくなってから気づいたが、あの子が倒れていた穴はかなりの大きさと深さだった。しかも底のほうでは、昨晩降った雨が集まって水たまりになっている。
















　これは、隕いん石せきと間ま違ちがえても仕方がない。

　それくらいの破は壊かい力があったのだ。

　じゃあ、あの子は……？

「あ、あのう」

　その時。

　背後から、声をかけられた。振り返ると、白いローブに身を包み、少し恥はじらいの表情を浮うかべたあの子が立っていた。

「助けて頂いて、ありがとうございます」

　耳に心地ここち好よく、心を蕩とろけさせるような声だった。

「た、大した事はしてないよ」

「でも放ほうっておかれたら私、あの水たまりの底ですよね？」

「それは、その通りだね」

「じゃあやっぱり、ありがとうございます、です」

　にっこりと微ほほ笑えむ。天使のような笑顔とでも表現すればいいのか……とにかく、目ま映ばゆいばかりの可愛さだ。

「色々訊きたい事はあるけど、まずは名前を教えてもらえるかな？」

「あ、はい」

　こほん、と一つ咳せき払ばらいをして、僕に言った。

「アンジュと申します。人間に会うのは初めてです。よろしくお願いします！」

「はあ？」

「私、天使なんです」

「…………」

　頭の打ち所が悪かったらしい。

　無理もない事だ。不ふ憫びんな。

「そんな、頭を強く打っておかしな事を言い出した天使みたいな目で見ないで下さいっ！」

「心を読んだ!?」

　しかも天使とかいう部分はしっかり組み込んでる！

「いやー、だってさ、初対面でいきなり天使とか言われてもさー」

「だってほら、輪だってちゃんと浮いてるし、この通り、翼つばさもあるじゃないですか！」

　身み振ぶり手振りをして必死に訴うつたえるアンジュ。そんなに必死になられても、アンジュの頭の上には何にもないし、背中にもそれらしき物は見えない。

「うん、わかった。もう少し街かい道どうを歩けばザレンスの町があるから、そこで医者に診みてもらおうね」

「ふぅあっ!?　優やさしく辛しん辣らつな事を仰おつしやる！」

「だって僕には、君が言うものがどちらも見えないんだから、仕方ないじゃないか」

「あ！　そうでした。普ふ通つうの人間には、輪も翼も見えないのでした」

「そういうものなの？」

「本来、天使はこの世界に存在しませんので、特別な儀ぎ式しきを行わなければ、真の姿を見る事も出来ないんです」

「ふむー……」

　彼女の言う事が正しいのであれば、頭の上に輪を浮かべ、背中に翼が生えた美女、という事になるのか。

「よし。仮に君が、本当に天使だとしよう」

「まだ信じてくれてないのですね……」

　どよーん、と沈しずむアンジュ。

「待って待って。そこで止められたら、話が先に進まないじゃないか」

「これは、失礼しました」

　反省するアンジュ。実に素す直なおな子だ。

「君の天使の証あかしを僕が見るには、どうすればいい？」

「あうっ、それは、えっと……先ほども軽く触ふれましたが、魂たましいの儀式を行えば、私の真の姿をご覧に入れる事が出来ます」

「儀式ねえ。何か、特別な事をするの？」

　何故なぜか急に、もじもじし始めるアンジュ。

「ええと、この人ならば信じられると認めた方に対して、唇くちびると唇を重ね、魂の連結を行いますと、互たがいの生命力が共有されてエネルギーが共きよう振しんし──」

「長い上にわかりづらい！」

「はひょっ！　す、すいません……」

　しゅん、と肩かたを落とすアンジュ。

　目まぐるしく表情を変えるから、面おも白しろい。

「要するに、キスをすればいいって事？」

「はい。そうすれば、私が言っている事が全部、理解できるはずです」

「そっか」

　世界遺産を巡めぐる旅を始めたばかりで、その一つ目に到とう着ちやくする前に、こんな試練が待ちかまえていようとは。

　さて、どうしよう。

　ここまでのアンジュの反応を観察する限り、彼女は噓うそは言っていないと思う。

　でも内容が突とつ飛ぴすぎて、言葉だけじゃ到とう底てい納なつ得とくはできない。

「君はどう思う？　僕は、君が信じるに足る人間だろうか？」

　僕の言葉に、アンジュは腕うで組ぐみして考える。

　その大きすぎる胸が、腕に押し上げられて更に強調された。これは眼福……もとい、目の毒だ。

「信じられると思います」

「何でそう言い切れる？」

「人間という種族は異性、時には同性であっても見境が無く年中発情期であるという生物的にも真に希け有うな特色を持ち、特に異性であれば、捕とらえて慰なぐさみものにするという──」

「誰だれの入れ知ぢ恵え、それ!?」

　しかも同性って!?

「しかし、あなた様は気を失っている私に何もしなかったどころか、暖かい毛布を貸して下さいました。お父様の言う事は全すべて正しいと思っていましたが、そうではなかったようです」

「君のお父さん凄いな!?」

　娘むすめに適当な事吹ふき込むなよっ！

「だから、私は、あなた様を信じます。是ぜ非ひ、お名前をお教え下さいませんか？」

　あ、そういえば。

　自分の名前を言い忘れてた。

「僕はデュート・スナイツ。アークレイ世界遺産保護機構の調査員なんだ」

「アークレイ世界遺産……」

　アンジュの表情が豹ひよう変へんする。

　どうしたんだろう。何か、気になる事があるのだろうか？

「もしかしてデュート様は、この世界の遺産を旅してらっしゃるんですか？」

「まあ、そうだね。今の所は、それが一番の仕事かな」

「た、縦穴！」

「はい？」

　アンジュがいきなり不思議な事を言い出したので、思わず変な受け答えになってしまった。

　何の話だ？

「ああえっと、そうじゃなくてですね、この世界で、氷に覆おおわれた縦型の洞どう窟くつ、知りませんか？」

「…………!?」

　まさか、こんな所で世界遺産の知識を試ためされるとは思わなかった。僕は腕組みして目を閉じ、組織の様々な資料を思い返してみる。しかし、何度考えても、そんな場所は思いつかなかった。

「うーん、それだけじゃ、ちょっと情報が少ないな。世界遺産に登録される程ほどの特とく徴ちようがあれば、別なんだけど」

「そうですか……多分、この近くだと思うのですが……」

「この近くというと、世界遺産は一つしか無いよ？」

「そうなんですか？」

「うん。レイニィルーイン城っていうんだ。別名、白はく亜あの城とも呼ばれている、美しい城らしい」

「デュート様は、そこに行こうとしていたのですね？」

「うん。最近、こっち方面の調査はなおざりになってるらしいし、そういう場所こそ、驚おどろくような物があったりするんじゃないかと思ってね」

「へえ、何故でしょうか？　世界遺産に登録される程のお城なんですよね？」

「僕も不思議に思って組織で訊いてみたけど、答えは単純で『つまらないから』なんだってさ。最近は世界遺産からの登録を抹まつ消しようすべきじゃないかって声も上がってるって」

「ええっ!?　そんな!?」

「僕は、そんな理由で世界遺産から外すなんて、とんでもないと思う。何せこの美しいザレンス山脈の中にあって、長い間、この地域の守りの要かなめとして存在してきたんだ。難なん攻こう不ふ落らくで有名でね、他国の侵しん攻こうがあると町の人間を一いつ斉せいに避ひ難なんさせて、鉄てつ壁ぺきの守りを見せた。レイニィルーイン城は結局、一度も陥かん落らくした事がない……あ！」

　しまった。世界遺産の事となると、つい饒じよう舌ぜつになってしまう。この癖くせのせいで、どれだけ人から煙けむたがられているか。わかってはいるものの、中々止められない。

「ごめん、僕ばっかり話しちゃって。面白くないよね、こんな話」

「いえ、そんな事ないです。それどころか、熱心にお話しする姿に、感心します」

　僕の予想に反し、アンジュはエメラルドグリーンの大きな瞳ひとみをきらきらと輝かがやかせながら、僕を見て言った。

「……うん。やっぱり、決めました」

「え？」

「デュート様に、付いて行きます！」

　ほんのりと頰ほおを染め、俯うつむき加か減げんで恥はじらいながら言うアンジュ。

　ぐぐぐ、自制心が。

「ほ、他ほかに知り合いとかいないの？」

「思い当たらないです」

　即そく答とうか。

　うーん、しかしそうやって断言する辺りが、怪あやしくないとは言い切れないんだよなー。

「それにしても、どうやってここに？」

「いえ、普通に天界から落ちてきたのではないかと」

「移動方法、雑じゃない!?」

「細かい事はいいじゃないですか」

「僕が細かいのかな!?」

　言われてみれば、デュートは細かいって組織でもよく言われたっけ。

「初対面でだなんて、少し怖こわいから抵てい抗こうしたくなるのは分かりますけど、大人しくしていれば、だんだん気持ちよくなるものらしいですよ？」

「それもお父さんに仕込まれた台詞せりふ!?」

「いえ違ちがいます。実体験です」

「おほおうっ!?」

　流れの中にいきなり組み込まれた、爆ばく弾だん発言。

　それはそれで一体何を経験してきたのか、気になるところだ。

「お母様の」

「そのお母さん呼んでもらっていいかな!?　娘の教育について話がある！」

　いけない、いけない。

　ついアンジュのペースに巻き込まれてお喋しやべりしてしまってる。

　落ち着いて、状じよう況きようを整理しよう。

　仮に彼女が言っている事が正しくて、本当に天使なのだとしたら、まだ僕としか出会っていない事になる。

「君は少し勘かん違ちがいをしているのかもしれない。君が僕に付いてくるのは構わないけれど、僕の旅はただの楽しい旅じゃないんだ。時には道無き道を行き、空腹口こう渇かつに耐たえなきゃならない。お気楽な旅行者だと思っているなら、やめた方がいいよ」

　僕は少し語気を強めて言った。

　ところがアンジュはけろっとしており、まるで物もの怖おじしなかった。

「デュート様こそ、勘違いをしておいでです。こんな事を申し上げては失礼ですが、我われ々われ天使は幾いく分ぶん、人間よりも優すぐれた能力を持っております」

「その天使の伝承なら知ってるよ。そんな君に認められたのは有り難がたいんだけど、正直、まだ君が天使だという事は信じきれない。何せ天使は１０００年以上前にこの地にいたって言い伝えられている存在だからね。だからその魂の儀ぎ式しきとやらは、ちょっと待ってくれないかな」

「そ、そんな……私の何が気に入らないんですか？　胸ですか？」

「いや、そこはそれ以上必要ないというか、逆にどうしてそこまで僕が気に入られたのかが不思議なんだよ」

「私のあられもない姿を見ておいて今いま更さら……」

「あれは事故だ！　事故は忘れなきゃならない！」

　どうして僕がしどろもどろにならなきゃいけないんだ!?

「いや、僕としては君のような可愛かわいい女の子と旅ができるなんて、嬉うれしい限りだけれど、君の不用心さというか、脆もろさというか、世の中は厳しいんだし──」

　やっぱり、しどろもどろだ。

「とにかく！　君はもっと多くの人に会うべきだよ。僕より立派な人間は、沢たく山さんいるんだから」

「デュート様は、私がお嫌きらいですか？」

　涙なみだ目めになるアンジュ。

　それは、ずるい。

「会ったばかりで好きだの嫌いだのわからないじゃないか。展開が急すぎるって！」

「一目で落ちる恋こいもあります」

「恋したの!?」

「たとえばです」

「そう来たかー！」

　何だよ、ちょっと期待しちゃったじゃないか。

「僕は、早く世界遺産のレイニィルーイン城に行きたいんだよ」

「ですから私は、デュート様について行きます！」

「むう……」

　一歩も引かない構えだ。

「私には大きな使命があって、天界からデュート様のお側そばに遣つかわされたのだと思います！　行き先は残念ながら私の目的地とは違いますが、いつかデュート様が導いて下さると信じてます！」

「うーん、そう？」

　さて、どうしようか。

　個人的には、こんな可愛い女の子と旅ができるなんて、一生のうちに何回あるかわからないほどの幸運だろう。

　自分は天使だ、とか、少しおかしな事を言ってはいるが、きっとこの辺りに住む、ちょっと変わった女の子に違いない。

　まあ、いいか。

　飽あきたらきっと、彼女の方から去っていくだろう。

「わかった。じゃあ、一いつ緒しよに行こうか」

「ありがとうございますっ！」

　ぱあっ、と華はなやかな笑え顔がおを弾はじけさせるアンジュ。ぐう、可愛い。

「但ただし、これだけは言っておく。これは僕の旅だから、行き先は僕が決める。それにお客さんじゃないんだから、ちゃんと働いて貰もらう。それでもいい？」

「当然です。元々私は、地上にあまり詳くわしくありませんので、デュート様の言う事なら何でも聞きます！」

　何でもって……本当に？

　機会があれば試してみよう。

「じゃあ、早さつ速そく。僕はこれからテントを収納するから、アンジュは荷物をバックパックに詰つめてもらえるかな？」

「はいっ、喜んで！」

　アンジュは文句一つ言わず、僕にお辞じ儀ぎをしてテントに向かって走っていった。ちょっと得体が知れないところがあるけど、今時、あんないい子がいるんだなあ。

　僕だって健全な男だし、あんな可愛い女の子と一緒に旅ができたら、嬉しいに決まってる。

　そんな事を考えながら、テントをてきぱきと収納していった。このテントは布の部分とロープの部分を外せば、かなり小さく纏まとめられる。

　テントを荷車に積み終えた僕は、そのテントがあった場所に座り込み、微び動どうだにしないアンジュが視界に入ってきた。

「アンジュ？」

　僕が声をかけながら近づくと、アンジュが手にして、熱心に見ていたものに気づいて、驚きよう愕がくした。

　それは、あの世界遺産の画像を出す、不思議な板だった。

「アンジュ、それを返せ」

　強く、そして静かにそう言うと、アンジュは身体からだをびくんと震ふるわせて、板を差し出し、僕はそれを取り上げた。

「も、申し訳ありません！　つい、珍めずらしいなあと思いまして」

「あ、い、いや、こっちこそごめん。大事な物なんでね、つい強く言い過ぎた」

「いえ。あろう事かデュート様の持ち物を手にしてしまうなんて。どう、お詫わびして良いいのか……取り敢あえず脱ぬぎます！」

　アンジュがローブの肩かたに手を掛かけ、それを外そうとした！

「いやいや！　待ってくれ、そこまでしなくて良いから！」

「脱ぐだけでは物足りませんか？」

「どうして君はそう止まらずに駆かけ抜ぬけようとする!?」

　全く、分からない子だ。

「この板については、本当に内密なんだよ。僕の父以外、これの存在を知る人はいないと思う」

「因ちなみに、デュート様はその板を使いこなせるのですか？」

「んー、完全じゃないけど、少しならね。特別に見せてあげるよ」

「あ、ありがとうございます！」

　僕は板を指でトントントンと叩たたいて起動し、あのレイニィルーイン城の幻げん影えいをボードの上に出し、アンジュに見せた。

「ふわぁあ……何て美しい立体動画でしょう！」

「立体動画？」

「はい。このように、画面上に浮うき上がらせる事が出来る動く絵を、そう呼びます。でも、ここまで高精細な物は、私でも初めて見ました」

　何処どこか言い回しがおかしい気がするけれど、アンジュは間違いなく、この板について何かを知っている。

　そうでなければ出ない言葉がいくつもあった。

「アンジュ、正直に答えるんだ。君はこれが何なのか、知っているね？」

　アンジュは僕の目を真っ直すぐ見て、質問に答えた。

「はい、何度か見た事があります。天界ではイデアルボードと呼ばれていました」

「イデアル、ボード……？」

　僕は板に目を落としながら呟つぶやいた。

　そんな名前だったのか。

「イデアルボードは三界の技術の粋すいを集めて作られたものだと言い伝えられております。希少なもので、確かく認にんされているものでも数枚しか存在しないはずなのですが……それが何なに故ゆえ、この世界にあるのかと思いまして」

「これは何十年か前に、どこかの世界遺産から発はつ掘くつされて、父が持ち帰ったものなんだ。当時、父はまだ組織に入っていなかったから、この板は長い間、家で大事に保管していたんだけど、その父が旅立つ前に、僕に託たくしたんだ。でも使い方がわからなくてね」

「そう、ですか……」

「アンジュはイデアルボードの使い方、知ってるの？」

「はい、ある程度は。お父様が一枚、持っておられましたので。イデアルボードは表面が特とく殊しゆ強化超ちよう硬こうガラス兼けん太陽光発電の受光器になっております。

　そこに日光を当てる事でエネルギーを溜ため、動作する仕組みになっているそうです。故に、定期的に日光に当てないと、使う事はできないとか」

「うーん、何だか難しい話だけど、要するに日の光を当てると、動くって事？」

「そうです」

「そういう事、か」

　今の話は合点がいった。

　父はこの板を大事に宝箱の中に入れ、鍵かぎをかけて厳重に管理していた。父が家を出る際、この板を僕に手て渡わたし、大事にしろ、という言葉をくれた。

　でも僕は、その意味を正確に受け止めることが出来ず、大おお雑ざつ把ぱにこの板を窓まど際ぎわに置いていたのだ。

　その時偶ぐう然ぜん、陽光がガラス面に当たったのだろう。そして知らず知らずのうちにエネルギーが溜まったんだ。

　中身がどうなってるのか、作りがどうなってるのか。

　そんな事はこの際、どうでもいいや。

　どうせ考えたって分からないしね。

「収納のお仕事、完かん了りようしましたっ！」

　アンジュの叫さけびで、我に返った。

　そうだ、バックパックへの片づけを頼たのんでたんだった。

「あ、ああ、ご苦労様」

「次は何を致いたしましょうか？　ご命令とあらばお身体を洗ったり、お湯加減を調整したり、何でも致しますが？」

「どうして状じよう況きようがお風ふ呂ろで、僕が裸はだかなのを前提に話をしているんだろうか？」

「も、申し訳ありません。決してデュート様の裸を見たくて申し上げた訳ではっ！」

　見たかったのか。いや、きっとこれも旺おう盛せいな好こう奇き心しんの結果なんだろう。

「これからは少し歩くよ。雨も上がったし、今日中にザレンスに着いておきたいんだ。その間に、君に色んな話を訊ききたいと思ってる」

「わかりま──」

　その時だった。

　く～～～。

　可愛かわいらしい音が鳴った。

　見る見る顔を赤くし、硬こう直ちよくするアンジュ。

「お腹なか、空すいたんだね」

「は、恥はずかしい、です」

「恥はじに思う事はないさ。てっきり天使だとか言うから、食べなくてもいいのかと思ってた」

「世界にはルールがあってですね、天使であろうが悪あく魔まであろうが、その世界のルールには従わなくてはなりません。ですので、いくら天使とはいえ、元界アークレイに来ればお腹も空きますし、眠ねむくもなります」

「成る程ほどね。じゃあ、これを渡しておくよ」

　僕はバックパックから、葉っぱにくるまれた堅かた焼やきパンと、水が入った革かわ袋ぶくろを取り出し、アンジュに差し出した。

「今はこんな物しかないけど、町に着いたら美味おいしい物をごちそうしてあげるからね」

「は、ははああっ、ありがとうございます！　深く、深く感謝致しますっ！　一いつ生しよう懸けん命めい働きます！」

　きらきらと目を輝かがやかせて、堅焼きパンと水を両手で受け取るアンジュ。旅で食料と水は欠かせない物資だけど、そこまでされるほどの事じゃないのに。

　素す直なおな子なんだなあ。

「じゃあ行こう。僕がこれを持つから、アンジュは荷車をお願いね」

「はいっ！」

　僕がバックパックを背負い、アンジュが荷車を引く。

　荷車といっても小型で、ここまで僕が片手で引いてきたものだ。女の子が引いても、そう苦にならないだろう。

　こうして僕は、自分の事を天使だというちょっと不思議で可愛い女の子アンジュと、ザレンスの町を目指して歩き始めた。




「デュート様」

　僕の後ろを歩くアンジュが、声をかけてきた。

「先ほど仰おつしやっていた世界遺産とは、どういう物なんですか？　よろしければ、もっと詳くわしく教えて下さいませんか？」

　がらがらと荷車の音が響ひびくので、アンジュの声が聞き取りづらい。だから僕は足を止めて振ふり返り、アンジュを待つ。

　すると同じように、アンジュも止まってしまった。

「どうかなさいましたか？」

　心の底から不思議そうに首を傾かしげるアンジュ。

「隣となりにおいでよ。喋しやべるにしても、その方がいいし」

「え、お、お隣にですか？　それは、勿もつ体たいない事で──」

「何か問題でも？」

「いえ……じゃあ、失礼します」

　アンジュが隣に来るのを見計らって、僕は再び歩き出した。

　どうしたんだろう。隣を歩くくらい、大した事ないと思うんだけど。

　文化の違ちがいかな？

　まあ、いいか。

「世界遺産っていうのは、ここ元界アークレイの歴史において、主に四大王国時代、大だい冒ぼう険けん時代、戦乱時代の三つの時代に造られたダンジョンや建築物、大自然が生み出した奇き跡せきのような場所を保護管理、調査しようと設立された、アークレイ世界遺産保護機構が定めた遺跡の事なんだ」

「四大王国時代、大冒険時代、戦乱時代、ですか？」

「うん。ある意味ではアークレイが、最も輝いていた時代かもしれない。少し長くなるけど、説明していい？」

「構いません。寧むしろ、アークレイの歴史はさっぱりなので、有り難がたいくらいです！」

　おおう、何という熱意。こんなに熱心に耳を傾かたむけてくれる人は最近いないから、ちょっと嬉うれしいかも。

「じゃあ先生、まずは四大王国時代からお願いしますっ！」

　屈くつ託たくのない笑え顔がおを見せるアンジュ。

　しかも先生って。

　張り切っちゃうよ？

「んん、えへん。まずは四大王国時代はアークレイ暦れき三百年から六百年くらいの事を指す。この時代、世界には三大天魔王が出現し、かつて現界を追われたはずの悪魔や魔物が世界を掌しよう握あくしかけた。それに対たい抗こうすべく、人間、エルフ、フェアリィ、ノームら亜あ種しゆ族ぞくが結けつ託たくして戦った。その中でも秀ひいでていたカルロンクロス、ジェノヴァール、オーリア、バーネットの四人はそれぞれ国を興おこし、更さらに大きな連合を組んで壮そう絶ぜつな戦いになったんだ」

「三大天、魔王……」

「あまり記録は残ってないんだけど、元は弱い悪魔だったっていうのが通説だね」

「悪魔ですか」

「うん。いくら弱くても魔物よりも更に上位の存在だからね」

「悪魔……」

　何故かアンジュは、その言葉を反はん芻すうしていた。天使だけに、やっぱり悪魔は気になる存在なんだろうか？

「で、次に到とう来らいしたのが、大冒険時代だ！」

　僕はあえて少し大きな声で、そう言った。

「大冒険時代、ですか!?」

「アークレイ暦六百年頃ごろからの時代さ。この頃のアークレイは、四大王国と三大天魔王の勢力が拮きつ抗こうしていた。あらゆる場所に魔物が現れ、洞どう窟くつや館やかた、城なんかが魔物の住すみ処かとなってダンジョン化したけど、人々はそれらを討とう伐ばつし、魔物の手に渡った宝の奪だつ還かんや、純じゆん粋すいに未知なるダンジョンを攻こう略りやくしたりする、即すなわち冒険者たちが一時代を築いたんだ」

「それはまた何というか、不安定な世界ですね」

「うん。でも、妙みように安定しちゃった現代より、ずっと刺し激げき的な時代だったと思う。現に今、世界遺産に登録されるような建築物が全然造られてないのが、その証しよう拠こだしね」

「不安定だからこそ、様々な物が作り出された、と？」

「そうさ。権力者、実力者、職人、芸術家や音楽家が名をあげた、まさにチャンスの時代だったと思う。出来る事なら僕も、その時代に生きたかったと願うくらいね」

「人間とは不思議ですね。不安定な時代ほど、強く惹ひかれるんですから」

「あくまで僕は、の話だよ。そうでない人だって沢たく山さんいるはずだし、寧ろ僕みたいなのが少数派だと思うよ」

「そんなものでしょうか？」

「うん。で、話を戻もどすと、そんな時代も四大王国が三大天魔王を倒たおした事で、終しゆう焉えんを迎むかえた。彼らは冒険者と共にダンジョンを完全制せい覇はし、ついにこの地から魔物を駆く逐ちくした」

「そんなに簡単に、魔王や魔物を倒せたんですか!?」

「いや、並々ならぬ努力の積み重ね、だよ。僕ら人間や当時を生きた亜種族たちは、魔物と違って事前に作戦を練り、効率よくダンジョンを攻略していった。でも、そうする為ためには、ある物が絶対に必要になってくる。それを、四大王国側が手に入れたんだ。何だかわかる？」

「愛ですねっ!?」

「違う」

「欲よくですか!?」

「離はなれた！」

「だとすると、まさか、性欲？」

「何の話!?」

　わざと言ってるよね、絶対！

「答えは〝情報〟だよ。四大王国は協力してダンジョンを全すべて攻略し、内部の詳しよう細さいな地図を作ったんだ」

「あー、そっちですか」

「どこを向いてたのかな君は!?」

　このアンジュって子は、時々怪あやしい単語を放ほうり込んでくるから困る。そうでなくても今現在、辺りにいるのは僕らだけだっていうのに。

　……いや、だからといって、何かを企たくらんでいる訳でもないけど。

「とにかく、だ。全てのダンジョンのマップが作成された時点で、大冒険時代は終わったも同然となった。そしてこの世界から魔物がいなくなると、かつて魔物の巣そう窟くつだったダンジョンは、誰だれでも行く事が出来る観光地と化した」

「かっ、観光地ですか!?」

「何かおかしい？」

「だって、それまで魔物の住処だったんですよね？」

「だからこそ、だよ。これまでは魔物がいたから、冒険者しか入れない危険な場所だった。その魔物がいなければ、安心してそこを訪おとずれられるじゃないか。しかもそこがかつて激戦があった場所だとしたら、余計に人々の関心を集めるものなんだよ」

「はー、なるほど。確かにそうかもしれません」

「ところがね、ダンジョン跡あとだって事は知っていても、そこにかつてどんな魔ま物ものがいて、どんな冒険者との戦いがあったのか、それを知っている人は少なかった。そこで人々は、そのダンジョン跡がどんな所なのかを知っている〝ガイド〟を求めた」

「あっ、そのガイドをする為の組織が、デュート様の？」

「そのガイドも、のちに僕らの仕事のひとつになったけどね」

「のちに、ですか？　引っかかる言い方です」

　がらがらと、アンジュはテントが載のった荷車を引きながら、大きくてまん丸の瞳ひとみを僕に向け、首を傾げた。

「ちょっと逸それちゃったから、話を元に戻すよ」

　僕は歩きながら、アンジュにそう声をかけると同時に、ある事に気づいた。

　喋りながらだったから気づかなかったけど、もうかなりの距きよ離りを稼かせいでいたのだ。

　これが、一人旅と二人旅の違いか。

　喋りに夢中で、歩く事への疲ひ労ろうを感じる暇ひまがなかったのだ。

　過去の冒険者たちが、決して一人で動く事がなかったのは、きっとこういう事でもあったのだろう。

　このちょっとした気づきに、僕は密ひそかに嬉しさを感じていた。

「四大王国時代、大冒険時代が終わった後、突とつ如じよとして人間以外の種族が、アークレイから姿を消した」

「えっ!?」

「元々、亜種族らはアークレイにいた訳じゃなくて、悪魔たちの住む地界、天使の天界と同じく、幻げん獣じゆうが本来暮らす世界からやってきていたんじゃないかって推測されてる。その世界にも影えい響きようを及およぼしそうだった三大天魔王を倒し、魔物を駆逐した事で、アークレイにいる理由がなくなったんじゃないか、っていうのが一いつ般ぱん論になってるけど、まだそれを裏付けるようなものは、何一つ発見されてないんだ」

「という事はもう、この世界は、人間しかいないんですね？」

「うん。かつての戦場やダンジョンに行けば、まだ当時の骸むくろが転がってるだろうけど、この地に生きているのは人間だけだよ」

「…………」

　アンジュは僕の言葉で、神妙な面おも持もちになった。何か、引っかかるような事を言っただろうか？

「それからのアークレイは、どんな時代になったと思う？」

「ええっと、人間たちの敵だった魔物が消え去ったんですから、平和な世の中が訪れたんじゃないですか？」

「うん、僕もそう言いたいんだけど、現実は違ったんだ」

「と、言いますと？」

　僕はそこで一息つき、重々しく口を開いた。

「今度は人間同士で、壮絶な争いが起こった」

「人間同士で!?」

「しかも三大天魔王を倒してから２００年間も、この争いは続いた。後にこれを、戦乱時代と呼んでる」

「人間同士って、どうして……」

「とりわけ力を持っていた四大王が世界を四分してカルロンクロス王国、ジェノヴァール王国、オーリア王国、バーネット王国を作った訳だけど、この四大王国の子孫たちが、アークレイの覇は権けんをかけて戦い始めたんだ」

「何と、愚おろかな事を……」

「でも、目を背そむけちゃいけない現実だとも思う。２００年にも及ぶこの〝アークレイ戦せん役えき〟のせいで、多くの人間が命を落とし、疲つかれ果て、疲ひ弊へいし、衰すい退たいした。でもね、やがて人々は気づくんだ。国が四つ、王家が四つもあるから、戦わなくちゃならないんだ、って」

「と、いう事は？」

「２００年経たって民たみは漸ようやく、四大王国に反旗を翻ひるがえした。四国の民は水面下で結託し、中央平原にて四国が至強を決する大戦を行っている隙すきを突ついて四国の王宮に強きよう襲しゆうをかけ、王を殺した。四つの国で四つのクーデターが同時に勃ぼつ発ぱつし、成功したんだ。これはアークレイの歴史で最大の事件だと思う。そして今後はもう国など作らず、それぞれの城、町単位で共同生活していこう、と決めたんだ」

「では今の世界には、王や支配者がいないのですか？」

　アンジュが驚おどろきの表情を浮うかべる。その反応は、噓うそや演技には見えなかった。

　実はこの四大王国滅めつ亡ぼうの話は、アークレイに住むものなら子供でも知っている常識だ。アンジュが別の世界から来た天使なのかどうかはともかく、この世界の知識を殆ほとんど持っていないか、忘れてしまっているのは事実のようだ。

　僕はそれを確かめる為に、わざわざ長い話をしてみたのだ。

「今のアークレイには、絶対的権力者である王はいない。町長や城主とか、そういう人らはいるけれど、それ以上に大きな権力者はいないね」

「それでこの世は、上手うまく回っているのですか？」

「上手くいっているというものがあればそれは正しいし、上手くいっていないといえば、その言葉も正しいと思う」

「はいー？」

　アンジュは不思議そうに、首を傾かしげた。

「国がなくなったんだから、当然、戦争もなくなった。でもその反面、歴史に残るような大きな仕事もなくなったんだよ。だから新たに世界遺産に登録されそうなものは、殆どが過去の遺い跡せきばかりさ。あと１００年もしたら、世界遺産に登録されそうな建築物は、なくなってしまうかもね」

「ふーむ、複雑な話ですね。私にはよくわかりません」

「あ、ごめんごめん。つい、持論まで持ち出しちゃった」

「いえ、構いません。何より楽しそうに語るデュート様が素す敵てきでした」

　そう言って、優やさしく微ほほ笑えむアンジュ。

　陽光を浴び、金色の髪かみがきらきらと輝かがやいていた。

「それと誤解のないように言っておくけど、戦いくさがなくなったのはいい事だと思ってる。戦乱時代に壊こわされた世界遺産も多いし、何より、争いは何も生み出しはしないから」

「それを聞いて、安心しました」

「何で？」

「だってデュート様は、さっき〝大だい冒ぼう険けん時代に生きたかった〟と仰おつしやっていましたので、てっきり戦いがお好きなのかと──」

「それは誤解。僕は純じゆん粋すいに、知的好こう奇き心しんで言ったんだ。開かい拓たくされ尽つくした今よりも、未開拓の地が広がっていた当時の方が、ずっと胸躍おどる旅ができたと思うんだ」

「え？　私の胸が何か？」

「どうしてそこだけ切り取った!?」

「デュート様も男性ですし、興味があるのかな、と」

「ない訳はないけれど、それは不ふ可か避ひである一般論的な男性の自然な思考と同義であって……」

「急に難しい言葉が増えましたね」

「アンジュが、ヘンな質問をするからだよ！」

「私のせいでしたか!?」

「でしたと思いますよ!?」

「それは失礼しました」

　ぺこり、と頭こうべを垂れるアンジュ。

　その一つ一つの所作が、いちいち愛らしい。

「と、とにかくだ。このダンジョン跡あと地ちの建築物や大自然を観光資源と定めて収入源にしたり、保護管理や、その歴史を調査する為に設立されたのが僕が所属する組織、アークレイ世界遺産保護機構って訳」

「なるほど……」

　ざしゅ、ざしゅ、と、土に足を突き刺さすように歩く僕とアンジュ。

　辺りは雲を突き抜ぬけるような山々に囲まれ、穏おだやかな陽光を浴びた草たちが風に撫なでられて泳ぎ遊んでいる。

　見上げると、抜けるような青空を背景に、大きな鳥が翼つばさを広げ、獲え物ものを求めて周回していた。

「こんなに美しい世界……アークレイで、そんな争いがあったんですね」

「人間は愚かだよ。特に集団になると善悪の判断ができなくなり、収拾がつかなくなる。たった一人の悪人を懲こらしめる事は出来ても、何かに取り憑つかれたかのような集団を懲らしめる術すべはないのさ」

「しかし、それでは誰が世界の秩ちつ序じよを守っているのですか？」

「広義で捉とらえるなら、誰も守ってない。謂いわば、国っていう大きな集まりが、町や村レベルまで縮小してるんだ。そんな中で全すべての枠わく組ぐみを超こえて行動できる組織は、治安を守る旧冒険者ギルドと、僕らアークレイ世界遺産保護機構だけだね」

「つまりデュート様は、偉えらいお方なんですね？」

「ちっとも偉くないよ。僕はまだ、ただの調査員にすぎないから。確かにザレンスの町の様子も調べなきゃいけないけど、僕にとってそんな事はどうでもいい。それよりも、かつて戦乱時代にカルロンクロス王国の西方を守護し、一度も陥かん落らくしなかったっていうレイニィルーイン城をこの目で見られる事が、楽しみで仕方ないんだ」

「本当に、デュート様は世界遺産がお好きなんですね」

「うん。残ざん酷こくかもしれないけど、誰だれもが全力で生き抜いたあの時代に、思いを馳はせられる世界遺産が、純粋に好きだ」

「何だか羨うらやましいです」

「え、どこが？」

「私も男性にそこまで好きって、言われてみたいなあ、って」

　アンジュが、僕の方を見ながら言った。

　風が、日の光を吸い込んだような金の髪を巻き上げ、頰ほおにかかる。目を細めたアンジュの可愛かわいさに見とれて、息を吞のんだ。

　僕は思わず、顔が熱くなって目を泳がせた。

　並んでみると、アンジュは僕より少し背が低い。だから意識していなくても、どうしても、その胸むな元もとに目がいってしまう。こんなに素直で、可愛くて、プロポーションも抜ばつ群ぐんな女の子が、この世に存在するなんて。

　しかもその子と一いつ緒しよに旅をしているなんて、信じられない。

「それにしても、長いお話でした」

「君はさっきそれでもいいって言ってたよね!?」

「ああ、そうでした」

　時々、奇き妙みようなボケをかましてくれるけど。

「そうだ、今度は僕が訊ききたいんだけど」

「はい、何でしょう？　スリーサイズ以外はお断りですが」

「普ふ通つうは逆じゃん!?」

「デュート様だけは、特別です」

　だから、どうして特別なんだよ……。

　僕はその場でバックパックを下ろし、中からあの、イデアルボードを取り出した。

「これの使い方、君は知ってるって言ってたよね？」

「この流れでスリーサイズじゃないんですか!?」

「どうしてキレた!?」

「もういいです。教えません！」

　教えてくれと頼たのんだ覚えは……。

「そうじゃなくて、これについて訊きたいんだよ！」

　僕はイデアルボードを手にして、アンジュに向けた。

「それは、大事なものでは？」

「そうだよ。だからこそ、これが何なのかを知りたいんだ。もっと詳くわしく見て貰もらえないかな？」

「は、はいっ！」

　アンジュにボードを渡わたす。

　アンジュはガラスの画面上で何かをすると、画面上に一いつ旦たんレイニィルーイン城を出し、そして消した。

　アンジュは何かに気づいたらしく、あれこれ画面をタッチしまくっている。当然ながら、僕には何がなんだかわからなかった。

「どう、何かわかった？」

　アンジュは何か得心したらしく、僕の問いに対して小さく頷うなずいた。

「申し訳ありませんが、これは私が知っているイデアルボードではないようです」

「は？」

　イデアルボードじゃ、ない？

「どういう事？」

「私が知っているものと構造がかなり違ちがいます。こんなものが存在していた事が、信じられないくらいです」

　僕は、真しん剣けんな眼まな差ざしで腕うで組ぐみし、考え込むアンジュの横顔を、ただ眺ながめる事しかできなかった。

「デュート様のお側そばに私が遣つかわされた事。デュート様がレイニィルーイン城に向かっていたという事。そのデュート様が、イデアルボードに似た物をお持ちである事……成る程ほど、少し見えてきました」

「何が!?　僕だけ置き去りなんだけど!?」

「重ね重ね申し訳ありませんが、まだ言えません。私も、まだ持論に自信が無いんです」

「えっと、天界からここに来る前に、誰かに何か訊かなかったの？」

「そうですね、聞く暇ひまが無かったというか、少し込み入った事情がありまして」

「全く、謎なぞだらけだね」

　嘆たん息そくする僕。

　これだけ言えない語れないを重ねられたら、誰でもそうなるさ。

「もも、申し訳ありませんっ！　でも、天界が何をしようとしていたのか、細かくは指示されてないんです！」

「という事は、大おお雑ざつ把ぱな目的は指示されたんだね？」

「はい」

「そしてそれも、まだ言えないと」

「きっと近いうちに、お伝え出来ると思います」

「アンジュはやっぱりレイニィルーイン城に、何かあると思う？」

「はい。寧むしろそこが、私の目的地なんじゃないかと、思い始めております」

　凜り々りしい表情で、僕と目を合わせるアンジュ。

「改めて、お願い致いたします。私を、この城に連れて行って下さい！」

　アンジュの瞳ひとみに、強い意志が宿っていた。

　これは、ただ僕について行きたいんじゃない。

　自ら望んで、進む道を決めた人の目だ。

「世界遺産は、ある意味では僕らのような組織が管理しなきゃならないような危険をはらんでいる可能性もある。それでも行くかい？」

「はい」

　即そく答とうだった。

「私は必ずデュート様をお守りしますし、決してお邪じや魔まは致しません！」

「どうして、そこまで僕を？」

「デュート様が、私にとって大事な人になる気がするからです」

「僕が？　君にとって？」

「はい！」

　何の迷いも、躊ちゆう躇ちよもない。

　訊いた僕が驚おどろくほど、純粋な眼めだった。

「本当に僕なんかでいいの？　はっきり言って、僕には特別な力がある訳でもないし、頭がいい訳でもない。その辺に転がってる石みたいに、何処どこにでもあるような存在だよ？」

「そんな事はありません！　デュート様は、素す敵てきな方ですっ！」

「う……それは、どうも」

　自分の事を天使とか言ったり、記き憶おくがあやふやだったり、何かと怪あやしいところはあるけれど、率直に好意を向けられるっていうのは案外嬉うれしくもあり、対応に困ったりするんだな。

「うーん……それじゃあ、こうしよう。次の町、ザレンスで僕以上に魅み力りよくのある人を見つけたら、その人の所に行って構わない。それでも僕を選ぶなら、僕は喜んで君を受け入れよう」

「デュート様……」

　アンジュは何故なぜか瞳を潤うるませていた。

「じゃ、先を急ごうか」

「はいっ！」

　僕とアンジュは、少し足を速めて街かい道どうを歩き始めた。




　街道は進むにつれて、ますます道が荒あれてきた。

　僕らはその道を、息を切らしながら歩き続け、ついにその姿を視界に捉えた。

　崖がけの上に悠ゆう然ぜんと聳そびえる、荘そう厳ごんな城。

　そしてその下に広がるのは、草一本生えていない硬かたい大地と、その奥に広がる美しい町並み。

　西カルロンクロス地区、ザレンスの町と、世界遺産レイニィルーイン城の姿だ。

「着きましたね」

　アンジュが、額に浮うかんだ玉のような汗あせを拭ぬぐいながら呟つぶやいた。

「まだ町が見えてきただけだよ」

「でも、目的地が見えてきたら、足取りが違うじゃないですか！」

「それは、言えるかもね。アンジュのその前向きなところ、僕は好きだな」

「えっ、婚こん約やくですか？」

「ぶっ飛んだね!?」

　こりゃ、迂う闊かつな事は言えないな。

　何でこんな僕なんかに、そこまで好意を寄せてくれるんだ。

　僕は嬉しさを感じる反面、その原因がどこにあるのかわからなかったので、いつか、今僕に向けてくれている想おもいが消えてなくなるんじゃないかと、複雑な気持ちだった。それはそれで、やはり寂さびしいと思うから。

　街道は細く、山に沿うように延びている。左手は、覗のぞき込むだけで膝ひざが震ふるえ、腰こしから力が抜ぬけそうな崖になっており、右手はほぼ垂直の岩がん壁ぺきが続いている。

　どれだけ歩けばあの町に到とう達たつできるのかはわからないけれど、アンジュの言う通り、目的地が目に見えているかいないかでは、心の持ちようが全く違った。

　町と城の奥には数千メートル級の山々が天然の要害となり、その尾お根ねから流れるように走る雪と氷が、まるで白銀のヴェールを羽織った巨きよ人じんのようだった。

「さあ、早く町に行っちゃおう！」

　僕は、胸の中に渦うず巻まく迷いを払ふつ拭しよくするように、声高に言った。

「何か美味おいしいもの、ありますかね？」

「小さいながらも人が住む町だからね。きっと何かあるさ」

「えへへへっ、楽しみです！」

　満面の笑えみを浮かべるアンジュ。

　ま、眩まぶしい……。

「行きましょう、デュート様」

「うん」

　アンジュが、僕の手を握にぎる。

　冷たかったけれど、柔やわらかかった。

　驚いた事に、アンジュはそのまま僕の手を放さず歩き始めた。僕だって男だから、世界遺産を巡めぐる旅に、素敵な異性と一緒だったらいいな、なんて夢想をした事がない訳じゃない。

　それが、こんな形で叶かなうとは思わなかった。アンジュは、とても素敵な女の子だ。天使がどうとか時々おかしな事を言うけど、単純に、彼女と一緒にいるのが楽しい。僕は心の奥底で、彼女と少しでも長く旅が出来る事を願いながら、アンジュの手を握り返して歩きながら、語った。

「これから行くレイニィルーイン城は、かつてこの地方を治め、外敵から身を守る為ために築かれた城なんだけど、この辺りは辺境とか呼ばれてる上に、地面が硬いせいで、作物が育たないんだ。そこで城下町であるザレンスの町は、ある一点を除いて、さほど重要視されなかったんだ」

「ある一点ですか？」

「うん。大昔になるけど、かつてこの辺り一帯は温泉が湧わいて、湯治場だったらしい。その痕こん跡せきは、随ずい所しよに残されてるって」

「混浴ですか!?」

「そこ大事!?」

「とても!!」

　即答!?

「温泉が湧くだなんて、こんな重要なポイントはないですよ！」

「過去の人も、きっとアンジュと同じ気持ちを抱いだいていたと思うよ」

　アンジュって、面おも白しろい。

「でもね、確かに戦乱時代には、北西の大国、ジェノヴァール王国なんて、三度に亘わたってレイニィルーイン城を狙ねらったんだ」

「三回もですか!?」

「うん。アークレイの北西に一大勢力を築いたジェノヴァール王国は、四大王国の中でも最強の軍隊を保持する軍事国家だった。レイニィルーイン城は、そのジェノヴァールの侵しん攻こうを何度も受けたのに、とうとう一回たりとも落ちなかった、難なん攻こう不ふ落らくの城なんだ」

「す、凄すごいですね」

「でしょ？」

「どれだけ混浴風呂ぶろに入りたかったのでしょうか？」

「混浴って言ったっけ僕!?」

　いやいや、論点が違う！

　凄いのは一度も落ちなかったってところだよ！

「ではザレンスの町というのは、温泉の町なのですね？」

「あ、うん、まあね」

「それはこのアークレイでは、珍めずらしいんでしょうか？」

「かなり珍しいと思うよ。風呂って、普ふ通つうは湯を沸わかして入るものだからね」

「だとしたら、妙みようですね。そんな素晴らしい温泉がある場所の街道に、ここまで人通りがないなんて」

　おっと、中々鋭するどい推察だ。

「よく気づいたね、お察しの通りだよ」

「え……ま、まさか!?」

「ザレンスの町に温泉が湧いていたのは大昔の話なんだよ。レイニィルーイン城が狙われたのは、単純に戦略的拠きよ点てんとして価値があったからなのさ」

「えっ、ええ────っ!?」

　残念そうに悲鳴を上げるアンジュ。

　何故に？

「まさかとは思うけど、僕と、その、温泉に入りた……いや何でもないごめんなさい！」

　何を言ってるんだ僕は!?

「え、入らないつもりでしたか？」

　何を言ってるんだ君は!?

「いいかい、そう、そういうのはだね、好き合った者同士じゃないとだね──」

「私たちは好き合っていますよね？」

　おおうっ!?

「好きか嫌きらいかで言えば、嫌いではないと思うけれど──」

「じゃあ好きって事じゃないですか」

「うむむ、そういう事じゃなくて、その……」

「私の裸はだか、もう見ましたよね」

「この流れでどうしてその話に!?」

「デュート様に助けて頂いた時、私は何も服を着ていなかったので……全部見られちゃったからには、もうこの殿との方がたと結けつ婚こんしかないんじゃないかなあと」

「残念ながら何も見てないっ！　アンジュの事は嫌いじゃないけど、頑がん張ばって、本当に頑張って、何も見なかったんだ！」

　本当に頑張った。色々と柔らかいところに触ふれちゃったかもしれないけど、超ちよう頑張ったよ、僕は！

「そ、そこまで仰おつしやるならば、信じます」

「それは、どうも」

「でも本当は、見たり触さわったり、したかったですよね」

「しみじみ言わないでくれ！」

「いえ、私って、身体からだに自信がないので……」

「謝れアンジュ。この世界の女性、全員に！」

「へ、へええええええっ!?」

「君のその身体に自信が持てなかったら、世界の女性は一体、何を望むだろうか!?」

「そっ、そんな大きな話だったんですかっ!?　それは気づきませんで……もも、申し訳ありませんでしたっ！　申し訳ありませんでしたっ！」

　アンジュは足を止め、ぺこぺこと頭を下げながら一周した。

　素す直なおだなあ、もう。

「ま、まあまあ。大体、アンジュは自分の何が気に入らないんだよ」

「えっと、ですね。沢たく山さんあるんですけれども、主には……」

「主には？」

「大きすぎる胸とか、お尻しりが」

「やっぱりもう一度謝れっ！」

「わひゃあああっ!?　すいませんっ、すいませんでしたああ！」

　まあ、自じ慢まんするようなものでもないけど、卑ひ下げするような事じゃないのは確かだ。

　絶対に。

「で、本当のところ、どうなんでしょう？」

「何が？」

「私に手を出したかったですか？」

「表現がエスカレートしてないかい？」

　アンジュは、僕の事を好きなんだろうか？

　ここまでの言動を鑑かんがみるに、そうとしか聞こえないんだけど……出会ってまだ半日くらいしか経っていないのに、そんな気持ちが湧くのだろうか？

　女の子って、わからない。

　僕は恥はずかしさを紛まぎらわせる為に、街かい道どうの右手に聳そびえる、岩壁の上に顔を向けた。そこでは山羊やぎが、えらい体勢で首を伸のばし、岩壁に生えた細い木の枝を食はんでいた。

「わ！　あんなところに動物が!?」

「山羊だね」

「山羊ですか!?」

「こういう場所だから、あんな断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきくらいじゃないと、餌えさがないんだろうね」

「はああ、何と賢かしこい生き物なのでしょう」

「うん。彼らはどんな小さな突とつ起きも足場にしてしまう。でもね、そんな山羊でも時々見誤って、にっちもさっちもいかない状じよう況きようになる事があるんだ」

「そういう場合、山羊はどうするんですか？」

「素直に落ちる」

「バカですか!?」

「いや僕に言われても!?」

　尤もつとも、この地方ではそうやって山羊を上から追い込んで、落ちてくるのを待つという地道極きわまりない狩しゆ猟りよう方法があるらしい。作物が育たない地では、あの山羊は貴重な食料であり、資源でもあるのだろう。

　それにしても、こうして歩いてみると、レイニィルーイン城が難攻不落といわれた理由がよくわかる。

　あの城を落とす為には大軍が必要だが、その大軍が通れる道が、僕らが歩いてきたこの狭せまい街道しかないのだ。

　こんな細い道を大軍が通れば、軍は間延びしてしまう。そして縦列を強しいられた敵軍を迎むかえ撃うつのは、レイニィルーイン城からこの街道の上まで到とう達たつしている間道だ。上を向くと、その存在がはっきりと見えた。

　過去、レイニィルーイン城が攻せめ込まれた三回のうち、二回は城に到達する前に、あの間道からの攻こう撃げきで崖がけに落とされたという。

　何て事を考えながら歩いていると、いつの間にかザレンスの町の入り口が見えていた。

　ザレンスはレイニィルーイン城の玄げん関かん口ぐちでもあり、左右と背後を崖に囲まれているレイニィルーイン城に入る為には、必ずこの町を通過しなくてはならない。

　僕は今、その場所に立っているんだ。

「ふふっ」

　突とつ然ぜん、アンジュが僕の顔を覗のぞき込み、微ほほ笑えんだ。

「な、何？」

「デュート様、何だか楽しそうだなあって思って」

「ああ、うん、そうだね。確かに」

　僕は、この雄ゆう壮そうな光景に目を向けた。

「今はただの街道だけど、かつてこの地で戦いが繰くり広げられた。ある者は難攻不落の城を落として英雄になる為に。ある者は侵しん略りやく者しやからこの地を守る為に。僕はその者たちの魂たましいに、思いを馳はせてた」

「そう、その目ですよ」

　アンジュが唇くちびるを尖とがらせる。

「え？」

「恋こいしてる目……素敵です」

「あ、ありがとう」

　僕は恥ずかしくなって、思わず視線を足あし下もとに落とした。

「ところでデュート様、どうして腰こしに小こ袋ぶくろを下げているんですか？」

　アンジュは僕の腰に視線を向けて尋たずねてきた。

「ああ、組織の制服は、ここに小銭入れをぶら下げられるようになってるんだよ。まあ、そうするか否いなかは、その人次し第だいだけど」

「確かに、何かお買い物をするにしても、いちいちバックパックからお財さい布ふを出すのは不便ですよね」

「うん。それもあるけど、少し違ちがう意味もある」

「え？」

　目を丸くするアンジュ。

「さあ、町に入ろう。全すべてはそこで分かるさ！」

「は、はいっ！」

　がらがらと荷車を引くアンジュ。

　僕もその隣となりを、ばたばたと歩く。

　こうして僕らは、ザレンスの町の入り口にやって来た。

　入り口の前は踊おどり場のようになっており、かなりの広さがある。おそらく、かつてはここに兵を集め、侵略者と戦いを繰り広げたのだろう。

　町は、木の柵さくが張り巡めぐらされており、門は一つしかなかった。

「おい、そこの二人。止まれ」

　木の扉とびらの両側には見張り台があり、その上から声が飛んできた。

　見上げると、槍やりを持った屈くつ強きような兵士が、こちらを見下ろしている。アンジュが不安そうに、僕に肩かたを寄せてきた。

「お前たちは何者で、ここに何の用だ？」

　ザレンスは、どうやら閉へい鎖さ的な町らしい。まあ、昨今の情勢を考えれば、無理もないのかもしれない。

「僕はデュート。アークレイ世界遺産保護機構の者です。今回はレイニィルーイン城の調査にやって来ました。開門してもらえますか？」

「な、何ですと!?」

　二人の衛兵は顔を見合わせ、慌あわてて木の門を開き、僕らの許もとへやって来た。僕は首から下げたパスカードを懐ふところから取り出し衛兵に見せる。

　衛兵はパスカードに目を通し、僕の服装をチェックした。僕が着ている深緑色の上着と、茶色のマントに施ほどこされている、組織の紋もん章しようを確かく認にんした。

「確かに本物だ、失礼した。ようこそザレンスへ」

「お力になれるかはわかりませんけれど、最善は尽つくします」

「ご高配、痛み入ります。ところで、今日はどこにお泊とまりになるのか、もう決めてらっしゃるか？」

「いえ、まだ到とう着ちやくしたばかりですからね。どこか良いい宿はありますか？　それと、ここの名物料理が食べられるお店も紹しよう介かいしてもらえると助かります」

「ああ、なら──」

　衛兵は町の奥にあるレストラン「白しろ山羊やぎ屋や」と、「岩いわ湯ゆ亭てい」を教えてくれた。特に岩湯亭はこの町で唯一、温泉が湧わき続けている、貴重な宿屋らしい。

「何かあれば、遠えん慮りよなく自警団までお知らせ下さい。すぐに駆かけつけます。それでは、見ての通り何もない粗そ末まつな町ですが、ごゆるりとお過ごしを」

　二人の衛兵は僕らに頭を下げ、丁てい寧ねいに町の中へと入れてくれた。

　そして再び、木製の門を固く閉じ、見張り台へと戻もどっていった。

「あ、あの、デュート様。あの兵士の方たちは、どうして急に優やさしくして下さったんですか？」

「ああ、簡単な話だよ。僕が組織の人間だからさ」

「デュート様の組織って、世界遺産を保護管理、調査するのが目的ではないんですか？　その事に、これほどの特権があるんですか？」

「本来の目的は、そうなんだけどね」

　目的というか、その為ために設立された組織なのは、間違いない。

「世界遺産の保護管理や調査だけ行っていたのは、四大王国が健在だった頃ころの話だよ。列国が滅ほろびた今、どこでも自分たちの町は、自分たちで守らなければならなくなった。勿もち論ろん、連合を組んで外敵から身を守ろうとする町もあるけれど、それだけじゃ町の発展には繫つながらない。そこで……」

「世界遺産の出番、という訳ですか？」

「うん」

「成る程ほど、よくできた世界ですね」

　僕はアンジュに微笑みながら、頷うなずいた。

　やっぱりアンジュは賢い。

　たったこれだけの説明で、大おお凡よそ理解したようだ。

「この世界では、誰だれしもが地に足つけて暮らしてる訳じゃない。町から町へ、旅から旅への生活をしている人だって多い。そんな人たちが、じゃあ次にあそこの世界遺産を見に行こう、って思えるようなガイドを作るのも、僕らの大事な仕事なんだ」

「そうして作られたガイドを見た旅人が少しでも興味を持ち、ここを訪おとずれてくれれば、町が潤うるおう。だから、その組織のデュート様は、歓かん迎げいされるんですね」

「やっぱり、君は頭がいいね」

「え、結けつ婚こんですか？」

「僕みたいなモテない世界遺産オタクにそんな事を言うと、本気にしちゃうぞ？」

　少し、脅おどしてみる。

「わ、私は、その、あながち、冗じよう談だんでもないというか……」

　頰ほおを染め、目を潤うるませながら言うアンジュ。

　噓うそでしょ？

　噓だよね？

　何だか、やり返された気分だ。

「と、とにかく行こうか！」

　僕は余計な言葉を発したのを後こう悔かいしつつ、すたすたと歩き出す。

「あん、待って下さいー！」

　後ろからアンジュの声が、耳を優しく撫なでた。




「この町に温泉が湧きに湧いていた頃は、宿が取れなくて、冬場なんか凍とう死し者しやが出たほど人を集めてたらしいって、うちのばーさまがよう言ってたんだよー。今となっては、とても信じられない話だけどねえ」

　僕とアンジュが町の大通りにあった雑貨屋に入ると、店のおかみさんにそう言われた。

「何せもう数百年も前の話で、今や温泉なんか殆ほとんど湧きゃしない。跡あと地ちばっかり残されちゃいるがね。だから、あんたらみたいな若い夫婦がこんな田舎いなかに足を向けるだなんて、珍めずらしいんだよ」

「いや、僕らは夫婦という訳では──」

「おかみさん、干し肉、もう一つ！」

　僕の言葉を遮さえぎるアンジュ。

「まいどっ！」

　ほくほく顔のおかみさん。

　全く、この手で既すでに四袋ふくろ目の干し肉だよ。誰がこんなに食べるのかね？

　この手の質問は、いつもこういう雑貨屋で必ず行う。雑貨屋というのはその性質上、色んな人が訪れるから、行き交かう情報の量が凄すさまじいのだ。

「そうだねえ……残念ながら最も早はや、この町は観光じゃ成り立たない。作物も育たない。本当に、どうなっていくんだかねえ」

「そう、ですか」

　僕はアンジュと視線を交わした。

　慰なぐさめたくても、慰めようがない。僕らは所しよ詮せん、旅人で余所よそ者ものに過ぎないのだから、妙みように分かったような口をきかない方が良い。

「ところで、あんたらが泊まるのは岩湯亭だろ。何せ今、この町で温泉が湧くのはあの宿屋だけだからねえ。それでも、年々湯量は減ってきてるらしいけどさ」

「他ほかの宿屋や風ふ呂ろ場ばでは、一いつ切さい温泉が出ないんですか？」

「まあねえ。とはいえ、ザレンスの誇ほこりであるレイニィルーイン城が世界遺産になってくれたお陰かげで、最悪の事態は免まぬかれた。でも、今じゃあの城も無理だね」

「何故なぜですか!?　世界遺産ですよ？」

　アンジュが首を傾かしげて言う。

　正に僕も、それを訊ききたかった。

「確かにあの城は美しい。歴史もある。でもねえ……あれじゃ人は呼べないね。寧むしろ、危なくて近寄れないわ」

「何ですって？」

　世界遺産で、人を呼べない？

　それは妙だ。確かに世界遺産の中には人の立ち入りを禁止しているところもある。

　でも、レイニィルーイン城は寧ろ環かん境きよう保ほ全ぜんと観光目的で選ばれた世界遺産だぞ？

　これは、妙だ。

「どうやらあんたら、レイニィルーイン城を観光しに来たらしいね？」

　おかみさんは、少し機き嫌げん悪そうに言った。

　何だ？　やっぱり何かがおかしい。

「だったらこれ、買って行きな」

　そう言われて出されたのは、無骨なブーツと、厚手の防寒着だった。

　初夏の今に、目にするようなものじゃない。

「おかみさん、ちょっとそれは……」

「地元の人間の言う事は聞いておくべきだよ。安くしとくから、な？」

　そこまで言われちゃ、逆らえない。僕は財さい布ふから、言われるがままに銀貨を出した。

「まいどっ！　レイニィルーイン城に行くなら、そいつは必ひつ須すだからね。本当なら二人分あった方がいいけど、まあ後悔はしないよ！」

「あ、ありがとうございます」

　僕らは何だか釈しやく然ぜんとしないまま、雑貨屋のおかみさんに礼を言って店を出た。




　アンジュは荷車に干し肉と防寒着を積み、僕についてくる。

　全く、高い情報料だった。次からは気をつけよう。

　雑貨屋を出た僕らは、ザレンスの町を散策した。

「この町の人たちはいい人ですね。この干し肉も、とっても味が染みてて美味おいしいです」

　干し肉をあむあむと嚙かみながら、上機嫌なアンジュ。

「そんなに干し肉ばっかり買って、どうするのさ」

「保存食ですし、いくらあっても困らないかな、と」

　その保存食を、真っ先に食べちゃってるのに。

「それよりデュート様、この後はどうなさるんですか？」

「そうだなあ……」

　僕は空を見る。まだ太陽は天高く、休むには少し早そうだ。

「うん、まずアンジュの服を買おうか」

「えっ？」

　意外そうな顔をするアンジュ。

「だって、アンジュの格好は旅向きじゃないからね。白いローブにサンダルだし、特にベルトポーチとバックパック、それにブーツはさっき買ったからいいか。とにかく、もっと動きやすい服も必要だよ」

「買って、下さるんですか!?」

「これから行くレイニィルーイン城は起き伏ふくが激しいらしいし、狭せまい道も多い。それなりの格好じゃないとね」

「そのお心こころ遣づかい、とても嬉うれしいです」

「か、勘かん違ちがいしないでね。僕は合理的に物事を考えただけなんだから」

「はい」

　返事をしつつも、上気し、ぽーっとした目つきで僕を見つめるアンジュの頭に、どこまで真意が伝わったのかは不明だ。

「とはいえ僕は女の子の服装に詳くわしい訳じゃないから、そこはお店の人に任せよう。いいかな？」

「はい」

「それじゃ、行こうか」

「はい」

　返事に気持ちが入ってないんだけど、僕はとりあえず何だかうきうきしてるアンジュを連れ、大通りで服ふく飾しよく店を探してみた。

　小さな町とはいえ、お目当ての店を一発で探し当てられるほど、狭い町じゃない。

　僕は何人かの町人に尋たずねて、剣けんと盾たての看板を掲かかげている「護ご心しん屋や」という名前の店が、服飾を扱あつかっている事を知った。

　武器か防具を売っている店にしか見えないが、それはかつての名残なごりで、剣なんかを売る時代ではなくなった現在では、町の服飾店になっているという。

　紛まぎらわしい。というか訊かなきゃわからないよ、こんなの。

　という訳で僕らは店に入り、事情を店員に話して後を託たくし、僕は外で待つ事にした。

　女の子の服選びなんてやった事もないし、きっとアンジュならどんな服装だって似合うだろう。僕は暫しばらくの間、護心屋の入り口の階段に腰こしを下ろし、書物に目を通して時間を潰つぶす事にした。

　その時、ゴーン、ゴーン、という音が、町中に響ひびく。音の出所は、レイニィルーイン城の尖せん塔とうの一つだった。どうやらあの城の中には、教会も入っているらしい。今の鐘かねの音はおそらく時を告げるものだろう。

　二回だから、午後二時かな。ポケットから懐かい中ちゆう時計を取り出して時刻を確かく認にんすると、午前十一時だった。

　そりゃそうか。十一時だからといって、十一回もあんな轟ごう音おんを鳴らされたら、堪たまらない。

　一人で得心していた、その時だった。

「あっ、あのっ！」

　背後から、アンジュが声をかけてきた。

　やっと、服装が決まったようだ。

　僕は本をバックパックに入れて立ち上がって、振ふり返った。

「やっと決まっ……」

　そして、言葉を失った。

　清せい楚そな薄うすい青色のチュニックに、チェック柄がらのスカート。そしてブーツを履はいている。そのどれもが見事にアンジュの魅み力りよくを引き出していた。

　そして特筆すべきは、髪かみ型がただ。長くて癖くせのない金色の髪かみを結ゆい、うなじを出して背中に纏まとめていた。

「ど、どうでしょうか。どこかおかしいですか？」

　照れ気味に訊いてくるアンジュ。

「いや……よく、似合ってる」

「そうですか!?　よかったです!!」

　両手を合わせ、満面の笑えみで応こたえるアンジュ。その美しさに僕だけでなく、道を行く人たちも思わず足を止めていた。

「きっと基もとがいいから、何を着ても似合うんだね」

「そんな……デュート様のおかげです」

　上うわ目め遣づかいで、僕を見るアンジュ。

　白いローブにサンダルなんていう格好だから目立つのかと思ったけど、普ふ通つうの服で、ここまで注目を集めるとは思わなかった。

　でも、取り敢あえず、これで少しは足場の悪い場所にも行けるだろう。

「じゃ、じゃあ、宿を取ろうか」

「はいっ！」

　アンジュは元気な返事をくれた。

　大通りは直線になっていて、その先にはレイニィルーイン城の門がある。

　この町の印象を一言で表せば、長閑のどかだった。

　時間に追われ、険しい顔をして早足で移動する首都カルガリの人たちとは違い、どこかのんびりと歩く人々の姿が、とても印象的だ。

　すれ違う人とは必ず言葉を交わし、どこか笑顔にも似た、朗ほがらかな表情を皆みなが浮うかべている。平和な町。それが、僕が感じたザレンスの印象だった。

　──ところが。

「デュート様！」

　急に、人ひと混ごみの中で、アンジュが耳打ちした。

「お腰の物が、盗ぬすまれています！」

「うん、たった今やられたみたいだね。犯人は十歳くらいの男の子で、茶色の髪だったな。ボロボロのシャツとズボン、それに裸足はだしで、そこの十字路を右に曲がったよ」

「あ……そ、そこまで!?」

　アンジュが、感かん嘆たんの声を漏もらす。

「少しだけ寄り道をして良いい？　しかも、早足になるけど」

「当然です。悪事を働く輩やからを、放ほうっておく訳には参りません！」

　僕がそう言うと、アンジュは唇くちびるをきゅっと嚙んで頷うなずいた。

「じゃ、追いかけよっかね」

「はい！」

　僕とアンジュは、人混みを避さけながら、気配を感じる所へと足を進めた。

「何だろう、妙みような感じだよ。ここに居ながらにして、捜さがし人の場所が分かるって」

「それは探知能力ですか!?　どうして、契けい約やくもまだしていないのに……」

「はは、アンジュの力が僕にも影えい響きようを与あたえてるのかな？」

　僕は何となく、バックパックから熱を感じていた。この力は、イデアルボード（便宜的にそう呼ぶ）の力なのだろうか？

　そうしているうちに、僕は路地裏の行き止まりで目標の少年と接せつ触しよくした。

「やっと追いついた。中々の逃にげ足だなあ」

「なっ!?」

　少年は目を見開き、驚おどろきを隠かくせない様子だった。

「どうして、ここが!?」

「君には残念だけど、僕はこれでもアークレイ世界遺産保護機構、組織の人間だからね。腰の物を盗とられて、そのままでいる訳にはいかないんだよ」

　面めん倒どうくさそうに頭を搔かきながらいうと、少年はその手に小さなナイフを握にぎっていた。

「何があっても、これは返さないぞ。たとえ戦って負けたとしても……絶対にな！」

　少年の瞳ひとみは、獣けもののようにギラついている。そんな少年の前に、アンジュが堪らず前に出た。

「人の物を盗んだあげく、刃は物もので人を脅おどすとは……子供とはいえ、容よう赦しやしません！」

　アンジュがひと睨にらみすると、少年は呼吸するのも忘れるほど、怯おびえてしまった。

「おいおい、やめてくれ。下がるんだ」

　僕が言う。

「そうです。大人しくナイフを置いて下がりなさい！」

「いや、下がるのは少年君じゃなくて、君だよ、アンジュ」

「は……え!?　私ですか!?」

「そう。可か哀わい想そうに、少年君があんなに怯えてるじゃないか」

　僕はそのままアンジュを手で制し、少年に向かって歩いていく。

　我われに返った少年は、息を荒あららげ、ナイフを震ふるえる両手で握り締しめた。

「少年君のその追い詰つめられ方は尋じん常じようじゃない。おおかた、そのお金がとても必要な人がいるんだろう。君とは、別にね」

「!?」

　僕の言葉で場の空気が変わった。

「誰だれだい、その人は。ご両親かな？」

「お、親なんかいねえよ！　でも、妹が腹空すかせてんだ。もう、三日もまともに食ってないから……あ！」

　刹せつ那なの出来事だった。

　僕は彼が語っている間に、あっさりとナイフを取り上げたのだ。

「ぐっ……ずるいぞ！」

　泥どろ棒ぼうに卑ひ怯きようって言われた。

　まるで僕が凄すごい外げ道どうみたいだなあ。

「やれやれ。まあ話を聞いてくれ。僕が君を追いかけてきた用事は二つ。一つは君に質問したかったんだ。少年君は、好きで盗とう賊ぞくをしているのかい？」

　僕の問いに、少年は視線を地面に落として言った。

「好んで、こんな真ま似ねをするもんか！」

「そうか、よかった。世の中には好きで盗賊をやってる連中もいるからね」

「そんな連中と一いつ緒しよにすんな！」

「やってる事は一緒だよ？」

「う……ぐ……」

「じゃあ手早く用事を済ませよう。中身は全すべてあげるから、袋ふくろを返してくれないかな？」

「はあああ!?」

　呆あつ気けにとられる少年と、アンジュ。

「僕の腰に合う小袋ってさ、中々無いんだよ。また探すのも面倒だし、その袋には何の価値もない。いいでしょ？」

「…………」

　口を開けて、どうすれば良いのか戸と惑まどった様子の少年。アンジュは少し離はなれて、僕と少年のやりとりを眺ながめていた。

「本当に袋だけで、いいのか？」

「構わない」

「じゃあ」

　少年は僕の袋から中身の銅貨数枚を取り出し、袋を僕に放った。足あし下もとに落ちた袋を拾い、土つち埃ぼこりを払はらって、また腰につけた。

「やれやれ。これで用事は済んだ訳だけど、君に少しだけ、忠告しておく」

　僕は深緑色の上着と茶色のマントを少年に見せる。

「この格好をしている者からの盗みは最も難しい。余よ程ほど、腕うでを磨みがかない限り、手を出さない方がいい。よく、憶おぼえておくんだ。それと──」

　僕は力を込めて、手にしたナイフをレンガの壁かべに突つき立てた。

「追い詰められても、こんな小さな牙きばなら剝むかない方がマシだ。そうするくらいなら、素す直なおに殴なぐられる方が、まだ利口だよ」

「な、なんだとぉ……!?」

「命を落とすよりはいいっしょ。それに、君の身にもしもの事があったら、妹さんはどうやって生きていくんだい？」

「う、ぐ」

　少年は僕が突き立てたナイフを抜ぬこうとしたが、どう頑がん張ばっても抜けなかった。

「君に言うべき事はそれだけだよ。じゃあね」

　僕はアンジュの肩かたに手を置き、その場を離れて大通りに出た。

　時刻はまだ昼前だ。

　人通りも多いし、馬の嘶いななきや、鉄を打つ音、織機が奏かなでる調べや、怒ど鳴なり声が入り交じり、雑ざつ踏とうを形成していた。

「さてと、岩湯亭はどこかな？」

「あ、あのっ！」

　歩きながら、アンジュが僕を呼び止めた。

「うん？」

「先程の件、納なつ得とくがいきません！」

「さっきのって、少年君？」

「そうです！」

「何がどう、納得いかないのかな？」

「あの少年はデュート様の、他人の持ち物を盗みました。それは、罪ではないのですか!?」

「罪じゃないよ」

「ええっ!?　そんなにさらっと!?」

「もっと言えば、罪は盗まれた僕にある」

「はいいい？」

　アンジュが頭を抱かかえる。

　可愛かわいいなあ。

　おっと、そうじゃなくて。

「この世界は奇き麗れい事ごとだけじゃ生きていけない、絶対的な現実がある。でも、僕ら人間は、どうにか生きていかなきゃならない」

「でも、盗られる方が悪いとしても、盗った相手を捕つかまえたなら、盗らずに真っ当に生きる道を諭さとし、改心させるべきではないでしょうか？」

「それって、具体的にどんな道？」

「うっ！　そ、それは、人それぞれですし……」

「見たところ、さっきの少年は十歳くらいで保護者はなく、逆に保護しなくてはならない妹がいる。しかし土と地ち勘かんがあり、健康な身体からだもある。彼が盗賊という道を選んだんじゃない。状じよう況きようが、彼を盗賊にしたんだよ」

「しかし、窃せつ盗とうは、やはり良くない事です。罪は罪、罰ばつせられて然しかるべきです！」

「やらなければ自分だけでなく、大事な人が飢うえ死にするとしても？」

「う、くうう……」

「確かに、今の彼はただの盗賊だ。でも、僕は彼が、そんなところで終わる人間じゃないと見た」

「え？」

「状況は変わるものだから。今は他ほかに手段がないから盗賊をしているけど、好きでやっている訳じゃないって言ってたから、数年後はきっと違ちがう状況になってると信じたい。彼ならきっと、ちゃんと力と知識を得て、職に就つき、給金を貰もらい、真っ当な生活が出来るようになれるさ」

「そういう、事ですか」

　アンジュが腑ふに落ちた、といった表情を浮うかべた。

「残念ながら、僕には彼らを養う財も力もない。だからせめて、まずは今日を全力で生きる為ために、真っ当な盗賊になればいいと思うんだ。その為の、ささやかな餞せん別べつなんだよ、あのお金はね」

「一つ、伺うかがって宜よろしいですか？」

「うん？」

「その腰こしの袋の事をお訊ききした時、そうするか否いなかは、その人次し第だい、と仰おつしやってましたよね？」

「あ、うん。そう聞いてるよ。だって、これは義務でも命令でもないからね」

「よくわかりました。ありがとうございます」

「？……いや、別に、いいけど」

「私が考える正義とは少し違うようですし、それを改めるつもりもありません。ですが、デュート様の考える正義にも、感かん銘めいを受けたのは確かです」

「あ、ああ？」

　何だかなあ。

　そんな大層な事、言ったかな？

「さあ、お風ふ呂ろに行きましょう！」

「いや宿屋でしょ!?」

　アンジュは晴れ晴れした表情で急に僕の腕を取り、大通りを歩き出した。




　城に向かって歩いていると、やがて左手に、ニスが塗ぬられた木の板に「岩湯亭」と書かれた看板を見つけた。

「ああ、ここだね」

　衛兵も雑貨屋のおかみさんも、宿なら岩湯亭だと言っていた。町の人が一押しするんだから、間違いはないだろう。

　早速、ドアを開けて中に入った。

「らっしゃーい」

　かなり、雑な声が飛んで来た。

　入り口横のカウンターに目を向けると、二十代くらいのお姉さんが、頰ほお杖づえをついていた。

「なーにー？　また冷やかし？　こっちも暇ひまだから、話ならしてあげてもいーわよー」

　す、凄い負のオーラだ。宿屋なのに、客が来るとは微み塵じんも思ってないらしい。

「で、あんたらどこの人？　見かけない顔だけど？」

　黒くろ髪かみに黒い瞳ひとみに加えて青白い肌はだが、不気味さすら感じさせる。

　笑えば、それなりに美人だと思うけど。

「僕はデュート。首都カルガリから来たアークレイ世界遺産保護機構の調査員です。今回は、この町と、レイニィルーイン城の視察に来ました」

「な、ん、で、す、と？」

　お姉さんの態度が、豹ひよう変へんしていく。

「とと、という事は、まさか、お客様!?」

「うん。二、三日泊とまりたいから、宜しくお願いしたいんだけど──」

　僕がそう言うと、お姉さんは頰杖をついていた手で自分の頰をぱしぱしと叩たたき、しゃんと背筋を伸のばし、ぱたぱたとこちらにやって来て、華はなやかな笑え顔がおで言った。

「ようこそ、岩湯亭へ。ご休きゆう憩けいですか？　ご宿しゆく泊はくですか？」

「お、おおっ!?」

　何やら雰ふん囲い気きが、がらりと変わった！

「えっと、二、三日、宿泊したいって、言ったんだけどな」

「まあ、これは失礼しました。何せ、ここ数ヶ月、お客さんらしいお客さんが来なくて、つい、だらけておりました」

「素直だね!?」

「はい、正直がモットーです」

　素直と正直は違う！

「その様子だと、部屋は空いてそうだね」

「はいっ、それはもう、悲しくなるくらいに」

　切実な表現だ。

「まあ、それはさっきの君を見ていればわかるよ」

「バレましたかー！」

　正直なのは、いい事だ。

　今はそう捉とらえる事にしよう。

「あんなに綺き麗れいなお城があるのに、お客さんが全く来ないんですか？」

　アンジュが小首を傾かしげながら、愛くるしく尋たずねる。

「ええ、そうですねえ。中に入れた頃ころは、そうでもなかったんですが……」

　その意味深な言葉に、顔を見合わせる僕とアンジュ。

「今は、中に入れないと？」

　僕が訊く。

「入るには入れますけど……」

「けど？」

　宿屋のお姉さんは、そこで一つ、溜ため息いきを交えて口を開いた。




「猛もう烈れつに、寒いんですよ」




　一いつ瞬しゆん、お姉さんが何を言っているのかわからなかった。

「あの、今、真夏じゃないけど、そこまで寒くはないですよ？」

　アンジュが申し訳なさそうに訊く。

「あー、みんなそう言うんですよ、知らない方々は。でもね、本当の事なんだから仕方ないじゃないですか。城内は今、真夏ですら殆どの部分が氷づけになってるんですよ」

「氷!?」

　アンジュは顎あごに指を当て、その言葉を反はん芻すうした。

　そうか、あの雑貨屋のおかみさんが言っていたのは、そういう事か。

　確かに今の季節は初夏だけど、氷の中に入るなら話は別だ。水の凝ぎよう固こ点てんが何度かなんて、今時子供でも知っている。

　冬用の防寒着は、絶対必ひつ須すだろう。

「とにかく、僕らはレイニィルーイン城に行く為にここまで来たんで、今いま更さら、行かないなんて選せん択たく肢しはないんです。三日分、部屋を取りたい。いくらになりますか？」

「それはそれは、ありがとうございます。三食付きなら一日三〇○○エル、食事なしなら一日二〇○○エルです。二部屋分ならその倍ですわ♪」

「うっ……」

　おおう、中々のお値段。

　ここまで色々買い物をしてしまったから、組織から預かった路銀、ギリギリだ。

「じゃあ、食事なしの三日分を二部屋──」

「一部屋でっ」

　僕の言葉を、力強く遮さえぎるアンジュ。

「ちょっ、一部屋って、相部屋って事!?」

「はいっ！」

　本気っすか、アンジュさん……。

「仲が良いいのはいい事です。じゃあ一部屋食事抜ぬきで三日分、六〇○○エル、前金でお願いします」

　ほ、本当に、こんな事が許されるのか？

　お年とし頃ごろの男女が、同じ部屋に泊まるなんて……。

　そんな僕の逡しゆん巡じゆんをよそに、宿泊の手続きは粛しゆく々しゆくと進められる。

　僕は六○○○エル、つまり五〇〇〇エル銀貨一枚と、一〇〇〇エル銅貨一枚を支し払はらい、二階の一室に案内された。

「宿泊中の出入りと入浴は自由です。混浴になっておりますので……うふふ、どうぞ、色んな意味で、何度でも、何回でも、ごゆっくりお過ごし下さい」

「色んな意味で、何度でも!?」

　口元に手を添そえ、薄うすい瞳で笑う宿屋のお姉さんと、何故なぜか興奮しているアンジュ。

　意味深な上に、怪あやしげだ。

「ももも、もう一度確かく認にんしますけどっ、き、今日お客さんは、私たちだけしか、いないんですよね!?」

　何故か鼻息が荒あらいアンジュ。

　どうした!?

「今日も、で、ございますよ、お客様。もし他にお客様がいらっしゃれば、入浴の順番をお伝えしますわ。落とすも襲おそうも口説くもそれ以上から行き着く先まで、ご自由ですわようふふふふ」

「それはそれはご丁てい寧ねいに、どうもですよほほほほほ」

　何か、怖こわいこの二人！

「こちらがこの部屋の鍵かぎになります。それではどうぞ、力ちから一いつ杯ぱい、尽つき果てるまで、ご休憩をお楽しみ下さいね」

　意味がわからない……。

　そんな胡う散さんらしい瞳を浮かべたお姉さんは、鍵を僕に渡わたし、静かに部屋の扉とびらを閉めた。

　何はともあれ、やっと屋根とベッドがある場所に落ち着けた。

　このベッドというものは、ひとたび人を横にしたら、あっという間に眠ねむりへと誘いざなう恐おそろしい魔ま物ものだ。

　僕はその誘ゆう惑わくに負けそうになりながらも頭かぶりを振ふり、ポケットから懐かい中ちゆう時計を出し、時間を確認する。
















　午後一時だった。

「まだこんな時間か。なら、レイニィルーイン城に行きたいんだけど、いいかな？」

「はい。いつでも、どこへでも、お供いたします！」

　にっこりと微ほほ笑えむアンジュ。

　このアンジュの笑顔にだいぶやられてきたような気がする。何でも許せてしまうというか、吸い込まれてしまうというか……とにかく、ペースをアンジュに握にぎられてしまうのだ。

「じゃ、荷物を見み繕つくろってから行こうか」

「はいっ！」

　僕は旅用の巨きよ大だいなバックパックを置き、小さな鞄かばんに最低限の準備だけをして、肩かたからかけた。

　念の為ため、防寒着も用意した。

　アンジュは特に何も持たず、干し肉が入った袋ふくろだけ持っていた。防寒着を買う時、何度言っても自分には必要無いと固辞し続けたので、結局買いそびれたのだ。

　そして僕の手には、あのイデアルボードが握られている。

　何故、このボードがレイニィルーイン城を示したのか。僕はそこに、重大な意味を感じた。

　あの城には、きっと僕の運命を大きく変える、何かがある。そんな気がしてならなかった。僕はアンジュと共に大通りを早足で歩き、そこからでも目にする事が出来る白い城を目指して歩き出した。

　見上げれば手が届きそうな位置に、レイニィルーイン城が鎮ちん座ざしている。見ようによっては巨大な館やかたにも映るその白い城は、周辺の山々にも劣おとらない威い厳げんを放っていた。

　城の背後と左右は断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきになっており、そちら側からの侵しん入にゆうは困難だろう。

　更さらに城には見張り用の尖せん塔とうが数本立ち、周囲を満まん遍べんなく見渡せるようになっている。まるで美女を必死に口説こうとしている紳しん士したちのように城を囲んでいた。

　成る程ほど、確かにこれは、攻こう略りやくする側にとっては悪夢のような城だ。

　可か憐れんに佇たたずむ白き美女は三方を屈くつ強きような騎き士しに守られ、唯ゆい一いつの侵入口には、彼女を守る軍の兵舎、即すなわちザレンスの町があるのだ。

　ほどなくして僕らは、装そう飾しよくが施ほどこされた石造りのアーチを潜くぐり、長い階段を上っていった。この階段は城に到とう達たつするまでの山道を、ジグザグに登っていくようになっている。そして、城に近づくにつれて、その階段の折り返し地点が近くなっていった。

「デュート様、どうしてこの階段は、こんな作りになっているのでしょう？」

　アンジュが辟へき易えきとした感じで呟つぶやいた。

「ここザレンスの町に至るまでの道もそうだったけど、この地は徹てつ底ていして大軍が一いつ斉せいに通れないよう工夫されている。しかもこの階段に至っては、最初は横に長く進ませている。蛇へびがうねりながら進むみたいになってるね。そして上に進むに従って、折り返しが近くなっている」

「戦いくさの折には、おそらく兵士は重い甲かつ冑ちゆうを身につけ、剣けんや盾たてを持って攻せめて来るのでしょうから、この階段は堪たまらなかったでしょうね」

「うん。上に到達する頃には、敵兵はもうくたくただろう。そうやって敵兵を疲ひ労ろうさせ、集約させ、そこを叩たたく。この城が難なん攻こう不ふ落らくなのは、こういう工夫によるものなんだね」

「しかし、戦がなくなったという今となっては、これは──」

「ただの観光客泣かせの階段でしかないね。でも、当時に思いを馳はせるには、こういうものこそ残しておくべきだと思うよ」

「そうですね。そうでなければ、わざわざこの城を見に来た人たちも、がっかりするでしょうし」

「！……わかってるね」

「でも、出来ればぴゅーっ、と、上まで行ってしまいたい気持ちはあります」

　唇くちびるを尖とがらせて、真しん剣けんな表情で言うアンジュ。

「ははっ、素す直なおだね」

　そんな会話を交かわしつつ、階段を上りきる僕らは、やっと城のエントランスに辿たどり着いた。

　西カルロンクロス地区のアークレイ世界遺産、レイニィルーイン城。かつて一兵たりとも敵の侵入を許さなかったこの白はく亜あの城じよう塞さい。

　それを映し出したイデアルボード。

　ここに、何があるのだろうか。

　僕は胸の高鳴りを感じつつ、アンジュと共に城の中へと足を運んだ。

　レイニィルーイン城の中は、豪ごう華か絢けん爛らんの一言だった。

　アーチ状の梁はりが特とく徴ちよう的な控ひかえの間や、高度な建築技術の粋すいを集約しているかのような、大広間。

　漆しつ喰くいで美び麗れいに塗ぬられた壁かべには、各地の伝説が絵物語のようにして描えがかれ、訪おとずれた者の目を楽しませてくれる。　天てん井じようには幾いくつもの高さのシャンデリアが、当時と同じように煌きらびやかに輝かがやいていた。

「凄すごい……」

　アンジュが呟く。

「ですが、まさか、本当に──」

「うん」

　それ以上、僕らは言葉を発せられなかった。

　これまで見た物全すべてが、本当に透すき通った氷の中にあったのだ。

　その冷気は頰ほおを刺さすように痛み、吐はく息は白く、まるで真冬の海風に当てられているかのようだった。

　初夏なのに、だ。

「雑貨屋のおかみさんや、宿屋のお姉さんが言っていた事を疑ってた訳じゃないけど、自分の目で見て、肌はだで体感してみると、本当なんだって実感するね」

　僕は鞄から防寒着を取り出し、袖そでを通した。城の中と外の温度差は、数十度あるだろう。

「この城は、元々はカルロンクロス王国の名将スノーハート将軍が、北西のジェノヴァール王国に対する備えとして築城したんだ。

　その後、スノーハート将軍が無実の罪によって失しつ脚きやくさせられると、代わりにこの地を治めたハルド侯こう爵しやくが自身の権力を示す為に大改修を行って、今に至ってる。ここに来る前に作られた石段はスノーハート時代に作られたもので、城内の装飾はハルド時代のものなんだよ」

　柱一本に至るまで精せい巧こうな彫ちよう刻こくが施された城内に目を向けながら、半ば無意識に解説していた。

「きっと、これだけのものを作り上げるのに、多くの人が命を落としたんでしょうね」

　アンジュが、少し悲しげに言う。

「その通りだよ。ハルド侯爵はこの城の大改修に、中央から連れてきた兵とザレンスの町の民たみを総動員した。そのせいで大きく戦力を下げてしまい、後に北西から攻めてきたジェノヴァール軍を迎むかえ撃うとうとして出しゆつ陣じんして大敗し、命をも落としているからね」

「えっ!?　でも、この城は、今まで一度も落とされた事がないって……」

「うん。勢いに乗ってこの城を狙ねらったジェノヴァール軍は、一万の大軍で押し寄せてきたけど、たった数百で守るこのレイニィルーイン城を落とせなかった」

「そんな事が、あるんですか!?」

「何故ならザレンスの町に、戦いの天才が流れ着いてたんだ」

「あ、まさか!?」

　アンジュに向かって、強く頷うなずいた。

「奇くしくもザレンスの町が、失脚させられたスノーハート将軍の故郷だったんだよ」

　僕らは城の中を進み、領主の間にやってきた。この時の戦いは伝説となっており、新たに壁へき画がにも描えがき上げられている。

　それが、この部屋なのだ。

「その後は、どうなったんですか？」

　アンジュが訊きいてきた。

「スノーハートはこの地を守り切った功績で将軍に復職し、再びこの地を王から賜たまわった。以後、スノーハート将軍が健在のうちは、ジェノヴァールがここに侵しん略りやくする事はなかったらしいよ」

「でも、この豪華な城はハルド侯爵が作ったものなんですよね？　どうして、スノーハート将軍はハルド侯爵が手を入れた箇か所しよを壊こわさなかったんでしょうか？」

　アンジュは鋭するどくて、とても良いい質問をしてくれる。こちらとしても説明のしがいがあって、凄く楽しい。

「その疑問に対しての答えは二つ考えられてる。一つは幸いにもハルド侯爵が手を施した部分が、城の守りには影えい響きようがないところばかりだったという事。

　もう一つは命を落としてまで、この城を飾かざり立ててくれた人たちの苦労を、水の泡あわにしたくなかったという説だ」

「そういう事ですか……スノーハート将軍という方は、本当に人格者でいらっしゃったのですね」

「この城が今も大事にされているのは、スノーハート将軍の人ひと柄がらと才能を、ザレンスの人々が今も慕したっているからだろうね。そうでなければ、とっくに壊されていただろうから」

「なるほど……納なつ得とくしました」

　アンジュはそこで言葉を止めて目を閉じ、すうっ、と息を大きく吸い込んだ。僕も同じように少しだけ頭を下げ、レイニィルーイン城領主の間の空気を思い切り肺に入れた。

　今は戦争が無くなったけれど、それは多くの先人たちの犠ぎ牲せいの上に成り立っている。

　崇すう拝はい、信しん仰こうまでする必要はないけれど、ただ、こうして当時の人々に対して畏い敬けいの念を表すくらいはしておきたかった。

「さあアンジュ、僕らにとってはここからが本番だ。この城の中に、何があるのかを調べてみよう」

「あ、それについて一つ、思い当たる事があります」

「え？」

　アンジュが石のように固まっている氷に手を当てると、その部分が白い蒸気となって舞まい上がり、溶とけていった。

「そ、それは!?」

「天使が持つ力の一つです」

「氷を、溶かす事が？」

「いえ」

　アンジュは僕の正面に立ち、左の掌てのひらを上に向ける。すると、その上にゆらめく炎ほのおが立ちのぼった！

「うわっ!?」

　僕は驚おどろいて、思わず尻しり餅もちをついた。

「な、なに？　それ？」

「天使、悪あく魔ま、人間。それぞれに大きな力が与あたえられています。天使に与えられたのは具体的に、力と炎です」

「力と、炎……」

　アンジュが開いた掌をぎゅっ、と握にぎると、ぼんやりと浮うかんでいた炎が消え去った。

「僕ら人間には、そんな凄い力はないけどなあ」

「そんな事はありません。人間にも凄く強い力が宿っております。だからこそ、この世界を制する事が出来たのですから」

　ううむ、アンジュの言っている事が、いまいち理解できない。

「しかし今は、こちらの方が重要です」

　アンジュは城内の氷を見み渡わたし、言った。

「私の目的はこの時代、まだ氷の洞どう窟くつに封ふう印いんされているはずの悪魔を捜さがし出し、抹まつ殺さつする事です」

「抹殺!?」

　突とつ然ぜんの物ぶつ騒そうな言葉に、愕がく然ぜんとする。

　さっきから、驚いてばかりだ。

「ああ、言い方がまずかったですね。えっと、滅めつ殺さつとか、消滅とか……」

「いや、変わらないから！」

　本当に、天使と名乗っている割には剣けん吞のんな。

「デュート様と接せつ吻ぷんの契けい約やくを交わすつもりでしたが、ここに来て、その必要はなさそうだと気づきました」

「え？」

　あれだけ積極的に迫せまってきていたアンジュからは、想像出来ない豹ひよう変へんぶりだった。

「あ、でも、デュート様みたいな方が好きっていうのは、変わりません。導き手としては、とても恵めぐまれておりました。ありがとうございます」

　ぺこん、と頭を下げるアンジュ。

　何だ、これ。

　まるでお別れみたいじゃないか。

　冷たい床ゆかに座りっぱなしもきついので、僕は立ち上がってアンジュに訊いた。

「君は、何者なんだ？　これからどうするつもり？」

　暫しばしの沈ちん黙もくが、冷気と相あい俟まって空気を重くする。

　そんな中、アンジュが重々しく言った。




「私は聖エンディオル天使軍大たい尉い、アンジュリアと申します。永きに亘わたる魔王軍との戦いに終しゆう止し符ふを打つ為ため、天界よりこの地に遣つかわされました」




「は？　ちょっと待ってくれ。どこで、魔王軍と戦ってたって？」

「それはここ元界、アークレイです」

「バカな。アークレイで天使と悪魔の戦いが起きたのは、紀元前の話だよ？」

　頭がごちゃごちゃで、何が何だかわからなくなってきた。

「混乱なされるのも、無理はありません。私がいた世界は、アークレイ暦れきで表せば、二一六三年になります。つまり──」

「せ、１０００年後!?」

「はい」

　眉み間けんに皺しわを寄せ、固く瞳ひとみを閉じるアンジュは、そう短く答え、拳こぶしを握り締しめた。

「……と、いう事はその時代、アークレイに悪魔がいたんだね？」

「!?」

　僕の察しの良さに、今度はアンジュが目を丸くしていた。

　ま、読める流れだけどね。

「順を追って説明します。まずは、イデアルボードをお借りできますか？」

「あ、うん」

　アンジュは手にしたイデアルボードを操作し、レイニィルーイン城の立体動画を出すアイコンをタッチした。

　するとそこに現れたのは、レイニィルーイン城ではなく、全く違ちがう光景だった。

　薄うす暗ぐらい、洞窟だ。

　縦長で、円えん筒とう形にくり抜ぬかれた造りになっており、全すべての壁へき面めんが凍こおっていた。

「やはり、立体動画が変わっています」

「どういう事？」

「このイデアルボードでは、動画を何重かに仕込む事が出来るようです。ある条件を満たすと、次の映像が映し出されるんですよ」

「凄すごいなあ」

　僕が感かん嘆たんの声を上げていた時だった。

「あ！」

　アンジュが叫さけぶ。

「デュート様、この洞窟の一番下を見て下さいっ！」

「ん？　こ、これは!?」

　透とう明めい度どの高い氷の壁かべの中に、何かが埋うまっているようだ。

「アンジュ、この立体動画って拡大できない？」

「やってみます！」

　本当に、この板は何なんだろうか。

　動く絵を宙に出してみたり、太陽の光をエネルギーにしたり、その場所に移動したら動画が変わるだなんて。これは、大昔に作られたマジックアイテムなのだろうか。そう思ったけど、僕は頭かぶりを振ふってその考えを追おい払はらった。

　大だい冒ぼう険けん時代には、確かにマナという力を、魔ま法ほう陣じんという術式で様々な力に変へん換かんし、使用していた魔法というものが存在したらしい。

　それを裏付けるように、高名な魔法使いが作り出したというマジックアイテムが、幾いくつか発はつ掘くつされている。

　けれど今は、その魔法の素もととなるマナが枯こ渇かつしたので、魔法はおろかマジックアイテムもただの宝ほう飾しよく品ひんになってしまっている。

　理り屈くつはわからないけれど、マナは際限なく溢あふれる資源じゃなかったって事だ。それを大冒険時代の魔法使いが後先考えずに使い果たしてしまった、という文ぶん献けんを読んだ事がある。

　その文献は、マナの事を金山に喩たとえていた。なるほど、確かにこれは当を得ていると思った。永遠に金を産出する金山なんて存在しない。マナも同じだった。

　となると、このイデアルボードがマジックアイテムであるという線は外れる。

　魔法を超こえた、何かなのだろうか？

「デュート様、ご覧下さい」

　そのアンジュの声で我われに返り、アンジュの横に顔を近づけ、イデアルボードが映し出した映像を覗のぞき込んだ。

「…………」

　思わず目を見開き、その映像に釘くぎ付づけになった。

「本当に、こんな……噓うそ、でしょ？」

　全てが凍りついている、寂さびしげな洞窟の最深部に、それは佇たたずむように存在していた。

　漆しつ黒こくの髪かみと、獣けものの角、そして尻尾しつぽを持つ、少女の姿が。

「黒い氷の中に……しかも、人間じゃない」

　その時、アンジュは大きく頷うなずいた。

「彼女の名はイヴリス。強力に封印され、この世界に唯ゆい一いつ残された【大悪魔】です」

「何、だっ、て!?」

　俄にわかに信じがたい言葉だった。

「だって大悪魔って、紀元前に天使によって、この世界から追われたはずじゃ？」

　それはもう歴史というより、神話の領域だ。世界は天使と悪魔、そして人間と様々な種族が暮らしていたといわれていた時代。悪魔と天使の壮そう絶ぜつな戦いが起き、負けた悪魔はこの世界から追い出され、地界に封印されたはずだ。

「そうです。この時代から計算すると、約１０００年前の話ですね。ところが一人だけ、この世界に残された悪魔がいたんです」

「それが、この子？」

「私が暮らしていた世界では〝始まりの悪魔〟と呼ばれていました」

　険しい顔をして、アンジュがそう漏もらした。どうして、彼女はこの悪魔の事を、そんなに詳くわしく知っているんだ？

　謎なぞに謎が重なり、もはや、レイニィルーイン城をのんびり見学する気分ではなくなっていた。

「この子は、この城の何処どこかにいます。デュート様はここにいて下さい。後は全て、私にお任せを」

「は!?」

　突然の提案に、頭が働かなかった。

　僕は背を向けるアンジュに、とにかく声をかけた。

「それは、ここから先は君一人で行く、と言っているのか？」

「はい」

「どうして？　ここまで案内したから、もう用済みって事？」

「違います！　デュ、デュート様は良いいお方です。契約もせずにこの先に行けば、デュート様をお守りするのは不可能です」

「ふーん。契約すると、僕の身体からだに何か異変が起きるの？」

「傷が治りやすくなるというのは聞いた事がありますが、少なくとも天使や悪魔からの攻こう撃げき耐たい性せいがぐっと高くなります。それに、悪魔を倒たおした後の事もありますし」

「僕と契約をしないまま、その始まりの悪魔を倒した後は、君はどうなる？」

「天界に強制的に戻もどされ、処しよ刑けいされます」

「はあ!?　どうして!?」

「天界で私が所属していた勢力がこの時代に存在しないからです。しかも私は、大悪魔イヴリスに接せつ触しよくします。これらは天界では〝汚けがれ〟とされ、すぐに捕つかまり、収しゆう監かんされるでしょう。更さらに三日間、浄じよう化かという名の凌りよう辱じよくをされた後に、首を落とされて処刑されます」

「君は、それを承知でここへ？」

「はい」

「どうして、そこまで？」

「正義と秩ちつ序じよを、守る為です」

「意味が分からない！」

　僕はすたすたと凍っている床を歩いてアンジュの肩かたを摑つかみ、僕の方に無理やり顔を向けさせた。

「デュート、様？」

「決めたよ僕は。この先も、君一人では行かせない」




　硬こう直ちよくするアンジュの隙すきを突つき、そのまま彼女の柔やわらかな唇くちびるに、僕の唇を重ねた。




　その瞬しゆん間かん、ビリリッ、と身体を脳天から足先まで何かが突き抜けていった。

「────…………」

　アンジュは初めは軽く抵てい抗こうしたが、やがて諦あきらめたのか、脱だつ力りよくして僕を抱だき締めてくれた。

　そして、くっついていた唇を離はなす。

　ぷるん、と、アンジュの赤い小さな果実が揺ゆれた。

　蕩とろけるような時間を終えて目を開くと、今までの僕には見えなかった、真のアンジュの姿を捉とらえられるようになっていた。

　背中には金色にゆらめく、四つの翼つばさ。

　そして頭上に淡あわく光る、白い輪。

　アンジュはまさしく、天使そのものだった。

「デュート様、あなたは何て事、を……」

「え？　だって、あんなに契けい約やくしたがってたじゃないか」

「そ、それはっ！　始まりの悪魔イヴリスを捜さがし当てるまでこの世界に留とどまらなければならなかったからで、目の前にイヴリスがいるならその必要は──」

「嫌いやだった？」

「うー、嫌じゃなかったですっ！　だから困ってるんですー！」

　涙なみだ目めになるアンジュ。

　そんなアンジュを、僕はきつく抱き締めた。

「僕は、君ともっと旅をしたいと思った。だからここでのお別れは許さない。僕と契約しておけば、天界に強制的に戻されることはないんでしょ？」

「それは、そうなんです、けど……」

　ふにゃ、と、その場にへたり込むアンジュ。僕の膝ひざの裏に手を回してくる。

　アンジュは、全てを受け入れる覚かく悟ごをしてたんだ。だからこそ、その緊きん張ちよう感かんから解放されたのだろう。

「残念だけど、僕は僕が体験した事しか信じない。だから、僕と行こう」

「……はい」

　こうして僕らは予想に反し、城の中の洞どう窟くつに眠ねむる悪魔を探たん索さくする事になった。



















　僕はここレイニィルーイン城に、全く無知の状態で来た訳ではない。アークレイ世界遺産保護機構には、それこそ全ての世界遺産に関する書物が保管されている。

　この城には、いざという時の為ために脱だつ出しゆつできるよう、地下洞窟が存在するという。

　先さき程ほどのイデアルボードの立体動画を見れば、そこが絢けん爛らん豪ごう華かに飾かざり立てられた城内ではない事は容易に想像できる。

　僕らはそこに当たりをつけ、地下洞窟を進んでいった。地下洞窟は城内の荘そう厳ごんな雰ふん囲い気きとは別次元の、原始的な通路になっていた。

　普ふ段だん、ここに人は来ないのだろう。通路に明かりはなく、やや湿しめっぽい空気には、黴かび臭くささもまじっていた。

「滑すべりやすいから気をつけて」

　アンジュにそう声をかけたが、返事はなかった。まるで何か別の事に気をとられているようで、その大きな瞳ひとみを見開き、洞窟の奥に視線を投げていた。

「この先、なの？」

　そう声をかけると、アンジュは、真顔で、小さく頷く。

「デュート様、ここからは私を先に行かせて頂けませんか？」

「うん、いいよ」

「ありがとうございます」

　アンジュはきっと眉まゆを上げ、足場の悪い洞窟の中をすたすたと進んでいく。

　これだけ暗くて視界が悪いのに、アンジュは全すべてが見えているような速度で、どんどん奥まで進んでいく。

　そして不思議な事に、僕も、ほぼ真まっ暗くら闇やみで、明かりが必要な程の暗さなのに、辺りが見えている事に、凄すごい違い和わ感かんを覚えた。

「ひょっとして天使って、夜目が利きく？」

「あ、ええ、はい。そう言えば、説明しておりませんでしたね。デュート様には暗いと思いますが」

「え？　僕も見えてるよ？」

「は？」

「ん？」

　疑問のラリーが続く。

「ああ、そうですね。デュート様は天使と儀ぎ式しきを行った事で、ただの人間ではなくなりました。夜目が利くのも、そのせいでしょう」

「そうなんだ……これは、意外に便利だなあ」

　夜行性の生物が見ている世界、とでも表現すればいいのだろうか。気を緩ゆるめると真っ暗になってしまうけど、少し意識するだけで、辺りが若じやつ干かん青みがかってはいるものの、はっきりと物を捉える事が出来る。

　まあ、天使と接せつ吻ぷんしたんだし、何かに差し障さわるようなものじゃないから、ここは素す直なおに受け止めておこう。

　アンジュは黙だまったまま、何かを探さぐるように辺りをきょろきょろと見回しながら歩いて行く。

　滑りやすい下りの道だったが、アンジュのブーツはしっかりと地面を捉えている。やっぱり、買い物をしておいて正解だった。

「どう、何か見つけた？」

　僕が訊きく。ところがアンジュは探索に精せい一いつ杯ぱいの様子で、返答はなかった。

　仕方ないので、僕はそんなアンジュの後ろを、ただついて行った。

「！……ここ、ですね」

　突とつ然ぜん、前を行くアンジュが足を止めた。

　そこは広いホールになっており、先に道らしき穴があったが、氷で塞ふさがれている。

　早い話、行き止まりだ。

　あちこちに氷柱つららが下がり、微かな明かりが反射して、幻げん想そう的な光景を生み出している。

　床ゆかは岩と氷によってマーブル状になっている。踏ふむ場所を間ま違ちがえると、滑ってしまいそうだった。

「行き止まりだよ？」

「いえ、ここで正解です」

「え、でもここって……何もないじゃないか」

「この真下から悪あく魔まの力を感じます。イヴリスを封ふう印いんした縦穴洞窟は、絶対にここにあります」

「下!?」

　下って……普ふ通つうに床があるだけだし、その材質は氷と岩だ。

「つまり、この床の下？」

「デュート様、少しお話をしても宜よろしいですか？」

　アンジュが急に、僕に尋たずねる。

　僕はその問いに対し、頷うなずいて答えた。

「私が暮らしていた１０００年後の元界アークレイは、ちょうど今くらいの時代の記録が残されていないのです」

「それはまた、何で？」

「イヴリスの封印はこちらの歴史で一一八二年、何もしなくても解けてしまうのです」

「!?」

「それからイヴリスは、１０００年間溜ため込んだ力を使って悪魔の住む世界、地界グリストフと元界アークレイを繫つなぐトンネルを作りました。当然ながら魔物や悪魔が地界から這はい出し、地上を跋ばつ扈こし始めます。そして天界シャンドルが気づいた時には、元界アークレイの半分は悪魔や魔物の手に落ちていました」

「だから始まりの悪魔が蘇よみがえる前に、何とかしようとアンジュがこの世界に送られた、と」

「そうです。そしてその場にここを目指していたデュート様がいた事も、計算に入っていたのでしょう」

「まさか、そこまで──」

「天使は、そこまでやります」

　だとしたら、アンジュとの出会いから今に至るまで、全て計算された出来事だったんだろうか。

　それは少し、良いい気分はしないなあ。

「さあ、私から唇を強ごう引いんに奪うばったデュート様なら、この天使の力が見えるはずです！」

「事実だけど、人聞きが悪い！」

　アンジュは袖そでを捲まくり、右手の拳こぶしを握にぎりしめる。ふわっ、と僕の頰ほおを、熱気が撫なでた。そして次の瞬間、アンジュの右拳が、一気に白く燃え上がった！

「し、白い炎ほのお!?」

　それは猛もう烈れつな熱風を放ち、辺りの氷を一気に溶とかしていた。

「天使が司つかさどる炎の中でも、大天使しか操ることが出来ない聖なる焰ほのお、白はく炎えんですっ！」

　アンジュはその白く燃える拳を目一杯突つき上げ、それをハンマーのように、地面に打ち下ろす！

　べきり、という鈍にぶい音が、ホールに反はん響きようした！

「な、な!?」

　僕は最初、アンジュの拳が砕くだけた音かと思った。しかし、本当に砕けていたのは……床だった。

　足あし下もとに亀き裂れつが走り、身体からだが浮うく。

　ゴゴゴ、と重低音を奏かなでながら、アンジュが砕いた床は、その下にあった巨きよ大だいな縦の空洞に飲み込まれるように落ちていった。

「うおわああああああああああああ！」

　唐とう突とつに足を掬すくわれ、宙に投げ出された僕は、恐きよう怖ふのあまり目を閉じ、情けなく悲鳴を上げていた。

「デュート様！」

　足から落ちていく僕の身体を、アンジュが下から抱だき留めてくれた。僕は思わず、アンジュの身体を抱きしめていた。

「デュート様、あったかい」

「この状じよう況きようで余よ裕ゆうあるねえ」

　正面から抱き合う形になった僕らは、お互たがいの温ぬくもりをダイレクトに感じ合っている。特に、アンジュの胸は、何とも形容しがたい感かん触しよくだった。

　僕らの下からは、さっきアンジュが叩たたき割った岩氷があちこちに激げき突とつし、なお落ちていく音が響ひびいている。

　ゆっくり瞼まぶたを開くと、そのまま瞬まばたきができなくなるほどの驚おどろきに襲おそわれた。

　僕は四つの翼つばさを広げたアンジュに支えられ、ゆっくり縦穴を降下していた。

　アンジュの翼は、上二枚が大きく、下二枚は上二枚の七割程の大きさで、全てが淡あわく輝かがやいていた。そして、この翼を羽ばたかせている様子はない。空を飛ぶ時の、シンボル的な物なのだろう。

「私、やっぱり魂たましいを共有する人間がいてくれて……それがデュート様で、良かったです」

　ぎゅっ、と、僕を抱きしめる力を強め、アンジュが呟つぶやいた。

「ザレンスの町の中にはいなかった？」

「はい。それにデュート様はあの少年の件で、本当の優やさしさを教えてくれました」

「そんなに大した事、してないよ」

「いえ。少なくとも私は、あの時のデュート様のお考えに、とても感服しました。そして、もうこの方しかいない、と確信しました」

「買いかぶりすぎだよ」

「そんな事、ないですよ」

　下に降りていくに従って、更さらに冷気が強くなっていく。目に入るのは、下方に向かって鋭えい利りに伸のびる、巨人をも貫つらぬけそうな、氷の槍やりばかりだった。

「それにしても、改めて実際に見ると、何て言うか……君は本当に、天使だったんだね」

　全く信じていなかった訳じゃないけど、アンジュの言葉を鵜う吞のみにしていた訳でもなかった。

　でも、あれだけ分厚い岩がん盤ばんをぶち抜ぬいた力や、何よりこの透すける金色の翼とアンジュの頭の上に浮かぶリングを目にしたら、もう疑いようがない。

「君の言う事を信じなくて、ごめん」

「いいんです。寧むしろ、それが普通の反応だと思いますし」

「ありがとう」

　素直に許してくれたアンジュの表情は、これまでと違い、安あん堵どの色が広がっていた。

「となると、やはりこの縦穴の奥底にいたのは、本物の？」

「すぐ、わかります」

「…………」

　それから僕らは言葉を交かわす訳でもなく、ただ互いの温もりを感じながら、深い深い縦穴を下っていった。

　アンジュが崩くずした岩が落下する音は、もう聞こえない。つまり、崩ほう落らくした岩や石たちは、底に到とう達たつしたのだ。

　気温は完全に氷点下、それも、マイナス二ふた桁けた以下だろう。

　大昔の事とはいえ、かつて温泉を出していたというザレンス山の内部なのか。

　とてもじゃないけど、信じられない。

　そしてもう一つ、気になる点があった。この洞どう窟くつの壁かべの氷は、二重になっているのである。

　表面の氷は普通のものだ。白く濁にごった水が凍こおり、この縦穴全すべてを覆おおい尽つくしている。

　ただ、完全に凍とう結けつしている氷は少なく、表面が溶けていて、つやつやと輝いている物が多かった。

　氷柱の先からは幾いくつもの雫しずくが足下の暗くら闇やみに吸い込まれていく。

　そしてその奥に、よくわからない妙みようなものがあった。

　真っ黒なので、石炭のように見えるけれど、その黒い物体も透け、僅わずかな光に反応して輝いていた。

「アンジュ、さっきから気になってたんだけど、氷の中にある黒いのは何？」

　ぎょっ、とするアンジュ。

「まさかデュート様、この〝黒こく氷ひよう〟が、見えるのですか？」

「黒氷、っていうのかい？」

「あ、はい。あれこそは、大悪魔しか発する事の出来ない魔の氷〝黒氷〟です。大天使の白炎と、対ついをなす物です。この世界の炎程度では、表面に汗あせをかかせる事もできないでしょう」

「黒氷かあ」

　アンジュが、僕を見上げる。

　まん丸の瞳ひとみに、僕が映っていた。

「それにしても、驚きました。儀ぎ式しきを済ませたばかりだというのに、もう黒氷をその目で見るに至るとは。やっぱり、私の目に狂くるいはありませんでした」

「それは、珍めずらしい事なのかな？」

「はい、とても。夜中に寝ねていたら近くに女の子が降ってくるくらい、珍しいです」

　それ、昨夜ゆうべ僕の身に起きたよ？

「あ、もうすぐですね」

　アンジュがそう言うので下を見てみると確かに、何故なぜか真横に伸びている氷柱つららの茨いばらの奥に、床のような物が見えてきた。

　僕らはその氷の茨を抜け、漸ようやく地面に降り立った。

　ばしゃん、と音を立てて跳はね上がる水が大きな波は紋もんを作り、小さな雫が作る小さな波紋を吞のみ込み、折り重なって広がっていった。

「ありがとう、アンジュ」

「いえ、こちらこそ」

　少し惜おしい気もするけど、ぴとっとくっついていたアンジュの身体を離はなした。

　辺りは上から落ちてきた岩盤が、氷柱やら岩やらを巻き込んで落下してきたのであろう物体が、散らばって落ちていた。ここが、レイニィルーイン城の隠かくし洞窟、最さい奥おう部ぶだ。

　こんな場所が城に隠されていたなんて……これは、大発見だ。

　この城が築かれたのは戦乱時代だから、ここはそれよりずっと昔から存在していた事になる。

　尤もつとも、あの洞窟の床ゆかをぶち抜くなんて発想は、何も情報がなければ数百年経たっても浮かんでこないだろう。

　あれ？　そういえば……。

「アンジュ、君は何で、あの場所の下にここがあるって事がわかったの？」

　僕がその疑問をぶつけてみると、アンジュは何事もなかったかのように答えた。

「天使と悪あく魔まは、対極の関係にあります。ですから、天使は悪魔を、悪魔は天使を感知する事ができるんです。更に契けい約やくを結んだ人間の位置も、感知出来ます」

「むう、って事は、誰だれも感知できないのは僕だけなのか」

「はい、残念ながら」

　断言されたら、そうなんだろうなあ。

　その時、ふと何気なく壁に目を向けると、氷の壁の中に、黒いオーラが煙けむりのように立ち昇っているのが目に入った。

「ねえアンジュ、これは？」

　僕がそこを指さしてアンジュに伝えると、アンジュは顔色を変えた。

「デュート様、あ、あのオーラも、見えるんですか!?」

「え、あ、うん」

「もうそこまで……デュート様の才には、驚かされっぱなしです」

　いや、本当に、何が何だか今もって分からないんだけどね。

「えーと、という事は、まさかこれが、例の？」

「……はい」

　僕とアンジュは黒い壁の側そばまで歩いていった。近づけば近づくほど、冷気が身体の芯しんを凍り付かせるような、そんな鋭するどさを放っている。

　アンジュは再び右手を開き、その掌てのひらに炎ほのおを纏まとう。上で僕に見せた普ふ通つうの炎じゃない。掌から発していたのは、白炎だった。

「アンジュ、何を!?」

「大天使だけが使う事を許されている、聖なる〝白炎〟は、黒氷を唯ゆい一いつ溶とかす事が出来る物でもあるんです！」

　そのままアンジュは、氷ひよう壁へきに触ふれた。

　ジュウウ、と氷が溶ける音がする。

　第一層である通常の氷などは瞬しゆん時じにして蒸発し、液体になる事すら許されず、昇しよう華かして煙と化した。

　そして、第二層の黒氷に白炎が触れると、バギギギギ、という、獣けものの悲鳴のような響きが、洞窟内を駆かけ巡めぐった。

　これは、氷が溶ける音でも、炎が消え去る声でもない。人じん智ちを超こえた巨大な何かの、ぶつかり合い、張り裂さける鳴き声だった。

　黒い氷に亀き裂れつが入り、細かく砕くだけ、弾はじけていく。

　ばしゃ、ばしゃと、黒氷の欠片かけらが床の水を躍おどらせた。

　やがて現れてきたものに、僕は言葉を失った。

　イデアルボードが映し出した、あの女の子が氷の中に閉じこめられていたのだ。

　黒いショートカットの女の子で、同じく黒いローブに身を包んでいたが、所々が裂け、太ふと股ももは露あらわになっている。

　顔立ちはまだ幼さを残しているが、この子の可愛かわいさもまた、アンジュと同じくこの世のものとは思えないほどだった。

「か、彼女が、大悪魔イヴリス？」

　するとアンジュが、険しい顔で僕に告げた。

「間ま違ちがいありません。始まりの悪魔と呼ばれている大悪魔です」

　まあ、アンジュみたいな天使がいるんだから、悪魔だっていてもおかしくはない。

「この子は、死んでいるの？」

「いえ、封ふう印いんされているだけです。ここの床に、魔ま法ほう陣じんが描えがかれています」

「え？」

　そう言われて床に目を凝こらすと、薄うつすらと円形の陣が描かれているのに気がついた。

「悪魔への対応策は、二つあります。白炎や魔法の炎で焼き尽くす事、そしてもう一つは──」

「氷で封じ込める事、だね？」

　アンジュは、大きく頷うなずいた。

「上級の悪魔までなら、きっと人間でも何とか戦えたでしょうが、この子は大悪魔です。人が扱あつかう魔法の炎程度など、そよ風同然です」

「成る程ほど。だから当時の天使は、この子を氷の中に閉じ込めたのか」

「しかもこの魔法陣は、イヴリスが黒氷を発すると同時に氷で覆うように描かれています。氷で氷は砕けない。賢かしこいやり方です」

　アンジュはそう言いながら、背中の四つの翼つばさを広げ、天使の輪を強く輝かがやかせた。

「それでアンジュは、何をする気なんだい？」

　アンジュは振ふり返らず、右手を握にぎり、白炎を燃え上がらせる。そしてその拳こぶしを、未いまだ氷づけの少女に向けた。

　分厚い岩がん盤ばんをも破は壊かいした、あの力を。

「今こそ、使命を果たします！」

「つまり、イヴリスの封印が解ける前に、彼女を殺す？」

「私はこの大悪魔を抹まつ殺さつする為ため、未来から送り込まれた天使ですから。それが第一の使命です」

「ちょっと待った」

　僕は何をどうしていいかわからなかったけど、とにかくアンジュを止めた。

「君は本当に、悪魔を倒たおせるの？」

「身動きが取れない今なら、この白炎で確実に焼き殺せます」

　アンジュの目は、本気だった。

　僕は悲しげな瞳を、氷の中の少女に向けた。

　１０００年以上も前の時代。

　圧あつ倒とう的な力を持ちながら、天使に敗れてこの世から姿を消した悪魔の話は、今や眉まゆ唾つばものの言い伝えでしか聞く事は出来ない。

　その事実が、僕の心を強く揺ゆさぶった。

　何せその時代に悪魔が作った遺い跡せきが、いくつかアークレイ世界遺産に登録されているのだが、何の為に作られたのかを知る術すべが何処どこにも残されていないのだ。

　その唯ゆい一いつ無二の答えが、目の前に提示されている。

　彼女は１０００年前を生きていたのだ。だから僕は咄とつ嗟さに、アンジュに無茶なお願いを口にしていた。

「アンジュ、イヴリスを助けられないかな？」

「なっ!?　ど、どうしてですか!?」

　驚おどろきの声を上げるアンジュ。

「この子はまだ生きてるんだよね？」

「勿もち論ろんです。だからこそ近い将来、アークレイに危機が訪おとずれるんです！」

「もしかしたらこの子は、もう死にたいと思ってるのかもしれない」

「え？」

　僕はアンジュの目をしっかり捉とらえて言った。

「だって、１０００年だよ？　そんなに長い間、動けないのに生かされてるって、こんな酷ひどい事はないじゃないか。可か哀わい想そうだよ」

「それは……そうかも、しれませんが……」

「それに、１０００年前の悪魔って事は、彼女はその当時の事を知っているんだよね」

「それは、まあ、そうでしょう」

「彼女から話を訊きく事はできないかな？　１０００年前、人間と、亜あ種しゆ族、天使たちと、悪魔の間でどんな戦いがあったのか。それは、もう今となっては調べる術がない。完全に失われた時代なんだ。ところがここにいる彼女は謂いわば、生き証人だ」

「でもイヴリスは大悪魔です！　こんな状態になっても１０００年以上、生きながらえているほど強い悪魔なんです。このイヴリスが暴れ出せば、誰にも止める事はできません！」

「そうだよね……やっぱり無理、だよね」

　ぎゅう、と胸が締しめ付けられる。

　悪魔が危険な存在なのは、十分わかってる。それなのに、学術的興味が、どうしても僕の意識を引っ搔かき回していた。

「そんな悲しい顔を、なさらないで下さい」

「ごめん。悪魔の言い伝えは僕も知っている。もし彼女が生きていて、封印が解ける可能性があるなら、放置出来るはずがない」

「う、うう……」

　アンジュの腕うでが、震ふるえていた。

　その燃え上がった拳を少女に叩たたき込めば、全すべて終わる。

　平和を脅おびやかす存在も。

　僕が、いや僕だけじゃない。

　全ての学者が渇かつ望ぼうした古代史研究への答えも、灰となって、消えてしまうのだ。

　しかも、そこまでしてアークレイを救ってくれた恩人アンジュは、いずれ僕が死んだりすれば、天界に強制連行され、殺される。

　イヴリスだって、１０００年間も閉じ込められた挙げ句に、最さい期ごは焼かれて死ぬ。

　そんなの、ありだろうか？

　僕は幾いくら相手が世界を滅ほろぼす大悪魔であったとしても、同情を禁じ得なかった。

　僕がイヴリスに背を向けて俯うつむき、目を固く閉じて拳を握り、己おのれの無力さに打ちひしがれていると、驚きの言葉が耳に入った。

「一つだけ、方法があります」

　アンジュが苦く悶もんの表情を浮うかべたまま、言った。

「え!?」

「今の元界から見れば地界の悪魔は、天界の天使、即すなわち私と同じような存在です。イヴリスの封印を解く直前に魂たましいの儀ぎ式しきを済ませてしまえば、この世界でのイヴリスの主あるじはデュート様という事になります」

「そ、それなら、イヴリスは僕には逆らえなくなる、と？」

「但ただし、デュート様は既すでに私と儀式を行っております。天使と儀式を行った人間が、更さらに悪魔と儀式を行うとどうなるのか……そこは正直、わかりません」

「儀式っていうのは、その、やっぱり、口づけ？」

「はい」

　少し、棘とげのある返事だった。

「ここはかなり冷えていますので、私はともかく、デュート様のお身体からだの事を考えると、あまり時間はありません。どうなさいますか？」

　確かに、アンジュの言う通りだ。

　僕らは氷の中にいるようなものだけど、それほど厚着してきた訳じゃない。簡単な防寒着を着ているに過ぎない。

　それに、この場所は明らかに気温がマイナス数十度はあるだろう。失われた時を知る少女に興奮状態だったせいで気づかなかったけど、僕の身体は小刻みに震え、歯がかちかちと鳴っていた。

「僕はやっぱり……イヴリスを、助けたい」

「わかりました。私の使命はイヴリスを倒す事ですが、この世界で私の主となったデュート様の命に、逆らう訳には参りません」

「じゃ、じゃあ」

「イヴリスを封じているこの氷を、私の白炎で溶かします。イヴリスが目を覚ます前に、儀式を行って下さい。但し、デュート様が少しでも躊躇ためらった時は、そのまま彼女を葬ほうむります」

「ありがとう。そこまで我が儘ままは言わない」

　アンジュはイヴリスに近づき、顔の部分に触れた。そして、丁てい寧ねいに白炎で黒氷を払はらい除のける。僕はその様子を、固かた唾ずを吞のんで見守っていた。

　まさか世界遺産であるレイニィルーイン城の地下深くで、こんな展開になろうとは、予想だにしなかった。

　個人的にはもっと城を探たん索さくしたかったのだが、世界遺産の真下にこんな大きな空くう洞どうがあって、そこに１０００年前から眠ねむっている悪魔がいるだなんて、誰だれ一人ひとり、気づけないだろう。

　ここまで僕とアンジュを導いたのは、イデアルボードだ。あれが１０００年前に作られたものだとしたら、イヴリスが使い方を知っているかもしれない。

　あの板は、何なのか。

　どうして父が、こんな大事なものを持っていたのか。

　その父は今、何処にいるのか。

　調べなくてはならない事が余りにも多くて、背中にずしりと重みを感じた。

　その時だった。

「デュート様、封印の氷を溶とかしました。は、早くっ！」

　はっとしてアンジュに目を向けると、アンジュの両腕は真っ白に燃えており、その熱は肘ひじにまで達している。

　その奥で、首だけがくりと力なく垂れているイヴリスの姿があった。

「早くしないと……封印が！」

　びき、びきりと音を立て、イヴリスを封じている氷に亀き裂れつが走っていた。

　僕は急いでイヴリスの許もとへ向かった。思ったより、氷が溶けるのが早い！

　イヴリスを封じた氷は、既に四し肢しを固めているだけに過ぎない。胴どうと腰こしの部分の氷は、完全に溶けていた。

「始まりの悪魔が、復活します！」

　アンジュの言葉に、ぞくりとしたものが背中を這はった。早く儀式を済ませないと、とんでもない事になりそうだ。

　僕は剝むき出しになったイヴリスの頰ほおを摑つかむ。

「う、ああああああっ！」

　イヴリスの顔を上げ、その凍こおりついた唇くちびるに、キスをした。

　刹せつ那な、身体中を殴なぐられたような衝しよう撃げきが襲おそい、僕は後方に吹ふき飛ばされた。

　氷の地面に、何度も叩きつけられながら転がり、壁かべに後頭部を打ちつけて止まった。

「デュート様！」

　アンジュが、すぐに駆かけつけて、僕を抱だき起こしてくれた。

「うぐ……」

　かろうじて目を開くと、とんでもないものが映った。

「見えますか、デュート様」

「あ、うん。はっきり見える」

　氷に封じられた少女の頭の上に黒い獣けものの角が、そしてお尻しりの辺りには、闇やみ夜よの深しん淵えんに似た獣の尻尾しつぽがある。

　あれが、大だい悪あく魔まイヴリスの姿なのだろう。

「……う、ううううがはああああ！」

　突とつ然ぜん、イヴリスが歯を食いしばって唸うなった。イヴリスの両手両足を固着させていた氷がビキビキと音を立てて割れていく。

　震しん動どうが、洞どう窟くつ全体を揺らし始めた。

　上から何本もの氷柱つららが降ってきては、地面に当たって砕くだける。

　亀裂が入った地面からは、蒸気と共に熱水が噴ふき出してきた。

「デュート様、とりあえず逃にげましょう！」

　アンジュは僕を立たせ、ここに降りてきた時と同じように胸を押し当て……もとい、僕の身体を抱きしめ、四つの翼つばさをぴんと広げた。

「待ってアンジュ、イヴリスは!?」

「あの悪魔がこの程度で倒たおれる事はありませんが、デュート様は別です！」

　そうなんだ。

　確かに、こんな巨きよ大だいな氷柱や岩が僕に当たったら、一巻の終わりだ。

「行きます！」

　アンジュは僕の返事を待たず、力強く大地を蹴けり、猛もう禽きん類るいのように直上へ勢いよく飛んだ。

　アンジュの飛ひ翔しようは見事だった。

　震動で落ちてきた氷や岩を、身体を反転させながら華か麗れいに躱かわしつつ、どんどん上を目指していく。

　そんな中で僕はというと、振ふり落とされないよう必死にアンジュの身体にしがみつくのが精せい一いつ杯ぱいだった。

　情けないけど、僕はアンジュと違ちがって空も飛べないし、仕方がない。

　やがて氷柱と落石地帯を抜ぬけると、頭上に洞窟の上部が見えてきた。

　僕らはあそこから、この縦穴に落ちてきたんだ。

「デュート様、出口が見えました！　もう少し、ご辛しん抱ぼうを！」

「うん、任せた！」

　アンジュは更に力を込め、ぎゅっと僕を抱きしめる。

　そして、僕らが最初に訪おとずれたホールまで到とう達たつすると、ふわりと髪かみを靡なびかせて着地した。

「はあ、はあ……ここまでくれば、もう大だい丈じよう夫ぶだと、思います」

　がくり、と膝ひざを突つくアンジュ。

　やっぱり天使とはいえ、あれだけの速度で飛ぶには相当の力が必要のようだ。

「アンジュ、大丈夫？」

　今度は僕がアンジュの肩かたに手を置いて、その柔やわらかな身体を僕に預けさせた。

「わ、私のご主人様は、想像以上の方のようです。まさか、天使と悪魔と、同時に魂たましいの儀式を行ってしまうとは」

　僕の胸の中で、半ば呆あきれ顔のアンジュ。

「ごめん。どうしても僕は、イヴリスをあのまま焼いてしまうなんて可か哀わい想そうで、見てられなかった」

「仕方ありません。でも、もしイヴリスが暴れ出したら、その時は、責任取って下さいね」

「うん。どんな事でもするよ」

「では手始めに、私と婚こん約やくの証あかしを……」

「この状じよう況きようで!?」

　どうやらアンジュは、アンジュらしい。

　その時。

　不意に外から、悲鳴のような声が複数、聞こえてきた。それはアンジュの耳にも入ったらしく、僕らは顔を見合わせた。

「まさか、イヴリスが違うルートで外に!?」

「急ぎましょう、デュート様！」

　僕はアンジュを抱き起こし、このホールにやってきた通路を走って戻もどった。

　確か、途と中ちゆうで町全体が見下ろせる場所があった。そこに行けば、町で何が起こっているのか、すぐにわかるはずだ。

「！……あ、れ？」

　僕らがそこから町の様子を窺うかがうと、予想外の事が起きていた。

　町中の至るところから湯気がもうもうと噴き上がり、町は諸もろ手てを挙げて喜ぶ者、泣き崩くずれている者、歓かん喜きの声を上げる者などで大おお騒さわぎだった。

「さっき悲鳴に聞こえたのは、この町の歓かん声せいだったのか」

　そういえば、雑貨屋のおかみさんが言っていたっけ。

　この町の売りはレイニィルーイン城と、かつて湧わき出ていたという温泉だ。その温泉を止めていたのは、イヴリスを封じる為に成長した氷だったんだ。

「何だ、てっきりイヴリスがどこかから外に出て、暴れてるのかと思った」

　僕は気が抜けて、その場に腰を落としてしまった。

「でも、何か、いいね。活気のある町で」

「うん。これでザレンスの町に、たくさん人が訪れるようになってくれれば、レイニィルーイン城も注目されるようになるだろうしね」

「まあ、全部あたしを閉じ込めた連中の、自じ業ごう自じ得とくなんだけどねー」

「そうなのかな？」

「そうでしょー。だってさあ、悪魔が炎ほのおに弱いからって、いきなり騙だましてあんな洞窟に連れていって、温泉の源泉に叩たたき込んだんだよ!?　酷ひどいと思わない？」

「なっ、それは酷いなあ」

「でしょ!?　だから全部凍らせてやったら、そのまま封ふう印いんされちゃった。今考えれば、それが作戦だったんだね」

「いやいや、それは君が上手うまく騙されたんじゃないの？」

「まあそれは認めるよ。まさか天使の中に、黒氷を氷で覆おおって封じるなんて高度な封印術の使い手がいるとは、思わなかったしね。１０００年くらい反省したよ」

「大悪魔って呼ばれてたくらいだから、油断したんじゃないかな？」

「それはなくもないよ、うん。確かに油断してた」

「大悪魔も、案外抜けてるところがあるんだね」

「やだなー。少しくらい抜けてたほうが可愛かわいいでしょ？」

「うーん、そうかも」

　あっはっは、と笑い合う僕と……。

　……ん？

　……んんっ!?

　横にいる女の子は、破けた黒いローブを着ていて、頭に獣の角があって、尻尾が右へ左へと、ふるふる動いていた。

　その時、僕の視界の端はしに映ったのは、壁に背をもたれてぐったりしているアンジュだった。

　何があっても僕を守ってくれるんじゃなかったの!?

　それと……えーと、キミは……。

「い、い、イヴリス!?」

「うん、よく名前を知ってんじゃん。初めまして、元界アークレイで、初めてあたしの唇を奪うばった主あるじ様よ」
















　イヴリスが僕の隣で、にかっ、と笑う。

　悪魔なのに妙みように清すが々すがしくて、八や重え歯ばが魅み力りよく的な笑顔だった。

「あ、そっか。このおっぱい天使に聞いたんだね」

「もう少し言い方を考えてあげようよ!?」

　ストレートすぎるって！

「まー、何を聞いたのかはわかんないけどさあ、よくも動けないあたしにちゅーしてくれたよね」

「うぐっ。な、何故なぜそれを!?」

「だって身体からだが動くようになった瞬しゆん間かん、キミと魂たましいが繫つながっちゃってんだもん。あらー、やられたーっ、て感じだったね」

　悪魔っていうから、てっきりもっと重々しい語り口かと思ったのに、えらく軽い感じで話すんだなあ。

「言っておくけどね、あたし、初めてだったんだからね。ちゃんと責任取ってよ？」

「責任って、何をすれば？」

「別に。何もしなくていいよ」

「そ、そうなの？」

「うん。あたしがあの氷に閉じこめられて、だいぶ時間が経たったみたいね。世界が様変わりしちゃってるもん。あたしがいた頃ころは、この世界の殆ほとんどが悪魔のものだったのにさ」

「アンジュは、天使も悪魔も別の世界のものだって言ってたけど」

「あー、そうなんだ。じゃあこの世界は、誰だれのものになったの？　人間や天使はないとして、エルフ？　フェアリィ？」

「えっと、人間、って事に、なるのかな？」

「はあ、人間!?　そりゃ驚おどろきだわ。よりによって、数だけは多い人間とはねー」

　イヴリスは少し残念そうに、大きな黒い尻尾を垂れた。

「じゃあさ、この世界が人間のものになって、どれくらい経ったの？」

「うーん、天使が悪魔に勝利して、天界に帰って行った年が紀元で、今が一一七〇年だから、それだけ経ってるんじゃないかな」

「……あたし、１０００年以上も封印されてたんかー!?　お、の、れ、九天使めー！」

「九天使？」

「あたしをこんな目に遭あわせた連中！」

　イヴリスは忌いま々いましそうに、唇くちびるを嚙かんだ。

「九天使たちは、地上で最も力を持ってたあたしをここに誘さそい込んで、あたしを熱湯に投げ込んだんだ。瞬時に黒氷を出したけど、九天使たちは予あらかじめあたしの行動を読んでいて、黒氷が別の氷で覆われるように魔ま法ほう陣じんを描えがいてたんだ。九天使たちが命を懸かけた魔法だもん、流石さすがのあたしでも、身動きがとれなくなっちゃった」

　イヴリスは寂さびしそうに、俯うつむいた。

　悪魔っていうのは、伝承では凄すごく恐おそろしい風に描かれている。

　だが、目の前にいるこの子からは、そんな印象は微み塵じんも感じない。寧むしろ、肉感的な魅力を放つアンジュとは、また違った可愛さを持っていた。

「イヴリス、君はこれからどうするんだ？」

「そうだねー、ただの儀ぎ式しきを済ませた人間なら、取り憑ついたり逆に操ったり、どーとでもなったんだけど、キミ、そこの巨きよ乳にゆう天使とも儀式をしたでしょ？」

「あ、うん」

「それじゃーダメなんだなあ。手を出せる感じがしない。ただですら儀式済の人間は特別な力を持つのに、天使と悪魔、両方の儀式をするなんて、反則でしょ」

「そうなの？」

　反則と言われても、そもそもルールが分からないのに。

「あっきれたー、そんな事も知らないで儀式したの？」

「いや、咄とつ嗟さの事だったし」

　正直、キスの事だけで頭がいっぱいでした。ごめんなさい。

「天使は力と炎を、悪魔は影かげと氷を司つかさどるってのは、知ってる？」

「天使の力はアンジュから聞いたけど、悪魔の影って？」

「ひゃー、そこからかー。１０００年以上経つと、色々変わるもんなんだねー」

　イヴリスは呆れ顔で、僕に言った。

「ま、いいや。影っていうのは、そのままの意味だよ。ま、あたしほどの大悪魔ともなれば、他ほかにも色んな能力があるけどね」

「そうなんだ」

「その辺は、ゆっくり時間をかけて教えてあげるよ」

「そりゃ、どうも。もう一度訊きくけど、イヴリスはこれからどうするんだい？」

「さっきも言ったじゃん。あたしはキミに付いていくだけ。キミ、頭悪い？」

　ふむ、毒は吐はくんだね。

　じわりと効くよ。

　しかも僕の記き憶おくが確かなら、僕に付いてくるなんて一言も言ってないはずだけど。

「という事は、君は天使とも一いつ緒しよに旅をする事になるけど、構わないんだね？」

「構わないっていうか、あたしに選せん択たくの余地ないし。それに、基本的に売られた喧けん嘩かは買うけど、こっちから売ったりはしないなー」

　おや、意外にもそういうスタンスなんだ。

「それにしても、天使と人間と悪魔かー、超珍めずらしい組み合わせだねー」

　捻ねじれた角に陽光を反射させ、尻尾しつぽを振ふるイヴリス。珍しいどころか、どんな歴史を振り返ってみても、世界初じゃないかな。

「まずあたしは、人間たちが世界をどう変えたのかを知りたいな。まあ、儀式のちゅーをしたからね、あたしとしてもキミと離はなれる訳にはいかなくなったし。そうでしょ、爆ばく乳にゆう天使ちゃん？」

　イヴリスの視線が、僕から僅わずかにずれる。

　振り返ると、アンジュが立っていた。

「いつの間に!?」

「最初から目は覚めてました。もしこの貧乳悪魔がデュート様に不届きな事をしたら、躊ちゆう躇ちよ無く首をへし折ろうと思ってました」

「凄い事を考えてたんだねアンジュ!?」

　言葉だけを拾ったら、どっちが悪魔だかわからないよ？

「おっかしいなあ、背中まで貫かん通つうするくらいの力でお腹なかに拳こぶしを入れたんだけどなあ。さすが天使、頑がん丈じようだね」

「君は手加減というものを知らないのか!?」

　容よう赦しやなし。

　流石は悪魔。

「残念ながら、あんな攻こう撃げきくらいじゃ、少し気が遠くなるくらいです」

「バッチリ効いちゃってるじゃないか！　じゃあ、最初から目覚めてたっていうのは？」

「……少し、見み栄えを張りました」

「こらこらこら、その間に僕に何かあったらどうしてたんだ!?」

「…………」

「沈ちん黙もくがリアルっ!?」

　アンジュ、恐るべし。

「あ、そっか、あれか！　胸に溜ため込んだ脂し肪ぼうで防いだんだね？」

「イヴリスはアンジュのどこを攻撃したって言ってたっけ!?」

　何て事だろう。

　天使と悪魔のダブルボケ！

　捌さばききれないよ！

「とにかく、僕はアンジュとイヴリス、二人と儀式をした。その責務がどういうものかはまだよく分からないけれど、君たちが争わないのであれば、三人で旅をしたいと思う。どうかな？」

　僕の言葉に、目を丸くして顔を見合わせるアンジュとイヴリス。

「デュート様のご命令とあらば仕方ありません。表向きだけでも仲良くやりましょう」

「あたしの目的は天使といがみ合う事じゃないしね。とりあえずは言う事を聞くよ」

　とりあえずは、か。まあいいや。

　大人しくしていてくれるなら、イヴリスだって黒くろ髪かみがよく似合う美少女にしか見えないからね。

「じゃあ、町を出るよ」

「ええっ!?　もうですか!?」

　アンジュが、声をあげた。

「涸かれた温泉が突とつ然ぜん湧わき出したんだから、町中大おお騒さわぎでしょ。暫しばらくは混乱していると思うけど、そのうち、どうして急に温泉が……って思考に進む。そうなると、余所よそ者ものの僕らが、何かをやったんじゃないかって気づかれるのは、時間の問題じゃないか」

「この町って、温泉がウリじゃなかったっけ？　いいんじゃないのか？」

　イヴリスがお気楽な事を言う。

「その点については感謝されるかもしれないけどね、それはつまり、１０００年前に封ふうじた大悪魔の復活を意味するんだ。万が一、それに気づく人がいたら、最近入ってきた余所者は僕とアンジュなんだから、即そく座ざに拘こう束そくされるかもしれない」

「へえ、ふふーん。１０００年以上も経ってるのに、まだあたしの話って伝わってるんだー」

「何を得意げに……」

　ザレンスの町の温泉復活によって、この町の人々は確実に喜ぶだろうけど、そうは思わない人だっているはずだ。

　とにかく、今は警けい戒かいして損する事はないだろう。僕自身も、イヴリスから訊きたい話は山のようにあるんだ。

「荷物を取りに戻もどったら、イヴリスの服を買って、すぐに出発しよう」

　僕がそう言うと、アンジュが後ろから僕の服の袖そでを軽く引いた。

「あ、あの、一いつ泊ぱくくらいは、してもいいんじゃ……」

「そうはいかないよ。僕としては、今すぐこの町から出たいくらいなんだ」

「うう、でも、お風ふ呂ろが混──」

「え？」

「い、いえ、何でもありません……」

　がっくり、と肩かたを落とすアンジュ。

　何だろ？

「でもその前に、これが気になるな」

　僕はイデアルボードを手にした。

「!?」

　…………？

　イヴリスがこの板を見て、僅かに目を細めたように見えたけど、何だろう？

「僕とアンジュはこれで、イデアルボードが示した場所にやって来たんだ。もしかしたら、また映像が変わってるかも──」

　イデアルボードを操作しながらそこまで言って、僕の手がぴたりと止まった。

　レイニィルーイン城の映像を出すアイコンの横に、一つ、アイコンが増えていたのだ。

「これは!?」

　緊きん張ちようする指先で、それをタッチする僕。

　すると、これまでとは全く違ちがう立体動画が飛び出してきた。

　それは、不思議な光景だった。

　広大な星空の真ん中に、菱ひし形がたの岩が浮ういている。

　一いつ瞬しゆん、この世のものではないのかと思ったけど、右上に輝かがやく蒼あおの月と紅くれないの月が下にも映っていた事が、大きなヒントになった。

「ここは……アルユトの白はく原げん！」

　僕が叫さけぶ。

「アルユト、で、すか……」

　アンジュの受け答えが、少し弱々しい。その上、アンジュはこの立体動画の菱形の岩に、釘くぎ付づけになっていた。

「うん。ザレンスの町から北東方面にウェーリアっていう町がある。そこから南の一本道を進んでいくと、真っ白な大地に辿たどり着く。そこが世界遺産、アルユトの白原だ」

　それにもう一つ、この立体動画には、意味がわからない印が、動画の頂点に浮かんでいた。

　白い正三角形で、下辺に縦線が三つ。

　まるで、足が少ないイカのようだ。

「この印は、何だろう？　二人とも、見覚えある？」

「いえ、見た事はないです」

　首を振るアンジュ。

「あたしも知らないよー」

　素っ気ないイヴリス。

「ま、行ってみればわかるか。それじゃあ早さつ速そく、行動に移ろう」

「はいっ！」「はいよーっと」

　こうして僕は、天使と悪あく魔まという、本来有り得ないような旅の道連れと共に、世界遺産、レイニィルーイン城を後にした。




　それから僕らは、二手に分かれた。

　イヴリスの格好は、ボロボロになったローブ姿で、見ようによっては何者かに襲おそわれたようにも見える。

　僕は自分のマントを脱ぬいでイヴリスに着せ、その足でイヴリスを連れて、アンジュの服を買った店へ駆かけ込んだ。

　そこでイヴリスの服を選んでいる間、アンジュには宿屋の岩湯亭に戻ってもらい、荷物を取ってきてもらう事にした。

　イヴリスが選んだ服は、アンジュとは対照的なものだった。袖無しのジャケットと薄うす手でのシャツにハーフパンツとブーツという組み合わせだ。

　ショートカットで、褐かつ色しよくの肌はだを持つイヴリスには、ボーイッシュな服装が良く似合う。

　町は、突とつ然ぜんあちこちから温泉が出たので、大変な騒ぎになっていた。そんな中、お年寄りだけはレイニィルーイン城に視線を投げて渋しぶい顔をしていたが、そんな人々を僕は無意識のうちに避さけながら、町の出口まで移動した。

　そして、どこから調達してきたのか、荷物を沢たく山さん積んだ荷運びロバを連れたアンジュと合流した。

「どうしたの、それ!?」

「いや、何か、通りすがりの方から頂きました。今日は特別に目め出で度たい日だから特別に、って。その後も道行く人たちから、リンゴとか水みず袋ぶくろとか、挙げ句の果てにはロバまで丸ごと頂ちよう戴だいしまして……」

「でかしたアンジュ！」

　人数も増えたし、そろそろ手持ちの荷車だけじゃ限界だと思ってた。

「むむう、おっぱいが大きいと、色々とお得なんだなー」

「それだけでこれだけ貰もらえたのだとしたら、逆に悲しいです！」

　むくれるアンジュ。

　しかし、町の大事な観光資源が突とつ如じよとして蘇よみがえったのだから、その喜びは相当なものだったに違いない。僕らは町からの好意という事で有り難がたく頂戴し、日暮れの中、慌あわただしくザレンスの町を去った。




　後日。予想通りザレンスの温泉は瞬またたく間に有名になり、多くの人がここに訪おとずれるようになったという。

　そして僕らは、やがてここにもう一度戻ってくる事になるのだが、それはまた別の話。

　何せ僕と天使アンジュと悪魔イヴリスの旅は、ここが始まりなのだから。











第二景　カルロンクロス地区・アルユトの白原









　僕と天使アンジュ、そしてレイニィルーイン城の縦穴洞どう窟くつで発はつ掘くつ（？）した悪魔イヴリスは、荷運びロバを一頭連れ、険しい山道を歩いていた。

　辺りはまだまだ草木が多く、街かい道どうは土が剝むき出しになっているものの、ごつごつとした石や岩がそこら中に転がっている。きっと、落石が多いのだろう。

　ここまでの道のりは、ほぼ登りだった。高地に来ると徐じよ々じよに植物は減り、空気も薄うすくなってくる。

　だが、目的の場所に行くには、この道しかない。かなりきついけど、街道が比ひ較かく的てきしっかりと作られているのは救いだった。

　今も目の前を、荷をたっぷり積んだ馬車が通っているが、しっかりと車輪が大地を嚙かんでいる。僕らは道の脇わきに寄って、そんな馬車をやり過ごした。

　それにしても、馬車の数が多い。

　という事はこの先に大きな町があり、そこでは活発に商売が行われているという事だ。

「ねーねーデュートぉ、一休みしようよー」

　後ろから聞こえてくる泣き言に、嘆たん息そくして足を止め、振ふり返った。

　僕の目に入ってきたのは、地面に両足を投げ出し、天を仰あおいでいるイヴリスの姿だった。

　彼女の頭には真っ黒な獣けものの角、そしてお尻しりには黒い尻尾しつぽがある。

「ねえイヴリス、君は大悪魔なんだよね？」

「見ての通り。これ以上ないってくらい悪魔だよ？」

「それならさあ、人間の僕でもまだまだいけそうなのに、ヘバるの早くない？」

「うーん、そういう差別は良くないと思うなー。悪魔だからって色々いるし、全員が全員、体力あるだなんて思って欲しくないねー」

　威い張ばって言う事ではないね、うん。

「何言ってるんですかっ！　あなたは悪魔の中の悪魔、最上級の大悪魔じゃないですか。あなたが言っているのは、ただの我が儘ままですっ！」

　僕の隣となりに、アンジュが荷運びロバを伴ともなって寄ってきた。

　因ちなみにこのロバには「コロン」という名前がつけられているが、これはアンジュが名付けたものだ。

　そのアンジュの頭上には淡あわく輝く輪が浮かび、背中には折りたたまれた翼つばさがある。

　その端たん麗れいな容姿と相まって、まさしく正しよう真しん正しよう銘めいの天使だと言える。

　ただ真面目まじめ過ぎるというか、己おのれが信じる正義は譲ゆずらない点が唯ゆい一いつの欠点かな。

　そして、あのアンジュの輪と翼、イヴリスの角と尻尾は、人間では契けい約やくを交かわした僕にしか見えないものだ。

　そうそう見られたら、まともじゃないってバレちゃうよなあ。

「悪魔だって疲つかれるもん」

「子供じゃないんですから」

「おっぱいが大きいからって、あたしの事を子供扱あつかいしないでよねっ！」

「むっ、胸の大きさは関係ないですよ！」

　何とも、脈みやく略らくのない会話だった。

「まあまあアンジュ。あと一日歩けばウェーリアに着くでしょ。だからこそ、今日はここまでにしようか」

「やったあ、さっすがデュート、話がわかるっ！　じゃあ、あたしは辺りの様子を調べてくるよ！」

　僕がそう言うと、イヴリスはぺろり、と唇くちびるを舐なめ、暗がりに溶とけていった。

「デュート様、宜よろしいのですか？」

　アンジュが訊きいてきたので、僕は辺りを見み渡わたし、地形を確かく認にんしてみた。

　周辺はまだ山の中腹にあり、ぽつりぽつりと何かの木が立っている。僕は植物学者じゃないから、種類は知らない。

　その中の一本、一番近い木の下に、テントを張った痕こん跡せきを見つけた。更さらになだらかな丘おかになっていて、ここを少し下ると、細い川が流れている。水も確保できるし、中々悪くない場所だ。

「荷運びロバのおかげで水も食料も十分あるし、場所もいい。無理して進むより良いいかもしれない。アンジュはあの木の下にテントを設営してくれる？　それと、荷物も入れておいて。僕は少し早いけど、川かわ縁べりに下りて夕食を作るよ」

「デュート様がそう仰おつしやるなら……承知しました」

　アンジュは僕に一礼し、コロンの許もとへ足を向けた。

　僕はアンジュを見送ると、適当な小枝を集め、火を熾おこしながら、レイニィルーイン城からザレンスの町に戻もどったあの日……つまり、一ヶ月前の事を思い返していた。

　イデアルボードによって１０００年以上も前から封ふう印いんされていた大悪魔イヴリスを解放し、ザレンスの町に温泉を復活させた後、イデアルボードはすぐ、次なる立体動画を僕らに示した。

　美しい星空の中に浮うかぶ、菱ひし形がたの岩である。

　これは世界遺産、アルユトの白原だ。

　アークレイ世せ界かい遺い産さん保ほ護ご機き構こうには、あらゆる世界遺産の情報が資料として集められている。その中の一つで、この立体動画の姿を見た事があるのを思い出した。

　アルユトの白原は数百キロにも及およぶ広大な平原であるにも拘かかわらず、その高低差が僅わずか五センチしかないという奇き跡せきのような地形なのだ。

　そこに雪解け水や雨水が流れ込む事で、天空を鏡のように映し出す現象が発生する。

　これを、アルユトの深しん淵えんと呼んでいる。

　そこまでは僕が持つ世界遺産の知識で解かい析せきできたが、立体動画の上に浮かぶ、不思議な印……正三角形の下辺に三本の縦線が刻まれたこの印の意味だけは、結局わからずじまいだった。

　きっとアルユトに行けば、解けるのかもしれない。それを確かめる為ため、僕らはザレンスの町を出て、北東方向にある険しい山道に入ったのだ。

「おーいデュート、この辺りなら大だい丈じよう夫ぶだ。妙みような気配はなかったよ。で、ご飯は？」

　手を振りながら戻ってくるイヴリス。

「早いね」

「当たり前じゃん。ご飯は？」

「こっちはまだ火を熾したばっかりで、食材すら取ってきてないよ」

「むむ、そっか。じゃあデュートが何を作るのか見てる」

「手伝ってくれてもいいんだけど？」

「あー……無理」

　ぶんぶんと手を振り、目を細めて拒きよ絶ぜつするイヴリス。

「どうして？　君は器用そうだから、料理もすぐ覚えられると思うけど」

「だってあたし、食材をいちいち切ったり、焼いたりってのが、ちょっと理解できないんだよね」

「は？　じゃあ今まで、どうやって食事してきたの？」

「捕つかまえた獲え物ものは、そのまま食う」

　うわ……一いつ瞬しゆん、酷ひどくグロいものを想像してしまった。

「だからさ、あたしにとっては人間がやる料理ってやつ、珍めずらしいんだよねー。熱を通したり、色んな道具を使ったりしてさ」

「そうなんだ。じゃあイヴリスにとって、どっちの食事が好み？」

「そりゃ断然、デュートのご飯でしょー。エネルギーの摂せつ取しゆって意味では、そのまま食べた方がいいと思うけどさ」

「はは、その点は悪あく魔まとだいぶ違ちがうんだね」

　僕は話しながら、てきぱきと調理の準備をしていた。

　焚たき火に折り畳たたみの三さん脚きやくを広げて被かぶせ、その上にフライパンを載のせる。

　程ほど良よく熱が通ったところで、ラードを放ほうり込んで脂あぶらを馴な染じませてやる。

　香こうばしい匂においがフライパンから放たれると、イヴリスは鼻をひくひくさせてその香かおりを楽しんでいた。

「デュートって魔術師？」

「僕が？　何で？」

「だってさ、草や木の実、肉から、凄すごく美味おいしい物を作り出すじゃん。魔術師でもないと出来ないんじゃないの？」

　そうか。食材を生でいっちゃうイヴリスにとって、料理は魔術扱あつかいになるのか。

「これくらい、旅人なら誰だれでも出来るよ。ただ僕は、少し普ふ通つうの人間より食事に拘こだわってるけどね」

　板に載せたベーコンの塊かたまりを少し厚めに三枚、それとパン、チーズを手て際ぎわよく切っていく。

　肉厚のベーコンをフライパンに入れると、ジュウウ、という音と共に、鼻と胃を刺し激げきする香ばしい匂いが辺りに広がった。

「ふわあああ、旨うまそー！」

　イヴリスは目を輝かがやかせ、涎よだれを垂らしながら僕の手元に神経を集中させていた。

　お尻の尻尾が、ちぎれんばかりに振られている。

　余程、楽しみなんだなあ。

　そんなイヴリスが可愛かわいくて、つい頰ほおを緩ゆるめるが、手だけは次なる工程に進ませる。

　焚き火から焼けた炭を取り出して形を作り、その上に水を入れたヤカンを載せた。

　フライパンの上で身を躍おどらせる厚切りベーコンをフライ返しでひっくり返し、上にチーズを載せ、粉末状にしたコショウを振りかけ、チーズが程良くとろけだしたところで、先ほど切ったパンにチーズかけベーコンを載せる。

　後はもう一切れのパンで挟はさんで、デュート特製、ベーコンチーズサンドの完成だ。

「イヴリス、もうすぐ出来るから、アンジュを呼んできてくれない？」

「はぁい♪」

　食事の時だけは、やたらと素す直なおな悪魔である。イヴリスは尻尾をぱたぱたと振りながら、アンジュの許へ走っていった。

　その間に僕は、木製の皿三枚にあつあつのベーコンチーズサンドを載せ、先ほど火にくべたヤカンの中の水が沸ふつ騰とうしているのを確認した。

　カップを三つ準備し、中に珈琲コーヒーの粉末を適量入れ、慎しん重ちように慎重を重ね、少しずつお湯をカップに落としていく。

　珈琲は粉が多くても少なくても駄だ目めだ。カップの大きさに見合った量にしなくては、その珈琲本来の味が損なわれてしまう。

　カップの中の黒い液体から、後頭部まで突つき抜ぬけるように芳ほう醇じゆんな香りが立つ。

　これこそが、旅で味わう飲み物の王様だ。

「よし、出来た！」

　本日の夕飯は、ベーコンチーズのサンドに、特製珈琲を添そえる。

　会心の出で来き映ばえだ。

　これらの材料を持ってこられるのも、やっぱり荷運びロバの存在が大きい。

　やはり人だけでは、持てる荷物に限界がある。贅ぜい沢たくを言えばロバより馬のほうが良かったけれど、馬は高価な上にデリケートだし、馬そのものの餌えさが大変だ。

　旅には馬車が最も適しているけれど、残念ながらそこまで懐ふところに余よ裕ゆうはなかった。

「なあデュート」

　そこへ、イヴリスが一人で戻ってきた。

　うん？　一人？

「あれ、アンジュは？」

「それがさあ、中で寝ねちゃってたんだよー」

「はあ？　そっかあ……疲れてたのかなあ」

　しかしこのままじゃ、手塩に掛かけて作った僕の料理が台無しだ。

「あたしはそこまで優やさしくないよ？　わざわざ起こしてやるなんて、やだかんね！」

　頰を膨ふくらませ、ぷん、とそっぽを向くイヴリス。こういう子供らしい仕草は、堪たまらなく可愛い。

「わかったわかった、僕が起こしに行くから、先に食べてていいよ」

　寝ね坊ぼうなんかで、僕の会心の夕食を冷めさせてたまるかっ！

　僕は膝ひざに手を当てて立ち上がり、テントに向かう。

「いやったああっ！　そんじゃ、あたしが火の番をしておいてやるなっ！」

「ああ、任せた」

　僕はイヴリスとすれ違い、小さな草花が生おい茂しげる斜しや面めんを登り、木の下に張られたテントを目指した。横にはしっかりロバのコロンの姿もある。

　空は橙だいだい色いろに染まり、薄うす衣ぎぬのヴェールのような雲を彩いろどっている。

　どこからともなく響ひびいてくる虫の音と、ひんやりとした心地ここち好よい空気には、土や水、岩や風の匂いが幾いく重えにも折り重なり、この場所独特の濃のう厚こうな味となっていた。

　僕はそれを胸むね一いつ杯ぱい吸い込んで楽しみながらテントまでやってくると、勢いよくテントを開いて顔を突っ込んだ。

「こらアンジュ、夕飯が冷め……て、しま……」

　最初の勢いは、ものの数秒で砕くだけ散る。

　アンジュはテントの中で寝てなどいなかった。

　それどころか、着き替がえをしていたのだ。

　しかも今度はぱんつを穿はこうとしていた所で、形のいい美尻が、飛矢よりも速く僕の網もう膜まくに焼き付いた！

「はひゃあああああああああああああああああああああああああああああああ！」

　前回に引き続き、これ以上ないくらい立派な悲鳴だ。

　やっぱりきゃー、とかじゃなくて、ひゃー、なのが現実感ある。

　しかも、手にした衣類で何とか隠かくせるところを隠そうとするアンジュの姿が、余計に艶なまめかしい。

　眼福。

「どど、どうして着替えを!?　趣しゆ味み？」

「いいから、見ないで下さいいいい～～～！」

「あ、ああ、ごめんっ！」

　僕は慌あわてて、テントから顔を引っ込め、背中を向けた。

　しかし、前回訪おとずれたザレンスの町では混浴風呂ぶろに入りたがってたくせに、着替えを覗のぞかれるのは嫌いやなのか。

　本当に難しいなあ、女の子って。

「お、お騒さわがせして、申し訳ありません……」

　すっと、着替えたアンジュがテントから出てきた。それは僕がザレンスの町で買ってあげた、あの服だった。

「あ、そういえばアンジュって、昼はいつも僕と出会った時に着てたローブだね」

　そうなのである。

　折角買ってあげたと言っては何だが、アンジュはその服を夜にしか着ないのだ。気に入らなかったのかな、と、少し心に引っかかる物を感じていた。

「え、あ、違うんです。私の能力を全力で使うには、あのローブでないと駄目なんです！　その、布が耐たえきれなくて……」

「アンジュの能力って、あ！」

　そうだった。

　アンジュが司つかさどるのは、力と炎ほのおだ。

　並の布だと、一いつ緒しよに燃えてしまうのか。

「そういう事だったんだ。てっきり、気に入らなくて恥はずかしいから、昼は着れないのかと」

「ととと、とんでもございませんっ！　この服はこの世界に来て初めて頂いた物で、一番の宝物ですので、こういう寛くつろげる時以外は着ないようにしているんです」

　成る程、ごもっとも。

　炎を使う度たびに燃え尽つきてしまう服を着ていたら、何枚衣類を持っていても切りが無い。

「で、でもさ、それならそれでイヴリスに言ってくれれば良かったのに！」

「えっ、ええっ、言いましたよ私。テントの設営が終わったので、着替えてすぐに行きますって──」

　ぎらり、と僕とアンジュの視線が、ある一方向に向けられる。

　そしてその方向から聞こえてきた叫さけび声で、疑念は確信に変わった。

『旨ぁ────っ！』

　あの悪魔あっ！

　僕はとりあえずテントに入り、バックパックからイデアルボードだけを取り出し、アンジュと共に焚き火の所へ下っていった。

　そこでは案の定、イヴリスが……食べ放題状態だった。

「いやー、いつも感心するけど、デュートの料理は最高に旨いなっ！」

　イヴリスは悪びれずにそう言うと、そのまま夢中でパンにかぶりつき、溢あふれ出すチーズとベーコンを器用に舌で掬すくい、一ひと欠片かけらたりとも逃にがさず口の中に収めていった。

「イヴリスの食べっぷりを見ていると作った僕も嬉うれしくなるよ」

　僕はイヴリスを微ほほ笑えましく眺ながめながら、カップを口に運ぶ。

「あ、おふぁえり～。先にやってるよ～」

「ああ、誰がどう見てもそのようだね」

　尻尾しつぽをばっさばっさ振ふり、夢中になって食べているその姿を見ればね。

「しかも、よく見たら今口に入れた分は、アンジュの分じゃないか！」

「はあああああ!?　酷ひどいですーっ！」

　愕がく然ぜんとするアンジュ。

「うん。やっぱ報ほう酬しゆうは、きちんと頂いておかないとね。あ、やっぱ旨い！」

　そしらぬ顔でアンジュの分のベーコンチーズサンドを食べ尽くすイヴリス。

　悪あく魔まだ。

　本物の悪魔だ。

　本物だけどっ！

「この悪魔ぁ……よくもやってくれましたねっ！」

　アンジュの目が、ぎらりとイヴリスを睨ねめる。

　両の掌てのひらから、炎が立ち昇った！

「いやいや待ってよ。あんたこそ、何すごすごとここに来ちゃってんの～？　折角気を遣つかってあげたのに。これじゃ、報酬だけ貰もらっちゃったようなもんじゃん」

「はああああ？　どういう事です？」

「あんたデュートの事、好きなんでしょ？」

「はへっ!?」

　ぽしゅん、と、情けない音を立てて消える炎。夕暮れ時だが、それでも顔が真っ赤になっているのが分かる程ほど、アンジュの顔は紅潮していた。

「そんでもって、デュートの方も満まん更ざらでもない、と」

「そそそ、それはまあ、うん、否定は出来ないけれどっ！　何でそう思うの？」

　真っ向から言われると、どう返して良いやら悩なやむなあ。

「その天使は若い、おっぱいが大きい、更には色気の塊かたまりだもん。こうくればたとえ多少性格が悪くたって、若い男なら抱だきたくなるんじゃないかって思った訳さ」

「酷すぎる分ぶん析せきだね！」

　広義に解かい釈しやくすれば、あながち間ま違ちがいじゃない気がするけど……。

「それと私のご飯と、どういう関係があるんですかっ!?」

　抗こう議ぎするアンジュ。

「いいかい天使ちゃん、あたしはわざわざあんたが着替えている、即すなわち守備が手て薄うすになっている時を狙ねらって、好意を抱いだいている男を誘ゆう導どうしてあげたんだよ？　こうなったら、もう合体しかないでしょ!?　三時間か四時間は帰って来ないかと思ったら、あっさりチャンスを逃のがしちゃって。何やってるって、それこそあたしが言いたい言葉だっ！」

「は、あ、うううう？」

　まずいな。

　何が何だか分からないけど、勢いは完全にイヴリスだ。

「アンジュ、悪いが君の負けだ。その他ほかの勝負では分からないけど、どうやら少なくとも口ではイヴリスには勝てない」
















「うう、不覚です。私がデュート様を素す直なおにお誘さそいしなかったばっかりに……」

　何だろう、この意味が分からない敗北感は。

「アンジュは僕の分を食べていいよ。僕にはリンゴがあるから」

「えっ!?」「はあ？」

　アンジュもイヴリスも、不思議そうな顔をした。

「そ、そんな。デュート様のお食事を頂く訳には参りませんっ！」

「そりゃそうっしょ！　今回の件は、天使からの報酬として貰ってんだからさ～。契けい約やく不ふ履り行こうになっちゃうじゃんか」

　反論する二人の口を、僕は両手で塞ふさいだ。

「はいちょっとここで僕のターンね。まずアンジュは、イヴリスと正式にそんないかがわしい契約はしていない。よって、イヴリスの理り屈くつは根本から成り立たない。反論は許さない」

「むむ、ぐー……」

　口を封ふうじられ、大人しくなるイヴリス。

「次にアンジュ。僕は順番で言うと、アンジュとイヴリスの二人の為ために、次いで自分の為に料理をしたんだ。だから僕としても、アンジュに食べて貰った方が嬉しい訳だ。同じく反論は許さない。わかったね？」

「あ、あい～！」

　瞳ひとみを潤うるませるアンジュ。人間である僕は、当然ながらこの天使アンジュや悪魔イヴリスよりも、ずっとか弱い存在だ。

　でも、契約を交かわした人間となると話は変わってくる。接せつ吻ぷんの契約を交わすと、この世界で人間は天使や悪魔の主人となり、上位に立つ事が出来る。だったら、これくらいの命令は可能なはずだ。

「全く、変ないたずらをしないでよね！」

　そう言いながら、イヴリスの口くち許もとから手を外す僕。

「はー、しかしやっぱりデュートって、変わってるわ」

「そう？」

「気に入ったけどね」

「そりゃ、どうも」

　心の奥底に秘められた本音を引きずり出せば、アンジュの胸の内を聞いてくれてナイスだイヴリス、なんだけど。

　それは本当に秘密。

「ささ、冷めちゃったかもしれないけど、食べてよ」

「ありがとう、ございますううううう」

　続けてアンジュの口許から手を離はなすと、涙なみだやら鼻水やら色んな汁しるがついてきた。

「うう、おいひいれすうううう！」

　ベーコンチーズサンドにかぶりついてくれるアンジュ。

　そんなに顔中汁まみれで、味が分かるのかね？

「次からは、しっかりとお誘い申し上げます～」

「いやそこはイヴリスに騙だまされてるぞアンジュ。この悪魔なら上手うまい事、僕とアンジュを絡からませておいて、その情事を通行人に覗かせて金かね稼かせぎでもしかねない」

　僕がそう言うと、イヴリスがぎくう、と身体からだを揺ゆらして反応した。

「や、やだなあ、人聞きの悪い。いくら悪魔といっても、そこまで鬼き畜ちくじゃございませんよ、ははは」

　とか言いつつ、額から汗あせが止まらないイヴリス。

　……本当にやる気だったのか。

「まあいいや。これにてこの話はおしまいっ！　これで僕がどんな奴やつか、少しは分かっただろ、イヴリス」

「!?」

　その瞬しゆん間かん。

　相手に表情を読ませまいとするイヴリスの緩ゆるんだ顔が、ぴくりと反応した。

「他の人間は知らないけれど、僕には僕の矜きよう恃じがある。それは時に悪魔のような考えかもしれないし、天使のような考えかもしれないけど、根幹があるから、そう簡単には揺らがないよ」

「是ぜ非ひとも聞きたいなあ。その根幹って？」

　イヴリスの問いに、僕は胸を張って答えた。

「アークレイの世界遺産に、この三人で楽しく旅をしていく事さ」

「ふーん」

「あっさり流された!?」

　実に、興味が無さそうなリアクションだった！

「つまりデュートはこの三人で楽しく旅をする為なら、デュート自身は多少楽しくない思いをしてもいいって事？」

「そうなる、のかな」

「バカじゃん？」

「酷いっ！」

　何て速さだ！

「だってそうでしょ？　天界だろうが地界だろうが、ここ元界だろうが、自分が一番大事に決まってんじゃんか！　違うのか？」

「まだデュート様を分かってないのは、あなたですよ大悪魔さん」

　割って入ってきたのは、食事を終えたアンジュだった。

「デュート様は天使の私から見ても呆あきれる程、お優やさしい方です。今回はお食事でしたが、これが財宝の山だったとしても、デュート様はきっと、私に与あたえて下さったでしょう」

「あ、いや、財宝なら貰っちゃうよ？」

「まじですか!?」

　驚きよう愕がくのアンジュ！

「いや、冗じよう談だんだって」

「目が本気っぽかったですが……」

「気のせいでしょ？」

「今のでマイナス七十ポイントです」

「何のポイント!?」

「秘密です」

「怖こわい！」

　何て会話をしていたら、イヴリスが急に笑い出した。

「流石さすがはあたしの封ふう印いんを解いたコンビなだけあるね、面おも白しろいや。ねえ、喉のど渇かわいちゃったよ、何かない？」

　どうやら、少しは警けい戒かい心しんを解いてくれたかな？

「ああ、湯が沸わいてる。珈琲コーヒーを淹いれ直そう」

「うんっ！」「お願いします！」

　イヴリスとアンジュの笑え顔がおは、やっぱり最高に眩まぶしかった。




　その夜。

　僕ら三人はテントの中に入り、寝ね袋ぶくろに入って眠ねむった。

　これは後日聞いた話だけど、天使と人間はともかく、悪魔が人間と一いつ緒しよの空間で過ごすのは案外珍めずらしいのだという。悪魔と天使が、となれば尚なお更さらだ。それを聞いて、僕はますます嬉うれしくなった。

　それからも、険しい山道は続いた。

　馬車の往来も相変わらず多く、よく盗とう賊ぞく団が出ないものだと感心した。

「なあデュート」

　僕の右みぎ隣どなりを歩くイヴリスが、声を掛かけてきた。この三人の中では、イヴリスが一番小こ柄がらだ。この獣けものの角を身長に入れていいなら話は変わるが。

「何？」

「もしさ、あたしが次の町で急に居なくなったら、どうする？」

　おう、意味深な事を。

「そんな分かりきった事を──」

「ど、う、す、る!?」

　おあ、何だかわからないけど、凄すごい迫はく力りよくだ。

「当然、全力で捜さがす。イヴリスは可愛かわいいから、案外あっさり見つかると思うし」

「かっ!?」

　イヴリスの顔が、ぼむっと赤くなる。

「あたしが可愛い？」

「相当なものだと思うよ。アンジュが美人系のトップだとしたら、イヴリスは可愛い系のトップだと思う」

「トップが二人って、おかしくないか？」

「比ひ較かくするベースが違うから、仕方ないじゃないか。何にしても僕は例の契約を抜ぬきにしてでも、君たちと旅をしたいよ」

「お、おう……そう来たか」

　顔を背そむけ、俯うつむくイヴリス。

　僕、何か気に障さわる事を言っただろうか？

「デュート様はお優しいけれど、ずるいお方でもあります」

　僕の左隣、荷運びロバのコロンの手た綱づなを引いて歩くアンジュが、唇くちびるを尖とがらせて言った。

「そんなあ。どこが？」

「私を好きと言ったり、この悪あく魔まを好きと言ったり……どちらが本当にお好きなのでしょうか？」

「うっ!?」

　な、中々痛い所を突ついてくる。

「意地悪な事、聞いてやるなよ真面目まじめな巨きよ乳にゆう天使ちゃん」

「きょ!?」

　意外な事に、イヴリスが助け船を出してくれ……たのかな？

「デュートはこう見えて実は、結構なもんなんじゃないか？」

「はあ？」

「要するにだ。あらゆるタイプの女の子を集め、夜よ毎ごとに相手を変えるという──」

「ちょっと待てーっ！」

　二人の会話を遮さえぎって申し訳ないが、ここで止めなきゃ大変だ。

「僕はそんな──」

「まず乳担当はあんただろ、そんでロリ美少女悪魔ちゃん担当はあたし。だけど、デュートの欲よく望ぼうはあたしらだけじゃ満足出来ないんだ。この後行く先々で、どんな女の子を集めてくるか分からないぞ？」

　イヴリスの奇き妙みようなお話が続く。

　こんな馬ば鹿か話、信じる訳がない。

「そうなんですかあああああ!?　私、おっぱいだけですか!?」

　お馬鹿天使ッ！

「そうだなあ、少なく見積もってもあと三人はいないと、デュートハーレムは完成しないな」

「さ、流石は１０００年生きた悪魔……読みの深さが半はん端ぱないです」

　いやいや、半端ないのは君の素す直なおさだアンジュ！

「よし、決めたっ！」

　突とつ然ぜん拳こぶしを握にぎり、天に向かって叫さけぶイヴリス。

「うわあっ!?」「なな、何を？」

　当然ながら、驚おどろく僕ら。

「今やあたしにとってもデュートは大事な存在だからな。あたしもハーレムの一員として、デュートを護まもるぞっ！」

「そりゃ頼たのもしいし嬉しいけど、そのハーレムっていうのは止やめてくれ！」

　馬車の往来は多く、人通りが少ない今なら問題ないが、町中でこんな会話されたら、僕は自警団や旧冒ぼう険けん者しやギルドの連中に強制連行されそうだ。

「ねえ、そういえばイヴリスに一つ訊ききたいんだけど、いい？」

「んー？　えっちな事じゃなければいいけど～？」

「中々話を先に進めてくれないね!?」

　全く、やりづらいなあ。

「イヴリスは地界に戻もどりたくないの？　当然だけど、故郷はそっちなんでしょ？」

「うーん……そういう質問か」

　イヴリスは頭を搔かいて、口を開いた。

「なあデュート、考えてみてくれよ」

「何を？」

「あたしは１０００年とちょい、封印されてたんだよ。って事は今の地界は、とっくにあたしが知ってる世界じゃなくなってるはずだよね？」

「あ!?」

「そんな場所を、まだ故郷と呼べるのかな？」

「そっか。アークレイだって、全然違ちがう世界になってるんだからなあ……」

　イヴリスにとっての故郷は１０００年前の地界であって、今の地界じゃない。

　そしてそれは、アンジュにも言える事だ。

　１０００年後の未来から来たアンジュにとって、仮に今の天界にアンジュが戻ったとしても受け入れてくれるかは、分からない。

　つまりアンジュとイヴリスは親兄弟や多くの仲間たち、知りあいも友人も、全すべて遠い遠い時間の彼方かなたに置いてきてしまったんだ。

　そんな世界に、少なくとも郷きよう愁しゆうを感じる事はないだろう。

「質問返し。今度はあたしが訊いていいか？」

「うん？」

「どうしてデュートはそこの天使と契けい約やくを結んでおきながら、あたしとも契約したんだ？」

「ダメだった？」

「そうじゃなくて、だって天使と悪魔だぞ？　あたしらは何もかもが違う。人間から見れば天使は崇すう拝はいの対象で、悪魔は忌いみ嫌きらってる存在なんじゃないのか？　天使だけ、悪魔だけと契約した事がある人間は知ってるけど、天使悪魔と同時に契約するなんて人間は、聞いた事がない！」

「そうなんだ。寧むしろ、僕自身の事が心配になってきたなあ」

「茶化すなよ！」

　声を荒あららげるイヴリスの眼前に、二本の指を突き出した。

「理由は二つ。一つは単純に、イヴリスが可か哀わい想そうだと思ったから」

「はあ────!?」

「１０００年も身動きできずに封ふうじられた挙げ句、そのままアンジュに殺されるなんて、こんな可哀想な事はない。酷ひどすぎる」

「その哀あわれみが、世界を滅ほろぼすとしても？」

「イヴリスは世界を滅ぼすの？」

　僕を見上げるイヴリス。

　ちらりと左側に視線を向けると、アンジュが険しい表情になっていた。

　ま、そりゃそうか。

「そんな事は、しない」

「うん、そう言ってくれると思った」

「今は」

「え？」

　イヴリスは腕うでを組んで、続けた。

「デュートと一緒に旅して、この世界にそれだけの価値があると思ったら、何もしない。ここで生きていく。でももし、あたしがそう思わなければ……」

「そんな事は私が──」

　僕は咄とつ嗟さに左手をアンジュの肩かたに置き、小さく首を振ふった。

　アンジュには天使としての考えがある。当たり前だ。だからこそ、イヴリスの悪魔としての意見も聞いておきたかった。

　それは今、アンジュと喧けん嘩かをさせる為ためじゃない。

「怖こわいなあ」

　はは、と笑う僕。

「あたしは本気だよ、デュート」

「うん、そうだろうね」

「その割にはあまり緊きん張ちよう感かんを覚えないんだよなー、デュートからは」

「何となくだけど、イヴリスはそんな事はしないんじゃないかな、って思うのさ」

「んー、その根こん拠きよがわからないんだけど……ま、案外適当そうだからな、デュートは」

　あら、見み抜ぬかれたか。

「そんで、もう一つの理由は？」

「イヴリスが生きていた世界を、その時の元界と地界の話を訊きたいんだ。１０００年前のアークレイなんて、一つも資料がないし、残されてるのは怪あやしげな遺跡だけだからさ」

「ふーん。それは真っ当な答えだね。どちらかというとそっちが本音だな？」

　ぎくり。

　まあ、どちらも本音なんだけど。何故なぜか引け目を感じる。

「とにかく僕は、アンジュとイヴリスと三人で、楽しく旅をする。それはもう、決めた事なんだ！」

「ふーん……デュートってさ」

「うん？」

「バカなんだね」

「酷いなそりゃ！」

　確かに僕は少し他ほかの人とズレた考え方をするのは認めよう。

　でもバカって。

「ある意味、世界の未来はデュートにかかってんだよなー」

「うわー、そりゃ責任重大だ」

「全っ然、そんな感じがしないんだから、不思議だよデュートは」

　むうう、そうだろうか？

「でも、そんなデュート、嫌いじゃないけどね」

　イヴリスの言葉と時を同じくして、大きめの砂じや利りを踏ふんでしまって、良く聞き取れなかった。

「え、ごめん、何？」

「に……二度は言わないもん！」

「何でさ!?」

「何でもだよっ！」

　それから暫しばらく、僕はイヴリスが怒おこっている理由が分からず、口を開かずにいた。

「ねえ大だい悪あく魔まイヴリス、いい機会だから私からも疑問があるのですが、訊いていいですか？」

　顔も目も合わせない。

　ただ大きな独り言のように、アンジュは歩きながら声を発した。

「何かしら、大天使アンジュ？」

「あなたは、本当にあの洞どう窟くつ内に封ふう印いんされていて、１０００年間、意識がなかったんですか？」

「！……さっすが天使。人間のデュートとはレベルが違うご質問だ」

　悪かったな、と心の中で思っておく。

　水を差したくなかったのだ。

「いいよ、正直に答えてあげる。実はここ最近、１００年くらい前から意識はあったんだ。そんで、悪魔の能力を使って外界を見て回ってたんだ」

「!?」「やはり」

　驚く僕に対し、アンジュは予想通り、といった反応だった。

「どうして気づいた？」

「あなたが封印されていたあの洞窟です。私とデュート様はレイニィルーイン城、即すなわち山の上部から岩がん盤ばんを割って、あの縦穴洞窟に入りました。でも、あなたが外に出たのは、違う場所からだった。つまり、どこかにもう一つ、出入り口となる場所があったと推測出来ます」

「ふーん……やっぱり、ただの巨きよ乳にゆうじゃないようだね～」

「おっぱいは関係ないですっ！」

　何だか分からない事になったけど、アンジュは非常に重要な事を訊いてくれた。

　イヴリスは、もう１００年くらい前から復活していた。マナが枯こ渇かつしたこの元界では、イヴリスの封印を保てるのはせいぜいあと数年だったろう。

　情報としては値あたい千せん金きんなんだろうけど、こんな情報、誰だれにも売れないな。

「悪魔の能力って、あの黒い氷とは別の？」

　僕が言うと、イヴリスは八や重え歯ばを見せて頷うなずいた。

　本当に、妹みたいに可愛かわいい。

「あたしクラスの大悪魔は、影かげの中に入り込んで、魚のように泳ぎ回れるんだ。ただ、洞窟内に本体が閉じ込められてたから、封印中はあまり遠くまでは行けなかったけどね。せいぜいザレンスの町程度だったし、誤って影から出ちゃうと、何日か気を失って、気付いたら洞窟の中さ」

「そっか、そういう物なんだ」

「影の中の移動って、難しいからね」

　と、その時だった。

　山の向こうに、空へと立ち昇る、数本の細い糸のような煙けむりが見えてきた。

　町が近い証あかしだ。僕らはいつの間にか、かなりの距きよ離りを歩いていたらしい。

　天気は快晴、足取りも軽い。山の空気は清すが々すがしく、呼吸をするたびに身体中に力が注がれているかのようだった。

「なあなあデュート、あれがウェーリアかっ？」

　何事もなかったかのように、イヴリスが尋たずねた。

「間違いないね。あれが単なる山小屋であれば、煙は一本だけのはずだし。それがあんなに多く見えるって事は、大きな町だって事だよ」

「で、あの町で何かすんのか？　それとも、すぐアルユトに行くのか？」

「うーん、すぐにでもアルユトに向かいたいところではあるけど、一晩くらい休きゆう憩けいを取った方がいいと思うから、まずは宿を探そう」

「いやったーっ！」

　イヴリスが腕を掲かかげながら、笑え顔がおで言った。

　こうして僕とアンジュ、イヴリスの三人は、町の入り口に立った。

　正面に目を向けると、街かい道どうの先に頑がん健けんで無骨な煉れん瓦が造りの壁かべと、鉄てつ格ごう子しの門らしきものが見える。

　カルロンクロス地区の北に位置する、ウェーリアの町だ。

　僕らは荷運びロバのコロンを連れて町の門まで歩いたが、鉄格子の門は開かれたままになっていたし、守衛のような者が特にいなかったので、勝手に町に入った。

「…………」

　驚おどろきのあまり、絶句する僕。

「うわ──っ、凄すごいな──っ！」

　興奮を隠かくしきれないイヴリス。

「これは本当に、大きな町ですねえ」

　冷静に細部に視線をやって観察しているアンジュ。

　表現はそれぞれ違ちがうが、感じた事は同じだっただろう。

　先に訪おとずれたレイニィルーイン城の城下町ザレンスは、人の流れが少なかったせいか、湿しめっぽいというか、そこで暮らす人々に笑顔がない、陰いん気きな町だった。

　ウェーリアは、そんなザレンスとは正反対の印象を受ける。

　町は円形の壁によって囲まれており、その向こう側は針葉樹の林になっていて、更さらにその奥の山々が絵になる風景を演出している。

　賑にぎやかな大通りを真っ直すぐ進むと、彫ちよう像ぞうを中心とした円形の広場になっており、多くの人が行き交かい、そこかしこから笑い声が聞こえる。

　様々な出店があり、客の注意を惹ひこうと売り子が声をあげていた。

　木製の建物の前にある道には荷馬車が並び、商人らが慌あわただしく店から出たり入ったりしている。おそらく商談しているのだろう。宿屋、酒場、雑貨屋などの看板を掲げる店も、複数目に入る。

　その中には四つの輪が繫つながっている妙みような看板を掲げる店や、宝ほう飾しよく店の看板まであった。

「驚いたな、ウェーリアがここまで発展した町だったなんて。これはもう、大都市並みじゃないか」

　思わず、感かん嘆たんの声を漏もらす。

　ウェーリアはカルロンクロス地区の中心から北に大きく外れている、謂いわば田舎いなか町だ。

　ところが、ここで採れる唯ゆい一いつ無二の特産品目当てに、四大王国時代から多くの商人が訪れていたというのは知っていたけれど、未いまだにここまで賑わっているとは、予想もしていなかった。

「デュート、早く行こう！」

　イヴリスが手を引く。まるで楽しみを隠しきれなくて、はしゃぐ少女のようだ。

「待って待って。まずは宿を取ろう。遊びに行くのはそれからだ」

「わかった、じゃあ宿を取ろう。早く早く！」

　急せかすなあ、イヴリス。余よ程ほど、楽しみなんだなあ。

「私も、何だか胸が高鳴ります」

　アンジュがそんな事を言うもんだから、つい目線がそちらにいってしまう。きちんと服を着ているのに、形までくっきり分かるここまでの大きさは最も早はや、犯罪的ですらある。

「あ、あの……」

　アンジュに窘たしなめられ、はっと気づく。

　慌てて目線を逸そらした。

「ご、ごめん！」

「いえ、ぜんぜん構わないのですが、出来れば人ひと気けのない所がよろしいかな、と」

「そうだね、はは……」

　いやいや、何を言ってるんだ僕は。

　人気がなければ何をしてもいい訳じゃないって！

「二人ともいちゃついてないで、早くってばあああ！」

　大声で叫さけぶイヴリス。お陰かげで衆目を集めてしまった。

「わ、わかった、わかったからっ！」

　僕は焦あせるイヴリスを鎮しずめ、アルユトの白原がある方向である南側の宿を取った。部屋は二階だった。

　荷運びロバのコロンも預かってくれたし、ベッドが四つもある。広さも申し分ない。

　イデアルボードが入った大事なバックパックだったが、重いのでその場に残し、僕は財布だけ懐ふところに入れた。

　そして片手をそれぞれアンジュとイヴリスに引かれながら、町へと繰くり出した。

　今思えば、これがこの町に来て僕が犯おかした、最大の失態だったのだが。

「わ──、凄いよデュート！　人間がこんなに沢たく山さんいるっ！」

　きっと通行人には、イヴリスが何を言ってるのか、わからないんだろうなあ。

　その黒い角と尻尾しつぽが気になったけれど、考えてみれば人間では僕にしか見えないんだから、大だい丈じよう夫ぶ……だよな、たぶん。

「なあデュート、バザーやってるみたいだよ。行こう行こう！」

　ある種、異常なまでの盛り上がりを見せるイヴリス。

「わかったわかった。今日はとことん付き合うよ」

「ほ、ホントか!?　デュート、大好き！」

　イヴリスは僕に飛びついて抱だきつき、頰ほおずりをした。

　や、柔やわらかい……。

「わわ、私だって、デュート様の事、大好きですよっ！」

　感情を素す直なおに表に出すイヴリスと違い、アンジュは俯うつむき加か減げんで、きゅっと手を握にぎってくる。しかし、どさくさに紛まぎれて告白されたよね、今？

「あ、ありがとう」

　天てん真しん爛らん漫まんなイヴリス。

　清せい楚そ可か憐れんなアンジュ。

　これは……堪たまらない組み合わせだっ！

「そんじゃ、早さつ速そく行こう！　どこにしようかなあ！」

　イヴリスは楽しそうに尻尾を振ふりながら、僕に付いてくる。

　１０００年間も封印されていたイヴリスにとって、行けたのはせいぜいザレンスの町程度だったって言ってたから、こんなに大きな町の全すべてが珍めずらしいし、楽しいのだろう。

　そして大きな町に馴な染じみのないのは、アンジュにしても同じだった。

　きっと僕から離はなれれば、思う存分好きなところに行けたに違いない。

　ところがイヴリスは僕の右みぎ腕うでにしがみつき、対するアンジュは左腕や左手を放してくれなかった。一人の男として、こんなに嬉うれしい事があるだろうか。

　イヴリスは目を輝かがやかせて露ろ店てんを覗のぞく。

「何だ何だ？　凄く良いい匂においがするぞ？」

「この辺りの家か畜ちくであるサクウチドリのもも肉かな。たれに漬つけて焼くと旨うまいんだ」

「おじさーん、それ六つ！」

「計算が合わなくないかい!?」

　思わず突つっ込みを入れる僕。

「どうして？　デュートが一つ、天使が一つ、あたしが四つで六つ。ぴったりじゃんか」

「最後の計算がまるで合ってない！　アンジュも何か言ってや……」

　左腕のアンジュを見ると、こちらはこちらで蜂はち蜜みつをたっぷり付けた甘そうな果実棒に目を奪うばわれていた。

「あの、デュート様……あれ、食べてみたい、です……」

　くうう、エメラルドグリーンの瞳ひとみを潤うるませ、ぺろりと唇くちびるを湿らせるアンジュの仕草が、何とも色っぽかった。

「わかった。二人ともここまで良くがんばってくれたから、好きな物を買って良いよ」

「ほんとですか!?」「おっちゃん、肉三つ追加ぁ！」

　殊しゆ勝しように喜ぶ天使と、タガを外した悪あく魔ま。

　非常に対照的な反応で分かりやすい。

「まだまだ行くぞ、次は……あのアイスクリームだっ！」

「鶏とり肉にくにアイスって、どういう舌と腹してんだ！」

「うるさいっ、もう誰だれにもあたしは止められないっ！」

　何と言う事だ……イヴリスは、お祭り女だったらしい。

「はー、楽しいっ！　やっぱ、でかい町はいいなあ！」

　満面の笑みを浮うかべるイヴリス。

　どうやら、ご満まん悦えつのようだ。

　やがて日が暮れると、町の大広場の巨きよ大だいなトーチに火が入り、その周囲にも松明たいまつが掲げられた。どこからともなく音楽が流れ出し、若き男女がトーチを囲んで踊おどり出した。

「宴うたげだ────っ！」

　再び、イヴリスのお祭り心に火がついた！

　イヴリスは僕の手を取り、尻尾をふりふりさせて瞳を潤ませる。

　可愛かわいい犬みたいだ……行きたいんだね。

「行きたいのは山々だけど、まずはこの荷物を宿に置いて来たいよ」

　僕は果くだ物ものが売られている市場に寄って、そこで熟うれたリンゴを袋ふくろ一いつ杯ぱいになるまで補ほ充じゆうしておいたのだ。

　これは、これから行くアルユトの白原対策でもある。

「では私が一いつ旦たん、この荷物を宿屋に置いてきますよ。デュート様はそのお祭り悪魔のお相手を」

　アンジュが僕から荷物を受け取りつつ、そう言ってくれた。

「おおお、珍しく気が利きくじゃんか、天使ちゃん！」

　天使ちゃん……。

「勿もち論ろん、これは貸しですからね？」

「オッケー！」

　何だろ、悪魔と天使の間で貸し借りがあるのかな？

「ありがとう。すぐ戻もどっておいでね」

「はいっ！」

　僕はアンジュにリンゴやその他ほか、色々入った袋ふくろを預けると、まずは賑やかな宴を催もよおしている酒場に入った。その間に四人がけのテーブルを確保し、あれだけ食べたのにまだ食べたいというイヴリスのご要望に応こたえ、色々と注文した。

「なあデュート、あたし、この世界に凄すごく興味を持った。もっと今の世界の事を教えてくれよ！」

「もちろん、いいとも。ここからアルユトまでは、南に丸一日くらいかかるから、その間に色々、教えてあげるよ」

　僕は周囲の客から感じる視線を無視し、イヴリスと話していた。

　やっぱり、イヴリスは可愛い。

　もっと着き飾かざれば、それこそ画家や吟ぎん遊ゆう詩人の題材にされてもなんら不思議はない。僕は運ばれてくる山羊やぎのチーズやビール、サラダやナッツなんかを口に運びながら、そんな事を考えていた。

「そういえば、少しアルユトについて忠告しておこうかな。これから僕らが向かうアルユトの白原はここカルロンクロス地区にある世界遺産の中でも、特別警戒地域に指定されているんだ」

「はえ？」

　まん丸で大きな瞳をぱちくりさせるイヴリス。

「アルユトの白原は、他に類を見ないほど平らなんだ。今ぐらいの時期になると、雪解け水が薄うすく溜たまる。それが鏡のように空を映すんだ」

「へえ……凄いなー。あたし、それ見てみたい！」

　イヴリスが、尻尾を振りながら言う。

　ばっさばっさと、さっきから僕の背中に当たってるんですが。

「行けば見られると思うけど、少し準備が必要かな」

「はあ？　何の？」

「アルユトの深しん淵えんっていう現象なんだけど、ある意味ではアルユトで最も美しいけど、危険な状態なんだ」

「うーん、どういう事？」

　イヴリスが、更さらに密着してくる。どうしたんだろう、今日はやけに積極的だ。

「今ここで説明してもいいんだけど、アルユトに着いてからのお楽しみ、って事にしようかな」

「むううう、やっぱりデュートは意地悪だ！」

「はは、じゃあヒントをあげようかな。まず、こんな高地では有り得ないものだよ」

「うう、何のヒントにもなってないっ！」

　頰を膨ふくらませるイヴリス。ああもう、頭をなでなでしたいくらい可愛いな。

「あたし、人間の町って好きだよ。いろんな物をやり取りしたり、音楽を奏かなでたり、賑にぎやかに踊ったりさ」

「へえ、イヴリスは封印される前、町に行った事があるんだ」

「うん。何回か、城じよう壁へきを越こえて遊びに行ったよ」

　城壁を……まあ確かに、影かげに入れる時点でイヴリスの前には、どんな壁かべも役に立たなそうだ。

「あたしが生きていた時代、この辺りは天使と悪魔が覇は権けんをかけて争ってた。そこに人間やエルフら亜あ種しゆ族の殆どが天使側についた事で、悪魔側はどんどん分が悪くなっていったんだ。んで、最後は地界に押し返されて、敗北した」

「うん、そこは僕も知ってるよ。とはいえ、さっきも言ったけど、もう伝説の領域だからねえ」

「あたしがこんな事を言うのも変だけどさ、悪魔が負けて良かったと思ってるよ」

「お、おおお？」

　悪魔の中の悪魔から、そんな言葉が飛び出すとは。

　一体、どういう了りよう見けんなんだろう？

「結局、あたしら悪魔は、壊こわすのは得意でも作るのが大の苦手なんだ。基本的に、本能の赴おもむくままに行動するのが悪魔ってやつだから。上級悪魔の言う事ですら聞かない連中ばっかだし。でも、天使が元界を制圧しなかったってのは、解げせないな」

「そうなの？　確かに、その辺りの歴史は未解明のままなんだけど……人間らが天使と組んで悪魔をアークレイから地界へ追い返し、そこを紀元として歴史が始まったけど、その後、天使は天界に帰って行ったからねえ」

「考えてみてくれよ。天使と人間。比べりゃそりゃあ、天使の方が優すぐれてる。わざわざ苦労してアークレイから悪魔を追い出して、自分たちがアークレイを支配しなかった理由は何だ？」

「それは……何だろう？」

「他の亜種族がいたのも確かだけど、天使にしたって、アークレイを支配しようと思えばできたはずなのにな」

「そんな野心はなかったんじゃ？」

「天使に野心がない？　そんな事あるもんか！　だいたい天使は、総じて野心の塊かたまりだし、強ごう欲よくだし、押し付けがましいんだぞ？」

　イヴリスが、吐はき捨てるように言った。

「何かあるごとに正義が何だかんだ、神を崇あがめろってさ、見た事もない存在を崇め奉たてまつる事ができるかってんだよ。現に、あたしら悪魔との戦いの時、魔王はアークレイにやって来たけど、結局、神ってやつは現れなかったしね」

　僕は今、イヴリスの一言一句を頭の中に刻み込もうと必死だった。

　これまで語られてこなかった、元界アークレイの創世記。その時代をイヴリスはリアルタイムで生きてたんだから、信しん憑ぴよう性せいは十分ある話だった。

「ま、とにかくだ。アークレイからエルフやフェアリィやドラゴンが姿を消したのを見届け、天使たちは天界に戻っていったんだろ。たった一人の悪魔を除いてね」

「それって……」

「うん、あたしー」

　にこっと笑うイヴリス。でも、目は笑っていなかった。

「当時のあたしは大悪魔になりたてで、正直、調子に乗ってたね。実際、まさか氷を使う悪魔を氷で封ふうじる方法があるなんて、笑い話にもならなかったさ」

　あはは、と声を上げるイヴリス。

「でもねー、１０００年って期間は、あたしの力を熟成させるには十分過ぎたね。おかげであたしは、今すぐ大魔王を名乗れる力を溜め込んでるよ？」

「それは、怖こわいなあ」

　確かに、このイヴリスがまともに封印を解かれたら、とんでもない事になっていたかもしれない。

　今のイヴリスに通用する天使か悪魔が、地界や天界に存在するのだろうか？

「じゃあイヴリスは、大魔王になるつもりなの？」

　僕の言葉に、イヴリスはむっとした様子で答えた。

「デュートに無理やり、唇くちびるを奪うばわれてなければ、そうしていたかもしれないね」

「そんな奪うだなんて、人聞きの悪い言い方を──」

「事実じゃん」

「ぐうう」

　ぐうの音は出た。

　でも、それ以上は何も出ない。

「ま、そこまで見み越こしてたんだろうけどさ、あの天使は」

「え？」

「安心しなよ。あたしはデュートに逆らわないからさ」

「そんなにあの魂たましいの儀ぎ式しきって、強力なの？」

「うん。天界シャンドルや地界グリストフでの力をそのまま元界アークレイに持ち込むには、元界の人間と契約を結ばなきゃならない。それをしないで力を使えば、強制的に天界や地界に戻される」

「そう、なのか」

「だから天使も悪あく魔まも、この世界の人間にちょっかい出すんだよ。色んな場所に、天使や悪魔の伝承が残ってんじゃないか？」

「あ……確かに！」

　何か一つ、腑ふに落ちた気がした。

　アークレイ各地には悪魔や天使だけでなく、エルフやフェアリィ、ドラゴンに関する伝承も残っている。

　とはいえ、今の世の中では、その殆ほとんどが図書館の書物の中だろうけど。

「契約っていっても多種多様だけどな。中でも一番強きよう烈れつな力を持つのが口づけなんだよ」

「……アンジュは元もと々もと、僕をイヴリスと契約させるつもりで連れて行ったのかな？」

「相当危険な賭かけだったと思うけどなー」

「どうして？」

「さっきも言ったけど、あたしが知る中で天使と悪魔、この二人と同時に口づけの契約をした人間なんていない。だからあの時点では、デュートに何が起こるのか、もしくはこれから何が起こるのか、全くわからなかったはずだ」

「ああ、それは、うん」

「それでもやっちゃうデュートって、只ただ者ものじゃないね」

「褒ほめてる？」

「大バカだって言ってんの！」

「だよねえ」

　わかってるさ、それくらい。

「でもさー、もうすぐ自力で封印を解けると思った時に、天使とデュートが現れるなんて、まさかまさかの出来事だったよ」

「あ、あの時点で、意識が？」

「うん」

　そっか……イヴリスの冷たい唇に触ふれたのも、バレてるのか……。

「それにしても、何をしたのかは知らないけど、デュートはあの天使に随ずい分ぶん信しん頼らいされてるんだねー」

「うーん、特に何かした覚えはないんだけどなあ」

「肉体関係？」

「ストレートに訊きいてきたね!?」

　唐とう突とつだったので、咽むせてしまった！

「僕とアンジュはまだ何の関係でもないよ！」

「まだ、って事は、そのうち何かする気はあるんだな？」

「…………」

　おおう、大失言。

　こういう時は、黙だまってスルーだ。

「いいよいいよ、デュートだって健全な男の子だもん。あれだけ女おんな臭しゆうをぷんぷん漂ただよわせる女と一いつ緒しよにいて、えっちな事を考えない方が不思議ってもんだよー」

「イヴリス、君、完全に僕を見損なってるよね」

「そんな事はないよー。嫌いやだなあ、これだから交こう尾び未経験者は」

「他ほかに言い方があるでしょ!?」

「あれー、ぶっちゃけて言って欲しいのー？」

「すいませんでしたっ！」

　何て事だ。

　巧たくみな話術で僕に経験が無い事を喋しやべらされてしまった。

　あ、悪魔みたいな悪魔だ。

「まあそんなに落ち込まないでよ。人間って、いい年して交尾未経験だとコンプレックスになるって聞いた事があったから、ちょっと軽く言ってみただけだしさー」

「落ち込んでないからっ！　断じて落ち込んでないからっ！」

　慰なぐさめられると、落ち込んでなくても気持ちが落ちるんだようっ！

「もういい。今日はここまでにして、さっさと宿屋に戻もどろう！」

「あーもー、怒おこんないでよー」

「うるさい」

「うふふ、デュートって可愛かわいい」

「うるさい」

「今夜、一緒に寝ねてあげよっか？」

「うるさ、いッ!?」

　突とつ然ぜんの提案に、動どう揺ようを隠かくせない。

「悪魔だって、肌はだが恋こいしくなる事もあるからね。ましてデュートはもうあたしの唇を奪ってる訳だし。それ以上奪われたって、一緒だよ？」

「あくまで僕が奪う形は崩くずさないんだね」

「そりゃそうでしょ。だってデュートはあたしの契約者なんだからさっ」

　僕の隣となりに、にじり寄るイヴリス。

「ねえ、デュートはどうしてこんな旅をしてるの？」

　予想に反して、深い質問だった。

「そうだなあ……イデアルボードの謎なぞを解き明かしたいとか、世界遺産を実際に目にしてみたいとか、そういうのは勿もち論ろんあるけれど、一番の理由はきっと、ただの旅好きなんだと思う」

「へえー……つくづく思うけど、変わってるな、デュートは」

「そう？」

「なあデュート、ジェノクロオオトリって知ってる？」

「急に話を変えてくるな」

「いいじゃんかー。知ってる？」

「あまり詳くわしくないけど、それくらいは知ってる。ジェノヴァール地区に多く生息する野鳥だったような……」

「あたしデュートの事、ジェノクロオオトリくらい好きかも」

「鳥と同格!?」

「光栄？」

「そんな訳あるかっ！」

　うーん、そもそも悪魔の価値観がわからないけど、下級の魔物と同じって事は、さして高い評価ではあるまい。

「まったく、イヴリスは大悪魔のはずなのに、どうも悪魔っぽくないんだよな」

「そう？」

「アンジュは未来から来た天使で、君は１０００年前に生きた悪魔だ。何の因果で、そんな二人が何の特とく徴ちようも無い僕のところに来たのか、さっぱりわからない」

「きっと、神様の思おぼし召めしだよ」

「悪魔のくせに神様って!?」

　きっと、こういう発言が悪魔らしくない、って思わせるんだろうなあ。

「じゃーさー、あたしってデュートにとって、どんな存在なんだよー」

　唇をとがらせるイヴリス。

「ええと、可愛い妹？」

「…………」

　むう？

　答え方を間ま違ちがえたかな？

「これからデュートの事を人前だけお兄ちゃんって呼ぶ事にする」

「僕が悪かった！」

　アンジュが起きてきた時に、いきなりイヴリスが僕の事を「お兄ちゃん」呼ばわりしてきたら、何があったのかと疑いたくなるだろう。こういう事に関しては恐おそろしいな、イヴリスは。

「あっはっは、デュートをからかうのは面おも白しろいなー」

「むむう……」

　腹を抱かかえて笑い転げるイヴリスの姿を見て、何故なぜだか怒いかりの感情を覚えないのは、やっぱりお兄ちゃん目線だからだろうか。

「それにしても、アンジュが遅おそいな。荷物を置きに帰っただけで、ここまで時間かかるかなあ？」

「ん～、それは言えるね。もしかしてあたしらに気を遣つかって、二人っきりにしてくれてるとか……」

「本気でそう思う？」

「思わない」

　見事な即そく答とう。

「様子、見てきた方が良さそうだけど……あっ、しまった！」

「うん？」

「レイニィルーイン城とザレンスの町の事、組織に報告し忘れてた」

「何だよ、それって大事なのかー？」

「大事だよ。だって僕は、世界遺産の調査員なんだから。近くの町や世界遺産に何かあれば、組織に報告する義務がある」

「そこって、あたしは入れるのか？」

「いや、厳しいだろうね。いくら僕の連れだと言っても、秘ひ匿とく事じ項こうもあるだろうし」

「じゃあ、あたしが宿屋に行っておくよ」

「ああ、そうしてくれると助かる」

「そんじゃ──」

「!?」

　それは、正に瞬まばたきしている間の出来事だった。

　イヴリスはあっという間に、姿を消していたのだ。

　あのイヴリスが、やけに聞き分けが良かったのが少し気になるけれど、僕はマントを翻ひるがえして酒さか場ばを出て、この町にある組織の建物を目指した。

　アークレイ世界遺産保護機構。通つう称しよう【組織】の看板は、四つの輪が繫つながっている、一見すると訳がわからないようなものだ。

　ここウェーリアの町では、確か宝ほう飾しよく店の隣にその看板が掲かかげられていた。

　僕は人の波を避よけるように歩き、その看板の建物を見つけ、堂々と入っていった。

「いらっしゃいませ、アークレイ世界遺産保護機構、ウェーリア支部です！」

　カウンター越ごしに、明るいお姉さんの声が聞こえてきた。

「あ、その格好は調査員さんですね？」

　お姉さんが、さっくり僕の素す性じようを見破る。説明する手間が省けて助かる。

「ナンバー１６８、デュート・スナイツ６査です。ここから西にあるレイニィルーイン城と、ザレンスの町について報告に来ました」

「ええと、ちょっと待って下さいね」

　お姉さんが、何やらファイルを取り出してページを捲めくる。

　因ちなみに６査というのは６等調査員という階級の略称だ。階級は上は１、下は10まである。ま、当然ながら、上にはまだまだ偉えらい人がいっぱいいるって事だ。

　僕自身、そこまで興味ないけど。

「あった、ありました。商人の方からザレンスの町で、涸かれた温泉が突然、湧わき出し始めたと。この件に纏まつわるお話ですか？」

「僕はたまたまその時、運良くレイニィルーイン城を調査していまして。突然、あちこちから温泉が湧き出したもんだから、町中が上を下への大おお騒さわぎでしたよ」

「なるほど……それ以外の情報はありますか？」

「もちろん。でもこの先は、中でないと話せないかな」

「承知しました」

　お姉さんがベルを鳴らすと、螺ら旋せん階段の上から男性が出てきた。

　筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとしており、僕の二倍くらい、身体の大きな人だった。肌は浅黒く、金色の短たん髪ぱつがより迫はく力りよくを増していた。

　でも、服装は僕と同じなので、組織の人間なのだろう。

　まるで違うデザインに見えるけど。

「仕事か？」

　お姉さんに声をかける男性。

「ええ。それも、ここ最近では珍めずらしく大きな情報よ。上で話を」

「わかった」

　男性は僕をぎろりと睨にらむと、顎あごで上に来いと合図する。

　僕はカウンターの扉とびらを上げて中に入り、螺旋階段を上った。狭せまい支部だったので、階段を上がると、すぐに支部長室と書かれたプレートが目につく部屋の前にいた。巻き貝みたいな造りだ。

「ようこそウェーリアへ。私がこの地区の支部長、ベゼーグラ５責である」

　更さらに注ちゆう釈しやくすると、１査の上を行くと、次は５責となる。

　ここまで階級が上がると、支部長になれたり、本部の資料管理官になれたりと、様々な特権が与あたえられる。まあ早い話、中間管理職ってやつかな。

「デュート・スナイツ６査です。以後、お見知りおきを」

　一礼する僕。

「ところで君が持ってきた話とは、何だ？　まさかザレンスの温泉話の裏が取れただけ、ではないだろうな？」

　ベゼーグラが椅い子すに腰こし掛かけ、煙草たばこに火をつけながら言った。

「支部長殿どのは、あの地にある世界遺産、レイニィルーイン城の中が凍こおっていた事をご存じですか？」

「何だと？」

「その事実を知った僕は、どうして凍っているのかを確かめたくなって、先月、レイニィルーイン城の内部を調査していたところ、地下洞どう窟くつで崩ほう落らく事故に遭あいました。何とか一命はとりとめましたが、それからなのです。温泉が湧き出したのは」

「ふむ……それが本当なら、興味深い話だな。そんな勇ゆう敢かんな君が、ここで何を求める？」

「ザレンスの町とレイニィルーイン城に、本部からの調査団派は遣けんを要よう請せいします」

「何い!?」

「レイニィルーイン城が凍っていた事を本部に報告していなかったザレンスの町の支部は、当てになりません。それにあの崩落で見つかった空くう洞どうには、まだまだ秘密が眠ねむっているような気がするのです。しかし、これ以上の調査は僕や連れだけではどうにもなりません。故ゆえに、この町の支部長殿にお願いしようと思った次し第だいです」

「むむ……」

　顎に指を当てるベゼーグラ。やはりこの手合いは、手て柄がらの匂においに敏びん感かんだ。

　もしこの支部が中心となってレイニィルーイン城から何か発はつ掘くつしよう物なら、手柄は当然ながら丸ごと独り占じめだ。

「デュート君、貴重な情報をありがとう。それで君は、これからどうするんだね？」

「僕は、これからアルユトの白原に行きます」

「アルユトに？」

　ベゼーグラ支部長の目が、見開かれた。

「あそこは管理している私が言うのも何だが、特別警けい戒かい地域に認にん定ていされる程ほど、過か酷こくな大地だ。それを知らずに行く訳ではあるまいな？」

「勿もち論ろんです。まだ、死にたくはないので」

　僕とベゼーグラの視線が交差する。尤もつとも、調査員が世界遺産に行くだけなんだから、誰だれが何と言おうが、僕を止められやしないんだけどね。

　ベゼーグラは煙草の煙けむりを溜ため息いきのように吐はき出し、机の中から革かわの袋ふくろをテーブルの上に置いた。

「この中に金貨が二十枚入っている。今回の情報料と支部からの餞せん別べつだ。受け取りたまえ」

「ありがとうございます！」

　僕は遠えん慮りよ無く、その革袋を懐ふところに入れた。

「最近は、君のように積極的に世界遺産を調査しに行こうという調査員が、めっきり減ってしまった」

　ベゼーグラ支部長は煙草を消して立ち上がり、僕の両りよう肩かたにばしんと手を置いた。

　うん、痛い。

「昨今目にした中で、君は最も好こう奇き心しんに満ちた目をしている。アルユトから無事に戻もどったら、是ぜ非ひともまた来い！」

「はい、ありがとうございます」

　こうして僕は、レイニィルーイン城とザレンスの町の報告を終え、支部を出た。

　路銀ももらえたし、ベゼーグラ支部長も、見た目より優やさしい人で良かった。

「なあデュート、何でザレンスやレイニィルーイン城の事をウェーリアで報告すんだ？」

「いっ!?」

　突とつ然ぜん声をかけられて、思わず辺りを見回した。

　今のは確かに……イヴリスの声だった！

「イヴリス、いるのかい？」

　静かにそう言うと、いきなり背中にずしりとした重みを感じた！

「当ったりー！　イヴリスちゃんでしたー！」

　何故かわからないけど、僕が、イヴリスを、おんぶしていた。

「こ、これは？？？？」

　混乱する中で、イヴリスが唇くちびるを僕の耳に触ふれながら喋しやべった。

「前に言わなかったっけ？　天使は力と炎ほのおを、悪あく魔まは影かげと氷を司つかさどるって」

　うおお、くすぐったい！

「うぐぐ、それって、じゃあイヴリスは、こんな小さな影にも入れるの？」

「そうだよ」

　ふっ、と身体からだが軽くなる。

　思わず反動で膝ひざをついた僕の目の前に、イヴリスが腕うで組ぐみをして立っていた。

　酒場で消えたのも、この能力か。

「参ったな、じゃあ支部での話も筒つつ抜ぬけ？」

「あたしは、ずっとデュートの影の中にいたからねー」

　こりゃ、イヴリスの方が一枚上手だったようだ。

　悪い事は断じてしていないとはいえ、誤解の種が蒔まかれているなら、それは潰つぶしておくに限る。

「さて、帰り道でいいから、色々聞かせてもらおうかね、デュート６査？」

「わかったよ」

　僕はイヴリスの手を借りて立ち上がり、そのまま宿屋に向かって歩いた。

　この位置はちょうど町のメイン通りとは外れているらしく、人通りは殆ほとんど無かった。

「理由は分からないけど組織だって裕ゆう福ふくじゃないからね。もしかしたら、お金を貰もらってレイニィルーイン城の情報を封ふう鎖さしていたのかもしれない。だからザレンスの支部は当てにならないと思ったのさ」

「そんでデュートは、ここで報告したのか」

「それが僕ら、調査員の仕事だからね。普ふ通つうに仕事をして、報ほう酬しゆうを貰っただけさ」

「じゃあ何で、あいつやあたしの事を言わなかった？」

　一いつ瞬しゆん、僕とイヴリスの間に、緊きん張ちようが走る。

　何故なぜだかわからないけど、イヴリスは軽く怒おこっているようだった。

「言えば間ま違ちがいなく僕とは引き離はなされる。それが嫌いやだった」

「!?　な、どうして？」

「考えてみなよ。君もアンジュも、この世界にたった一人しかいない存在だ。僕はともかくとして、誰が何を、どう考えるかわからないだろ？」

　人通りが少ないとはいえ、こんな町中でおいそれと天使だの悪魔だの、言えやしない。

「早い話、デュートはあたしらと旅をしたいから、言わなかったって事か？」

「そういう事。何も言わなければ、美女二人を連れて旅してる調査員で済むだろ？」

「うむ、なら良し！」

　何だかわからないけど、許されたらしい。

「ただ、内ない緒しよで旅の話とかされるのはやっぱり気分良くねえよ～」

「確かに、一いつ緒しよに旅する者として、気分を害する行動は控ひかえるべきだね。僕が気づかなかったのが悪い。ごめん」

「お……う、謝ってくれれば、それでいいけどさ～」

「いや、良くない。今後、組織の支部や内部に入る時は、イヴリスを連れて行く。影の中なら移動もできるんだよね？」

「あ、ああ。さっきみたいに、一瞬で潜もぐる事もできるし、一部分だけ影に入れる事も出来るよ」

「それなら好都合だ。どんな危険な目に遭ってもイヴリスだけは逃にげられるもんね」

「こらこら、何処どこに連れてくつもりなんだよ？」

　にしし、とイヴリスが笑う。

　八や重え歯ばが、とても可愛かわいいな。

「あ、そうだ。アンジュはどうしてた？」

　僕がそう訊きくと、さーっ、と、イヴリスの顔から血の気が引いていった。

「しまった、言い忘れてたっ！　あいつ、いなくなってたんだよっ！」

「な、何だって？」

　いなくなってた？

「入れ違いで、酒場の方に行ったとか？」

「そうとも思ったんだけど、部屋の様子がちょっとおかしかったんだよ」

「イヴリス、今から宿屋に全力で戻る。走りながら様子を教えてくれ！」

「わかった！」

　僕は夜の闇やみの中、大通りに出た。未いまだに途と絶だえぬ人ひと混ごみの間を縫ぬって、南の宿屋に走り続けた。

「あたしが部屋に戻った時、まず、テーブルの上で変な板があの菱ひし形がたの岩の立体動画……だっけか？　あれを出してたんだ」

　イヴリスは僕の耳の中の影から話しかけてきた。少しくすぐったい。

　こんな事も出来るのか、大悪魔は。

「イデアルボード……しまった、何があってもこの身から離すべきじゃなかった！」

「それとな、ベッドの横にある窓が開いてたんだ」

「それが、何か関係が？」

「大ありだ。ベッドの上と窓まど枠わくに、土が付いていた。これはあの天使が、窓から空に飛び立った事を意味してる」

「そういう事か。じゃあその窓は当然──」

「ああ、南側の窓だった」

　その時、僕は宿屋の入り口に入り、部屋に向かった。部屋の様子は、南側の窓が閉められていた事以外、イヴリスが言っていた通りの状じよう況きようだった。

「アンジュ……何があった？」

　テーブルの上で躍おどる菱形の岩と、暗くら闇やみを背景に映る星々が、何故か妙みように憎にく々にくしく見えた。

　僕はバカだ。どうしてこれを、この部屋に残していったんだ！

「イヴリス、この状況をどう見る？」

　僕がそう声を掛かけると、僕の足あし下もとの影からするりと人影が出てきた。

　イヴリスだった。

「まず第一に、理由は分からないけど、あの天使はあたしと戦いたがってんな」

「えっ!?」

　それは、あまりにも意外な言葉だった。

「でも、ここまではそんな気はないというか、実際にそんな雰ふん囲い気きも無かったし──」

「だからこれを見て、何かが変わったんでしょ」

　イヴリスはイデアルボードの立体動画を一いち瞥べつすると、アンジュが出て行ったとされる南側の窓を睨にらみ付けた。

「なあ、デュートはあの天使とどこで出会った？」

「え？　えーと、ザレンスの町に向かう途と中ちゆう、空から凄すごい勢いで落ちてきた」

「落ちてきたあ!?」

「そりゃあもう、地面が抉えぐれる程、激しく降ってきた」

「…………」

　イヴリスは顎あごに指を当て、何かを考えてる様子だった。

「側そばにいたのがたまたま僕で、見つけちゃったから、助けてあげたんだ。だから、凄い偶ぐう然ぜんだよ」

「デュート、それ十中八九、偶然じゃないぞ」

「は？」

　偶然じゃ、ない？

「天使はそんな偶然を起こさない。絶対に。あの天使はわざわざ１０００年後から、デュートと契けい約やくする為ために現れたんだよ」

「僕と？　何で？」

「そ、そこまで知る訳ないじゃんか！」

　むむう……でも確かに、イヴリスの指し摘てきを考えてみた事はなかった。

「全すべては、本人から訊くしかないか」

「そう簡単に事が運ぶとは思えないけどな～」

「どうしてそう言い切れる？」

　イヴリスは、すーっ、と、南の方向を指さした。

「この方向から、凄い力を感じるんだよ。あの菱形岩が、天使に力を与あたえてる。感知が苦手なあたしでもわかるくらい大きな力だ。何の為に、だなんて訊くなよ？」

「だって、そんな……確かにイヴリスを倒たおす為にこの時代に来たって言ってたけど、どうして……」

「理由は多分、これじゃないか？」

　イヴリスは、アルユトを睨みながら言った。

「あの天使は気づいたんだよ。あたしは忘れてたけどね」

「な、何に？」

「天使のパワースポットなんだよ、ここ。時々あるんだよな、こういう場所が」

　イヴリスは菱形の岩のてっぺんを人差し指でつついた。

「あの天使はあたしを復活させる前に、こう言ってんじゃない？　封ふう印いんされている時なら倒せるけど、解放されたら手に負えない、って」

「あ、ああ。確かに言ってた」

「事実、今のあたしとあの天使が本気でやり合えば、ほぼあたしが勝つ。相手が大天使とはいえ、あれくらいにやられるこのイヴリス様じゃないからね。でも、パワースポットで力を蓄たくわえた天使なら話は別になってくる。せいぜい力を溜ためて、一いち撃げきであたしに粉々にされないくらいにはなって貰わないと、ね」

「そんな……このまま放ほうっておくって言うのか？」

「あの巨きよ乳にゆう天使ちゃんが瞬殺されるのを見たければ、今すぐ行ってもいいよ」

「そんなに、力の差があるのか？」

「忘れたのかデュート？　あたしは元々、魔ま王おう級の大悪魔だった上に１０００年間力を溜め込んでんだぞ？　まともにぶつかり合ったら、勝負にもならないさ」

　僕は静かに目を閉じて、天を仰あおいだ。

　でも、僕には信じられない。

　アンジュが宿に戻もどる前、イヴリスを倒さなきゃならない、というような素そ振ぶりは微み塵じんも見せなかった。

　それは僕の前だけだったのか？

　果たしてあのアンジュに、そこまでの演技力があるだろうか？

「とにかく一つ言える事は、デュートが望む望まないは関係なく、絶対に戦いになる。せいぜい一日で、たっぷり力を溜めておいて貰もらえればいいんだけど」

「止められ、ない？」

「愚ぐ問もん」

　アンジュは覚かく悟ごを決めて、アルユトに一人で行ったんだ。

「だったら、僕の覚悟も見せる」

「は？　やめときなって！　デュートに何かあったら、あたしだって困るんだから！」

「ま、無理はしないよ」

　無茶はするけどね。

「じゃ、僕は風ふ呂ろに入ってくるよ。これ以上考えるのは、本人に会ってからでいい。イヴリスは疲つかれたろ、先に寝ねてていいよ」

「…………」

「うん？　どうしたの？」

「いたずらとかしない？」

「この流れで、する訳ないだろ！」

「しないのかよ!?」

「どっちなんだよ!?」

　僕は着き替がえを持って、部屋から出た。




　翌日。

　僕らは早々に起き、荷運びロバのコロンに荷物を載のせ、支度したくを調ととのえてウェーリアを後にした。

　辺りはゆったりと流れる朝あさ靄もやのせいで、しごく視界が悪い。

　町中の建物が、すっぽりと白いヴェールに覆おおわれているようだった。

「むう。ここまで靄が酷ひどいと、先が全く見えないなー」

　イヴリスが僕の隣となりで呟つぶやいた。

「アルユトまでは一本道だ。しかも、そっちに行く人は殆ほとんどいないだろうから、盗とう賊ぞくに出会う心配もないだろう」

　盗賊は、弱い人間を襲おそってなんぼの商売だ。

　人通りの少ない場所を縄なわ張ばりにしたって、何の意味もないのだろう。

「なあデュート、こんなに朝早く出発する必要があるのかー？」

　僕の右隣を歩くイヴリスが、大きな欠伸あくびをしながら不服そうに訊いてきた。

「大いにあるんだよ。アルユトの白原まで、丸一日くらいかかるんだから。早めに出ないと、着いた頃ころには真夜中だ」

「まあ、あたしは、それならそれで良かったけどねー」

　お気楽な事を言うイヴリス。

「それにしても、さっきからずっと、坂を下ってばかりじゃないかー？　ウェーリアに行く時はずっと登りだったのに」

　イヴリスが足下を気にしながら呟く。

　確かにアルユトへの道は、ほぼ下り坂のみだった。

　しかも道の両側は切り立った崖がけになっていてかなり狭せまく、馬車が通り抜けるのは難しいかもしれないほどだった。

「下りの道なのに……何となく、足取りが重いな」

「これからあたしが天使と戦う事になるからか？」

「それしかないでしょ」

　幾いく度ども、溜ため息いきばかり出る。

　何とかイヴリスとアンジュの戦いを止める事はできないものか。

　昨夜ゆうべもそればかり考えていた。

「やっぱり不思議な人間だな、デュートは」

「そう？」

「だってさ、天使と悪魔だよ？　戦い、争って当然じゃんか」

「そう、なのかもしれない」

「そもそも、天使と悪魔じゃ基本的な考え方から違ちがうんだ。相あい容いれない存在なんだよ」

「例えば？」

「んー、そうだなあ……天使は神ってやつが絶対で、どんなに位の高い天使でも、神の言う事には逆らえないらしい」

「神、かあ」

　無神論者の僕にとっては、その存在すら怪あやしいと思うほどだ。

　基本的に、見たものしか信じないからなあ。

「一方で悪魔は自由だ。誰だれからも束そく縛ばくされない。でも、強い力を持ったやつには従うしかないけどねー」

「それって、結果的には一いつ緒しよなんじゃないの？」

「いやいや全然違うって。悪魔や魔物は、誰の下にもつかない。ただ、その相手の強さに従うんだ。強ければ強いほど、どんどん従うものが増えていく。そうやって、やがて自然と魔王が生まれるんだ。だけど、天使はどんなに力をつけても天使のまま。絶対に、神にはなれない」

「つまり、天界は完全な縦社会だけど、地界はその辺が緩ゆるいのか」

「そうだなあ。それが一番、合ってるかも」

「で、イヴリスがもし今の地界に戻ったら、どこまで行けると思う？」

「決まってんじゃん」

　イヴリスは、まばゆい笑え顔がおを見せ、言った。

「大魔王♪」

「あっさり言った!?」

「でも、それが事実だもん。だって、アークレイには魔物がいないんだろ？」

「あー、うん。大だい冒ぼう険けん時代には、魔物は討とう伐ばつされたらしいけど」

「もし魔王が健在なら、アークレイと地界を繫つなげてこっちにどんどん魔物を送り込むよ。それが出来ないって事は、今の地界には、魔王レベルの魔物か悪魔が少ないか、全くいないか、でしょ？」

「じゃ、じゃあ、イヴリスはその二つの世界を繫げられるの？」

「出来るよ」

　さらっ、と、恐おそろしい事を言われた気がする。でもこれで、アンジュの言葉の裏が、また一つ取れた事になる。

「でもさ、魔物ってバカばっかだから、きっとアークレイをめちゃくちゃにするだけでしょー。そうなれば人間たちは城の門を閉ざし、決して悪魔を歓かん迎げいしてくれないだろうね」

　それは、そうだろう。

　侵しん略りやく者しやを歓迎してくれる町や城なんて、ある訳がない。

「だから、あたしは人間たちが、アークレイをどんな風に変えたのか。何を作り上げ、どんな生活をしているのか。それをこの目で見てみたいんだ。それに……」

「うん？」

「デュートが、いるからさ」

　少し頰ほおを染め、視線を外しながら言うイヴリス。

　めちゃくちゃ可愛かわいかった。

「だから、天使なんかに負けてやらない。あたしだってデュートともっと、色んな所に行きたいからな」

「イヴリス……」

　様々な思おも惑わくが交こう錯さくする中で、最も小さい存在である僕に、何ができるのか。

　僕はもう一度、気を引き締しめて坂を下っていった。

　それから暫しばらく、僕らは無心で歩いた。

　食事もリンゴといった果実などで簡単に済ませ、足を止めなかった。

　そして太陽が青空を横断し、地の底へ消え、代わりに紅くれないの月と蒼あおの月が姿を見せ始めた頃だった。

「あっ、デュート、先に何か見えるぞっ！」

　視力が異常に良いイヴリスが叫さけぶ。

　両りよう端たんに切り立った岩が壁かべのように立ち並んでいる視界の悪い道で、イヴリスが指し示したのは、その先にある湖面のようなものだった。

　ここが世界遺産、アルユトの白原である。

「…………」

　アルユトの白原に着いた僕らは、一言も発する事ができなかった。

　きっと、表情も同じだったに違いない。

　それほどまでに、幻げん想そう的な景色が広がっていた。

　地平線が浮うき出るほどの平地に、薄うすく膜まくのように広がった水面みなもが、どこまでも続き、水平線まで見える。

　白原の遥はるか遠くに、豆まめ粒つぶのような岩があるだけで、その周辺には草木一本生えていない。

　更さらにその奥にはアルユトの山々が立ち並び、存在感を示したがってはいたが、何分遠いので、子供が作った岩山程度のように感じた。

　風は全くない。

　そのおかげで水の膜が張られたアルユトの白原は、そのまま巨きよ大だいな鏡になっており、日が暮れて青と橙だいだいが混じり合う、とても幻想的な光景をそのまま大地に映し出していた。

　空を映し出す、鏡のような大地だけが広がる、汚けがれ無き平原。

　これが、アルユトの白原だ。

「立体動画なんかよりも、ずっと綺き麗れいだな～」

　イヴリスが発した言葉は短かったけれど、それ以外に表現しようがないとも言えた。

「これこそが世界遺産だよ。かつてあらゆる種族が争っていた時代や大冒険時代、四大王国による戦乱時代を超ちよう越えつし、アークレイに住む者全員の財産として認にん定ていされた場所だ」

「でも、何で白原なんだ？　全然白くないじゃんか」

　イヴリスが、とてもいい質問をしてきた。僕は待ってましたとばかりに、解説する。

「イヴリス、この水を舐なめてごらん」

「水？」

　不思議そうな顔をしつつ、イヴリスは素す直なおに地面の水に指を入れ、それを口に運ぶ。

「うっひゃあ、何だこれ、しょっぱっ！」

　うむ。狙ねらい通りのいいリアクションだ。

「この窪くぼ地ちに広がる平原は、どういう訳か全すべて、塩でできてるんだよ」

「塩ぉ!?」

　イヴリスは驚おどろいて、水面を覗のぞき込む。

　眼めを丸くしたイヴリスの顔が、鮮せん明めいに地面に映っていた。

「この地は不浄の大地として、神聖なる世界遺産とも呼ばれてる。殆ど高低差がない塩の大地が、直径二百キロに及およんでるんだ。これはもう奇き跡せきとしか言い様がないね」

「なるほどなあ……１０００年前の戦いの時も、天使たちはこの地を必死に守ってたもんなあ。それは、こういう事だったのか。凄すごいや、太陽と水と大地の力が溢あふれてら」

「そうなのか!?」

　１０００年前に天使と悪あく魔まの戦いがあった、という漠ばく然ぜんとした情報しか残されていない今、イヴリスの発言はとても貴重だ。

「こんなに純じゆん粋すいな土地、見た事ないよ。ふーん、この純粋さが、天使に力を与あたえるんだな」

　一人、納なつ得とくするイヴリス。

「元々、ウェーリア近辺には良質な岩塩が眠ねむってるんだ。あの町は岩塩を掘ほって塩を切り出して商人に売り、あそこまで潤うるおってる。ウェーリアの塩っていったら、かつて王宮でも珍ちん重ちようされてたらしいからね」

「で、あの岩のてっぺんに、あの天使がいる」

「えっ!?」

　僕の位置からだと、まだとても小さな豆粒程度にしか見えない。

「この距きよ離り、見えるの？」

「うん。短い間だったけど、結構力を溜ためてんじゃん。あっちはもう、あたしを待ち構えてるよ」

　何故なぜかイヴリスは嬉うれしそうに笑みを浮かべながら、そう言った。

「デュートは、あたしと天使と三人で旅をしたい、って言ってたよね」

「うん」

「あの天使、どうやら本気であたしを殺す気らしいから、あたしも、本気を出さないといけない。だからこれ以上、三人での旅は無理かな。先に謝っとくわ。ごめん」

「イヴリス！」

　イヴリスは悔くやしそうに目を細め、すぐにカッと見開いた。

「ほんの少しの間だったけど、デュートと遊べて楽しかった。ありがと！」

「やめてくれ、お別れじゃないんだから！」

　僕の言葉に、イヴリスは返事をしなかった。

　夕ゆう闇やみ迫せまる、黄昏たそがれ時。

　全てが橙色に染まる中、唐とう突とつにイヴリスが動いた。

　まるで風のような速度で、瞬またたく間に姿が消えた。

「イヴリス──ッ！」

　僕も、走った。

　地面は柔やわらかな塩で、まるで砂すな浜はまのように足が沈しずんで動きにくかった。

　何度も転び、その度たびに立ち上がって、三角岩を目指す。

　次の瞬しゆん間かん。

　岩の頂上が、白く輝かがやき出す。

　アンジュの、白はく炎えんだ。

　そして地面は、黒に染まっていく。

　イヴリスの、黒こく氷ひようだ。

　二人の戦いが、始まってしまった。




　僕は懸けん命めいに走った。

　三角岩では、白と黒の残光が何度も激げき突とつし、その度に薄い水面を揺ゆらした。

　それでも走りながら、僕が出来る事って、何だろうと考えを巡めぐらせた。

　アンジュは天使の中でも力を持つ方で、しかもこのアルユトで更に強くなってる。

　一方イヴリスは解放されたばかりとはいえ、大魔王になれるほどの力を蓄たくわえた悪魔だ。

　そんな二人の間に入って、人間の僕に何が出来るのか。

　よく分からないけれど、でも、何となく、微かすかに感じるものはあった。




　あの二人を止められるのは、僕しかいない。




　アンジュと唇くちびるを交かわし、イヴリスとも接せつ吻ぷんをして、二人と契けい約やくを結んだ僕だけが、この事態を収められる唯ゆい一いつの人間だという、特に根こん拠きよのない自信だけが僕の足を前へと押し進めていた。

　やがて、やっと三角岩の近くに辿たどり着くと、辺りは酷ひどい事になっていた。

　水面が白炎によって燃え、蒸気となって揺らめいている。

　別の場所では、黒い氷の塊かたまりとなって転がっていた。

「アンジュ、イヴリス──ッ！」

　僕が叫ぶと、突とつ風ぷうを纏まとって二人の姿が現れた。

　アンジュもイヴリスも、僕が知ってる顔じゃなかった。

　アンジュの顔には金色の入れ墨ずみのような模様が走り、円形の輪は茨いばらの冠かんむりのようになっている。広げられた六枚の翼つばさの先には、白い炎ほのおが浮いていた。

　対してイヴリスは、耳が角のように長く伸のび、尻尾しつぽが五本になっている。そして黒く染まった両りよう腕うでの先には、黒い氷の刃やいばが握にぎられて、その周辺の空気に含ふくまれる水分が凍こおり、雪の結けつ晶しようのような物が降り注いでいた。

　互たがいに、これが本気の姿なのだろう。

「アンジュ、イヴリス、少しだけ僕に時間が欲しい。いいかい？」

　二人は互いに視線を逸そらさないまま硬こう直ちよくした。

　肯こう定てい、と見ていいのだろうか。

「まずアンジュ。君は僕を守ってくれるんじゃなかったのか？　それが突とつ然ぜんいなくなって、ここでイヴリスと戦って……これは何なんだ!?」

　僕が精せい一いつ杯ぱいの大声で呼びかけると、アンジュのエメラルドグリーンの瞳ひとみが、ぎょろりと僕を睨ねめつける。

　それは、僕が知るあの優やさしい瞳ではなく、強い殺気を帯びた目だった。

「私は、真実を知ったんです！　やっぱり、イヴリスはこの世界に災わざわいを呼ぶ存在です。デュート様を、いえ、デュート様だけでなく、天界シャンドル、地界グリストフ、そしてここ元界アークレイを守る為ためにも、今のうちに倒たおしておかなければならないのです！」

「何の、話だ？」

「１０００年後の世界では、この世の理ことわりが解明されておりました。とにかく今は、何としてもその〝全ての世界を崩ほう壊かいさせる、始まりとなる悪魔〟イヴリスを倒さねばなりません！」

「君は……何を、言っているんだ？　あのアンジュなのか？」

「わた、わたじ、私は、アンジュリア・ロー・アークレイです」

　その口調こそ普ふ通つうだが、焦点は定まっておらず、不気味な雰ふん囲い気きを感じた。

　これは……誰だれかに操られている、という線もありそうだ。

　でも、だとしたら、一体誰が？

「このアルユトの三角岩は、私が居た時代からこの時代に打ち込まれた楔くさびです。目的は三つ。時間を超こえるという事が、果たして本当に可能なのかという実験の為。そしてもう一つ、送り込まれた天使に対悪魔への力を与える事……」

　ははあ、成る程ほど。

　道理で塩ばかりの大地に、ここだけ岩石が突つき出ていた訳だ。

　これは飛び出してきた物じゃ無くて、埋うめ込まれた物だったのか。

「っつー訳だよ、デュート!!」

　背後から、イヴリスの重い声がした。

「この戦いは、あいつがあたしの黒い氷で砕くだけ散るか、あたしがあいつの白い炎で燃え尽つきるか、それまで終わらないんだ。頼たのむから、邪じや魔ますんなよ」

　イヴリスが、舌した舐なめずりをして威い嚇かくする。

「無論、正義の炎に焼かれるのは貴女あなたです！　世界は私が守ります。正義の焰ほのおを浴びて滅めつしなさい！」

「正義正義正義正義正義ぃ、ああ馬ば鹿からしい。１０００年前のお前らもその正義とやらを振ふりかざして、人間やエルフさえ焼き殺してたぜ!?」

「正義を守る為には裁きが必要です。その人らは当然の報むくいを受けたのでしょう」

「なら、今のあたしが何をした？　何の罪で裁かれる!?」

「貴女がこの後に起こす罪は、計り知れません」

「相変わらず話にならねーな！」

「話をする気がありませんので！」

　すう、と息を吸い、大声でアンジュが叫さけんだ。

「聞きなさい！　これより１０００年後、この世の理が解明されました。今、ここにいる我われらこそが、世界の命運を握っているという事を、教えてさしあげます！」

「世界の、命運？」

　僕は思わず呟つぶやいた。

「まず天界と地界は、相そう互ごに行き来は出来ません。それくらいは１０００年経たっても憶おぼえておりましょう？」

「当たり前だ。そんな事が可能なら、何度も直接対決になってらあ」

「そういう事です。つまり天界と地界が繫つなげられるのは、ここ元界アークレイしかありません」

「それがどうした。そんなの、下級の悪魔でも知ってる事だ！」

　イヴリスの言葉に、アンジュの顔がより一層険しくなった。

「つまり、ここ元界こそが世界の調和を保っているのです。もし、悪魔か天使が元界を支配した場合……世界の均きん衡こうが崩くずれ、世界の全すべてが崩壊するのです！」

『!?』

　な……何、だって？

　アンジュの言葉が本当なら、つまり、悪魔だけじゃなくて、天使もこの元界アークレイを支配すれば、世界は崩壊するって事になるじゃないか。

「そんな事も知らずに元界アークレイを蹂じゆう躙りんし、あわよくば天界シャンドルまで狙ねらわんとする貴様ら地界グリストフの者どもに、この元界へ来させる訳には参りません。

　よって、その鍵かぎとなり得うる貴女を処しよ刑けいします。我が白炎によって、灰となれっ！」

　アンジュは再び、白炎の剣けんを振り上げて宙を舞まった。

「何が何だかわかんねーけど、お前にだけは負けたくねぇっ！」

　再び大地を蹴けって、僕を避よけるように横へ動くイヴリス。
















　激突する二人。

　天使の白炎と悪魔の黒氷がぶつかり合う度に、円形の白波が広がっていく。

　僕はその場で目を閉じ、アンジュとイヴリスが繰くり出す技の応おう酬しゆうを聴きいていた。

　素す直なおで、すこしえっちで、ウェーリアの町まで楽しい旅をしてきたアンジュ。

　純じゆん粋すいで、元気いっぱいで、この世界に興味を抱いだき、ウェーリアでは子供のようにはしゃいでいたイヴリス。

　その二人が今、全力の殺し合いをしている。

　僕は何だか、己おのれの無力感に、無む性しように腹が立ってきた。

　だからかもしれない。

　考えるよりも先に、身体からだが動いていた。

「はあああああっ！」

　白炎の剣を振りかざし、急降下してくるアンジュ。

「があああああっ！」

　黒氷の大剣を構え、待ち受けるイヴリス。




　僕はその間に、割って入った。




「!!」「何ぃっ!?」

　勢いがついた二人の刃はもう止められない。

　両手を広げ、身体から力を抜ぬき、目を固く閉じる僕。

「きゃあああああああっ！」

　バシュウッ、と、肉が焼ける音がする。

　背中の右みぎ肩かたから左の腰こしにかけて、猛もう烈れつな熱と、アンジュの悲鳴を感じた。

「くうぁああああああっ！」

　正面からは、右の腹から左の鎖さ骨こつまで、冷たい刃が通り抜け、イヴリスの悲痛な声を聞いた。

　大天使のみ使用できるという白炎に、全身が包まれた。

　そして大悪魔のみ操れる黒氷を同時に受けた僕は、瞬時に凍らされ、膝ひざから崩れるように、倒れる。

　すると、陶とう器きの人形のように四し肢しがバリンと割れ、粉々になった。

「デュート様っ！」「バカな！」

　イヴリスとアンジュが、同時に声を上げた。

　と、その時。

「ううううううぎいいいいいいい、ああああああっ！」

　力強いアンジュの声が、アルユトの白原に吸い込まれていく。

「ぐぐ……あああああああああああああわたしから、出てけ───ッ！」

　ばちん、という弾はじけた音と共に、アンジュの身体から、白い光の玉が三角岩に吸い込まれていった。

「…………」

　その様子を見ていたイヴリスも戦せん闘とう態勢を解き、普ふ段だんの姿に戻もどった。

「デュート様、デュート様ぁあああああああああっ！」

　上半身だけかろうじて人の形を残せた僕を、優しく抱だき寄せるアンジュ。

　この声、よかった、いつものアンジュだ。

「アン、ジュ……君はあの岩の特とく徴ちよう、最後の一つを言わなかったね」

　アンジュはきつく僕を抱き、涙なみだを零こぼしながら語ってくれた。

「この岩は、強きよう烈れつな悪魔への恨うらみを刷り込ませるようになってました」

「はは、やっぱりそうか」

「はい。イデアルボードでこの岩を見続けていたら、いつの間にか意識が……」

「なら、いいよ」

「え？」

「アンジュの意志で、僕の許もとを去ったんだとしたら、寂さびしかったからね」

「ああ、デュート様！」

　アンジュが僕を抱きしめる。少し、痛い。

「おいアンジュ。デュートはあたしらの本気の攻こう撃げきを食くらってるんだぞ？　安らかに眠ねむらせてや……あれ？」

　イヴリスの顔が、見る見る呆あつ気けにとられた表情に変わっていった。

　確かに僕は大天使アンジュの白炎を浴びて焼け、黒氷で砕かれた。

　そして倒れた際に、四肢を失ったはずだ。

　ところが、思った以上に身体に力が入るので、両手を目の前に持ってきてみた。

　何事も無く、普通に両手が存在していた。

「「はああああああああ!?」」

　声を揃そろえるアンジュとイヴリス。

「あら？　傷きず痕あとが、全く無い？」

　これにはアンジュもイヴリスも、ただ呆ぼう然ぜんとするしかなかった。

「つまり、これが天使と悪魔、二人と契けい約やくした人間の能力の一つ、って事か？」

　イヴリスが何故なぜか、視線をやや下向きにしながら言った。

「違ちがいますよ。正に前例のない、大天使と大悪魔との契約を果たした方の力なのでしょう」

　アンジュは、何故か僕から目を逸らして、続けた。

「イヴリス、大悪魔と口づけの契約を交かわした人間の、真の能力は何ですか？」

「……大悪魔と契約を結んだ者は、老衰以外では死ねない身体になる。但ただし傷の治りは凄すごく遅おそいから、放ほうっておかれる事が多いんだけどな」

　酷ひどいなそりゃ！

「大天使と契約した人間は、即そつ効こう性の治ち癒ゆ力を得ますが、死んでしまう事はあります。まあ大天使の契約者となれば、そう簡単には死ねないと思いますが……」

　アンジュの解説に続き、イヴリスが予想した。

「つまり、デュートは大天使と大悪魔の契約者としての力が合わさって、不老不死になっちゃったって事か!?」

「おお、そりゃ凄い！」

　思わず言ってしまったが、それは果たして良いい事なのか？

「いえ、この場合は不死身、というのが正解でしょう。何せ年は取りますので」

　何だか、目め眩まいがしてきたぞ。

「つまり僕の身体は……ある意味、最高の捨てゴマ？」

「そうですね」「そうなるな」

　同時に答えが返ってきた。

「とにかく今、僕は猛烈に二人に言いたい事がある。ここに来るんだ！」

「はい」「何だよー？」

　素直なアンジュと、そうでないイヴリスが、目の前に立つ。

　僕は左手をアンジュの後頭部に、右手をイヴリスの後頭部に添そえた。

「あ、あの、デュート様？」

「何のつもり──」

　イヴリスが言い終わる前に、僕は思い切り頭を後ろに反らし、二人に頭ず突つきした！

「はう────っ！」

「痛いてえ────ッ！」

「うお────っ！」

　転げるように倒たおれ込む僕ら。

　ばしゃーん、と、アルユトの白原に三つ、水柱が起きた。

　アンジュ、イヴリス、そして僕は、綺き麗れいに横一列に並んでいた。

「な、何で……デュート様……」

　頭を抱かかえて天を仰あおぐアンジュ。

「いきなり何すんだよ、このダブル石頭っ！」

　おでこを擦さすりながら、仰向けに倒れるイヴリス。

「うぐぐ、思ったより効いたな……」

　腕うでを頭の上に載せ、二人と同じように横になっている僕。

「何度も言うようだけど、僕ら三人は旅の仲間だ！　今後一いつ切さい、何があろうとも、仲間同士で戦う事を僕は認めない！　わかったかーっ!?」

　僕は満天の星に向かって、大声で叫さけんだ。

「……はい、申し訳ありませんでした」

　アンジュが、静かに返事する。

「あ、あたしは売られた喧けん嘩かを買っただけだよ？」

「買ーうーなっ！」

「わ、わかったよ、怒ど鳴なるなよ！」

　イヴリスも、まあ納なつ得とくしてくれたようだ。そう信じよう。

「アンジュ、イヴリス、手を繫つなげ！」

「は？」「へ？」

　予想外、みたいな反応をするアンジュとイヴリス。

　そんなに突とつ飛ぴな事、言ってるかな？

「アンジュは天使で、イヴリスは悪あく魔まで、僕は人間だ。互たがいに至らない事もあると思うけど、この三人が本当の意味で手を組んだら、どんな困難があっても乗り越えられる気がするから──」

　そこまで言うと、突然、右みぎ隣どなりのイヴリスが、左手で僕の手を握にぎってきた。

「あたしは１０００年前から復活したばっかだから、素直になれる奴やつとかって結局、あんたらしかいないんだよ。いいよ、寂しいよりは楽しい方が良い！　人間だろうが天使だろうが、仲良くしてやってもいいよちくしょー！」

　続いて、イヴリスが右手を上げ、アンジュに向かって言った。

「お前はどーすんだよ？　アンジュ」

　僕から見ると、アンジュはイヴリスの向こう側なので、表情は見えない。

　でも僕の視界に、はっきりと映ったのは、アンジュの左手だった。

「天使と悪魔が手を組むなんて、ある意味ではこの世界の秩ちつ序じよを崩ほう壊かいさせる事になるかもしれませんが……私は、イヴリスを信じます！」

　イヴリスの右手を、アンジュの左手が、しっかりと摑つかんだ。

「へへへ、何か照れくさいな」

「そうですね」

　イヴリスの言葉に、アンジュの優やさしい声が耳に心地ここちよかった。

「いやいや、まだでしょ。僕の左手と、アンジュの右手が空いてるじゃないか」

「あ！」

　もう、言葉はいらない。僕は身体からだを半身にして、左手を上げてイヴリスの上に伸のばす。アンジュも同じようにして、イヴリスの頭上で僕の手を取った。

「これからも、よろしくね。アンジュ、イヴリス」

　僕が言う。頭で考えた言葉じゃない。自然と、心から溢あふれ出したものだった。

「こちらこそ、よろしくお願いします！」

　アンジュの元気な声が、塩水と共に僕の身体に染みこんできた。

「あれ、そういえば、この形って……」

「あ、ああっ!?」

　アンジュに言われて、はたと気がついた。

　イデアルボードが出した立体動画のてっぺんに浮うかんでいた印。

　三角形に、縦線が三本。

　それは、今まさに僕と、イヴリスと、アンジュの並び順であり、僕とアンジュが手を繫いだ事で、完成した形だ。

「イデアルボードは、こうなる事を予見して？」

　驚おどろくアンジュ。

「だとしてもよー、気づく訳ないじゃんか、こんなの!!」

「イヴリスに賛成。事前に察知するのは不可能だね」

　それに、アルユトの白原で横になっているのだから、当然ながら服は塩水を吸い込んでくる。

「そろそろ水浴びは勘かん弁べんっ！」

　イヴリスが身体を震ふるわす。

「ええ、そうですね」

　アンジュとイヴリスは立ち上がり、たっぷり塩水を含ふくんでしまった衣類を絞しぼった。

「とにかく、これで喧嘩はおしまいだ！　二人とも、いいね？」

　横になったままだけど、精せい一いつ杯ぱい、力を込めて言う僕。何せ二人の攻撃をまともに受けたのだ。まだ首から下の感覚が戻っていなかった。

「!!……そーだなー、デュートを見てたら、何だか白けたし」

「必死に戦いを止めた僕に対する評価がそれ!?」

　イヴリス、悪魔だな。

「私も異論はありません。というより、寧むしろこのような騒そう動どうを起こしてしまい、どのようにお詫わびすれば……私も脱ぬぎますか？」

「脱がなくて結構。分かってくれればいいんだ」

　どうして脱ぎたがるんだアンジュ。しかも私もって？

「それよりも、僕らは今、世界遺産の地に立ってるんだ。周りを見てごらん」

　気づけば、空には夜の緞どん帳ちようが下り、色いろ鮮あざやかな星々が瞬またたいている。

　それをアルユトの白原が余す事なく映し出し、まるで無限の宇宙の中にいるかのような錯さつ覚かくを覚えた。

「アンジュとの戦いで気づかなかったけど、何て綺き麗れいな空なんだろ」

「私もです。何せイヴリスしか、目に入っていませんでしたから」

　空を見上げ、大地に目を落とし、広大な奇き跡せきの鏡の中にいる状じよう況きようを、僕らはそれぞれ楽しんだ。

「何にしても、戦いは目を曇くもらせる。この景色は、全すべて自然が作り出したものなんだ。こうして間近で見ていると、人間だの天使だの悪魔だの、どうでもよくなってこない？」

　僕は二人に、そう声をかけた。

「本当に、そう思います」

　アンジュが天地に圧あつ倒とうされながらも、応こたえてくれた。

「うん、そうだな。でも──」

「でも？」

「さっきのでぱんつまで濡ぬれたから、おしりが冷たいよー、気持ち悪いよー」

　イヴリスの予想外の言葉に、僕とアンジュは声を上げて笑った。

「それにしても、ここまで気づかないですかね？」

　アンジュが、不思議な事を言い出した。

「ああ、それそれ。あたしも思ったよ。これも何かの能力なんじゃないかってな～」

　イヴリスまで……。

「何の話だよ？」

　すると、アンジュもイヴリスも、僕を指さした。

「アンジュに焼かれて！」

　イヴリスが言う。

「イヴリスに凍こおらされて！」

　アンジュが叫ぶ。




「全ぜん裸らなんですよ、デュート様！」

「服着てねえんだってば！」




　…………。

　おおうッ！

　確かにこれは……どうして気づかなかったんだ!?

「ちょっ、誰だれか、何か布を──」

「やーだよーだ！」

　星ほし屑くずの中を逃にげ回るイヴリス。

「私わたくしめはこれを気に、男性の裸はだかという物を少し研究したいかと……」

　何だか吹ふっ切れたのか、逆にじっくり観察し出したアンジュ。

「かっ、勘弁してくれええええ！」

　この雄ゆう大だいであり、荘そう厳ごん。

　静せい謐ひつにして、明めい媚び。

　この自然が作り上げた奇跡の光景に、僕ら三人の笑い声が吸い込まれていった。




　それから。

　湖、というには浅すぎるが、塩水の上にテントを張る訳にはいかなかったので、僕はアンジュに荷運びロバのコロンを連れてきてもらい、三角岩の端はしにテントを張った。

　荷物の中に着き替がえを入れていて、本当に良かったと思ったのは、多分これが初めてだ。

　若じやつ干かん斜ななめになってしまったが、水の中で眠ねむるよりは遥はるかにマシだろう。

　イヴリスは何度か巨きよ岩がんの上を目指して登っては降りてくる、を繰くり返していた。

　そうしたくなる気持ちはわからないでもないけれど、実際やってしまうあたりは、子供っぽいと思う。

「で、こっからどうするんだよ、デュート」

　ざざざ、と駆かけ下りてきたイヴリスが、尻尾をぷるぷる振ふるわせながら聞いてきた。

「取り敢あえずイデアルボードを確かく認にんしよう。前回はイヴリスを復活させたら、変化が現れたんだ。今回ももしかしたら、何か変わった事が起きてるかもしれない」

　僕はバックパックから、イデアルボードを取り出した。

　因ちなみにこのバックパックは防水性抜ばつ群ぐんなので、アルユトの水の上に放置しても問題はない。

「あれ？」

　イデアルボードの画面上には、何の変化もなかった。アイコンをタッチして出てきたのは、瞬く星空の下、アルユトの白原に映し出された三角岩の姿。

　前回見たものと同じだった。

「何も変わってないじゃんか！」

　がっかりするイヴリス。それは僕とて同じだ。

「という事は、私たちはまだここで、やっていない事がある、という事でしょうか？」

「そうか、それだ！」

　僕は、アンジュの言葉で、イデアルボードの映像を細かくチェックしてみた。

「手伝います！」

　アンジュが、僕の反対側から立体動画を覗のぞき込む。

「暇ひまだからあたしもー！」

　イヴリスも、興味を示したらしい。

　三人で顔を寄せ合い、立体動画を観察する。

　そして、その異変に気づいたのは、暇つぶしで参加したイヴリスだった。

「あれ、ここだけ……何か、おかしくないか？」

　イヴリスが指差す。

　そこは、三角岩から少し離はなれた場所に映った星の明かりだった。

「どこか、おかしいでしょうか？」

　アンジュも、気づかない。

「だってさー、このアルユトは地上のものを鏡みたいに映すんだろ？　ここから上に視点を上げてみると──」

「あ！」「う！」

　僕とアンジュは、同時に声を上げた。

　そう言われてみれば確かに、イヴリスが指し摘てきした輝かがやきは、星の光を映したもののはずなのに、その大地に映っている場所の上空には、星がなかったのだ。

「今日は幸い、月明かりがある。三角岩の形から、この場所を割り出せるかもしれない。二人は待ってて！」

「はいっ！」「おー！」

　僕はイデアルボードを持って、三角岩から少し離れ、イデアルボードの立体動画と三角岩を重ねてみる。

　駄だ目めだ、合わない。ここじゃない。

　そのまま僕は、三角岩を中心にぐるりと歩く。

　するとある一点で、岩の形がぴったり合がつ致ちした部分があった。

「ここだ！」

　後は、岩の大きさがぴったり一いつ致ちする場所に移動する。

　その時だった。

　イデアルボードがシャリーン、という音を立て、勝手に画面が消えてしまった。

「あれっ!?　こ、壊こわれた？」

　冷や汗あせをかきながらボードを覗いていると、再び元の画面が現れた。

「何だ、よかっ……」

　僕の安あん堵ど感かんは、その画面に新たな二つのアイコンが出ていた事によって、かき消された。

「二つ？　次は、どちらか選べって事なのか？」

　それは、今までにない変化だった。

　ここまでは、単純に次の場所を提示していただけだった。

　初めはレイニィルーイン城。

　そして次はここ、アルユトの白原。

　次は果たして、どこに誘いざなわれるのだろうか？

　とはいえ、流石さすがに今日は疲つかれた。

　それにどの道、ここアルユトの白原は行き止まりの地だ。

　何処どこに行くにも、まずはウェーリアに戻もどらなきゃならない。

　焦あせる事はない。

　時間は、たっぷりあるんだから。

　僕はイデアルボードの画面を消し、アンジュとイヴリスが待つテントに向かって歩いた。




　結局、僕らは三人でテントの中で眠った。

　アンジュもイヴリスも、戦いのせいで疲れていたためか、僕よりも先に眠ってしまった。

　僕は二人の可愛かわいらしい寝ね顔がおに少しドキドキしつつ、寝ね袋ぶくろの中に潜もぐり込んだ。

　そして、あっという間の翌朝。

　僕は二人よりも早く起き、外に出た。

　アークレイ世界遺産保護機構の制服は昨日、悪あく魔まに切り裂さかれ、天使に燃やされたからなあ。ウェーリアに戻れば支部があるから、また支給してもらおう。

　それにしても……何という光景だろうか。

　薄うすく張られた塩水に青空や雲が映り込み、幻げん想そう的な景観を作り出している。

　この三角岩を除けば、辺りは本当に何もない真っ平らの水面みなもが、ひたすらどこまでも続くのみなのだ。

　水平線まで見えるほどだから、ここはまだアルユトの白原の入り口に過ぎないのだろう。

　よかった、もしこの三角岩があの水平線の向こうにあったとしたら……辿たどり着くまで、どれだけの時間がかかったことやら。

　その時は、このアルユトの白原が何故なぜ、特別警戒地域に指定されたのか、体感する事になっていただろう。

「ふぁ……おふぁようございますー」

　僕の背後から、アンジュが眼めを擦こすりながら歩いてきた。

「おはよう。身体からだの調子はどう？」

「最悪ですー。昨日の無理が祟たたったようで、身体中に力が入りませんー」

「やっぱり、そんなもんなんだ」

「押し倒たおすなら、今がチャンスですよ？」

「頭の中は元気そうだ！」

　安心したよ、うん。

「何だよもー、朝からうるさいなあ」

　最後に起きてきたくせに悪態をつく悪魔、イヴリスさんのお目覚めだ。

「おはようイヴリス」

「あー……」

　まだ寝ぼけてる。

「起き抜ぬけで悪いけど、ウェーリアに戻るから、出発の準備をしようと思うんだけど」

「えっ！　またあの町に戻るのか!?」

　目を輝かせ、笑えみを浮かべるイヴリス。

　ウェーリアの町が気に入ったらしい。

「じゃあ、イヴリスは荷物をまとめて。僕はテントを片付けるから」

「任しとけー！」

　イヴリスはテントに潜ると、ごそごそと準備を始めた。

　とはいえ、今回は荷物を殆ほとんど持ってきていないから、すぐに終わるだろう。

　僕はテントを固定していたロープを外し、小さく纏まとめていく。

「デュート様ー、これをお持ちしました」

　その時、アンジュの声がした。

　そう言うアンジュが手にしていたのは、二つの袋だった。

「お、おお、それは、リンゴっ!?」

　イヴリスがいち早く反応する。

「それに水袋まで……ありがとう、アンジュ」

「いえいえ、きっとお二人とも、お腹なかが空すいてるんじゃないかな、と思いまして」

　頭を搔かいて照れるアンジュ。

「く、くれっ！　今すぐ！」

　急せかすイヴリス。

　アンジュはにっこり笑って、袋からリンゴを二つ、イヴリスに渡わたした。

「あーっ、ありがとーっ！　いただうまー！」

　涙なみだを流さんばかりにリンゴを囓かじるイヴリス。

　そうなのだ。

　この「塩しかない」という状じよう況きようこそ、特別警戒地域に認にん定ていされた理由なのだ。

　この広大に広がる水面は、全すべて塩水である。

　つまり山の中にして、海難事故に遭あいかねないのだ。

　三角岩を越こえた先には、恐おそらく何の目印も無い。

　山の中なのに、目印になるような山が、遥はるか水平線の奥、しかも数百キロも先なのである。

　航海するような巨きよ大だいな船があれば、この先に何があるのか見てこられるかもしれないが、生あい憎にく、ここの水深は五センチ程度だ。

　これじゃあ、どんな船も役に立たない。

　それに、ここアルユトは常に塩水と、時折吹く塩の風のせいで、やたら喉のどが渇かわく。

　その上、ここには食料になりそうなものは殆どないので、一昨日おととい、リンゴを買っておいたのは英断だった。

「アンジュ、僕らも食べようよ」

「あ、私は大丈夫ですので、デュート様とイヴリスで分けて下さい」

「そ、そう？」

「私は、テントの片付けをしておきますから。ごゆっくりして下さいね」

「ああ、じゃ、お言葉に甘えて」

　僕とイヴリスは肩かたを並べて三角岩に座り、リンゴを思う存分食べた。

　酸味が強くて、少しパサパサしていたので、それほど上等なものではなかったけど、何せいるだけで塩の香かおりがして、肌はだがべたついてくるここアルユトにいると、このリンゴでも十分過ぎるほど贅ぜい沢たくな食材だった。

「んく……んく……ぱはー、生き返ったああああ！」

　リンゴを四つも食べ、水袋から存分に水を飲んだイヴリスが、思わず叫さけんでいた。

「いやさー、正直、ここが人を寄せ付けない理由がわかったわ。景色はいいけどさ、塩水ばっかは辛つらすぎる！」

「そうですね、イヴリスの言うとおりだと思います。余よ程ほどの準備をしてこなければ、この景観を楽しんだ後、命に関かかわります」

　木々は一本たりとも生えておらず、生命と呼べるものが凡およそ存在しない。

　純じゆん粋すいであるが故ゆえに、残ざん酷こく。

　それがアルユトの白原という場所なんだ。

「そういえばアンジュは僕とイヴリスの前から居なくなった時、あれからずっと、ここにいたんだよね？」

　僕の代わりにテントを片付けてくれているアンジュに訊きいた。

「はい。記き憶おくは朧おぼろ気げなんですが、間ま違ちがいなくこの岩の頂上で力を溜ため込んでいました」

「飲まず食わずで？」

「おそらく、この岩の力でしょう。空腹も喉の渇きも一いつ切さい感じませんでした。そして、今もそうなんです」

　確かにその言葉通り、僕やイヴリスは知らず知らずのうちに弱っていく中で、アンジュだけは逆に元気だった。

「私、今になって思うんです。イデアルボードは、レイニィルーイン城で始まりの悪魔イヴリスを討うちもらした時の為ために、次の目的地をここアルユトにしたのではないか、と」

「！…………」

　中々、興味深い考察だった。

　もし、アンジュの予想が当たっていれば、イデアルボードという物は天使側が何らかの手を加えた可能性が高い。

「しかし、そのイデアルボードは私が住んでいた１０００年後ですら作れないほど、高度な技術が使われておりますし……」

「そうだね。でも、僕は違う見方をしたいと思ってる」

「違った、見方？」

「僕は父さんが残したこのイデアルボードに導かれて、旅に出た。その道中でアンジュと出会い、イヴリスとも出会った。もしアンジュが僕以外の誰だれかと契けい約やくを結び、レイニィルーイン城に行っていたら、どうなっただろう？」

「そ、それは……」

　アンジュの視線が、イヴリスに向かう。

「遠えん慮りよしなくたっていーでしょ。あんな半分封ふう印いんされた状態のあたしなら、アンジュの力で十分、灰にできたと思うよ」

「でも、僕がそうはさせなかった」

　僕は立ち上がって、二人に言った。

「僕らはイデアルボードに従って旅をしてきたけど、逆にイデアルボードは、ここしかない、という場所を指定してきているんじゃないだろうか。レイニィルーイン城でイヴリスを復活させたけど、結果だけ見れば、全て丸く収まってる」

「そりゃちょっと違うぞデュート」

　反論してきたのは、イヴリスだった。

「はっきり言ってあたしやアンジュは、デュートだから言う事を聞いてるんだ。あたしらなんかの為に、悪魔の黒氷と天使の白炎の間に割って入るバカな人間なんて、他ほかにいないっしょ！」

「私も、イヴリスの意見に賛成です」

　アンジュまで……。

「私が落ちてきた時、たまたま近くに居たのがデュート様、じゃないと思うんです」

「と、言うと？」

「逆なんですよ。デュート様がどこに居ようが、私はデュート様の近くに落ちてきたんだと思います。デュート様に会わなければ、イヴリスも生きていなかった。まるで、イヴリスをも護まもるかのように。イデアルボードが示しているのは、そういう事じゃないでしょうか？」

　奇くしくもアンジュも、イヴリスと同じ見解を示している。

　イデアルボードが僕とアンジュ、イヴリスの三人を何処どこに導きたいのか、それはまだわからない。

　いつか、その答えがこの板に表示されるのだろうか？

「ま、今考えたって仕方ないっしょー。まずはとっととこの塩地じ獄ごくから抜け出して、ウェーリアの町に戻もどって、風ふ呂ろだっ！」

「あっ、賛成です！　もう身体からだ中が塩の匂においで……塩しお漬づけにされた気分です」

「あはは」

　アンジュの言葉で、イヴリスが笑う。

　きっと僕が求めていたのは、こんな絵かもしれない。

「何だよデュート、にやにやして」

　唇くちびるを尖とがらせて、イヴリスが絡からんできた。

「いや、二人とも、可愛かわいいなって思って」

「なっ!?」「結けつ婚こんですか!?」

　一人、先走ってる天使がいるな。

「デュートって、時々恥はずかしい事を平気で言うよな」

　視線を逸そらして呟つぶやくイヴリス。

「思った事を口にしてるだけだよ。僕はまだまだ、この三人で旅をしたいな」

「だから、そういうのが恥ずかしいって言うんだよっ！」

　そんなやり取りをしながら、僕ら三人はウェーリアに向かって歩き始めた。

　アルユトの白原に来る前とは、雰ふん囲い気きがまるで違っている。

　イデアルボードが次に何処を示そうが、僕らはきっとそこに到とう達たつできるだろう。
















　そんな思いを胸に後ろを振ふり返ると、遠くに、菱ひし形がたの岩山が見えた。

　アルユトの深しん淵えんはただ静かに、どこまでも深い蒼そう穹きゆうを余す事なく映している。

　人知が及およばぬ大自然が織りなす美が、僕らを祝福してくれているようだった。




　アルユトを脱だつした僕らは、塩まみれの中、ウェーリアの町に戻って来た。

　すぐ様宿を取り、部屋に入る僕ら。

「あーもー、本当に疲つかれた」

　荷物を置くと同時に、ベッドに突つっ伏ぷすイヴリス。

「イヴリス、そんな汚よごれた服のままで……」

　アンジュが窘たしなめる。

　お姉さんのようだ。

「でも、気持ちはわかるよ」

　僕は荷物を置き、椅い子すに体重を預けて笑え顔がおで言った。

「どうしてデュートは嬉うれしそうなんだ？」

　ベッドの上で、服を脱ぬぐイヴリス。

　塩水をたっぷり含ふくんでしまっていたので、所々に塩が付着し、髪かみもぼっさぼさだった。

「だって、いつの間にかアンジュはイヴリスを、イヴリスはアンジュを名前で呼ぶようになったじゃないか」

「あ」「言われてみれば……」

　顔を見合わせるアンジュとイヴリス。

　まだ若じやつ干かんぎこちないけど、すぐに慣れるだろう。

「大変な目にはあったけど、アルユトに行ってよかった。天使のアンジュ、悪あく魔まのイヴリス、そして人間の僕。三人は対等な存在だって思えたから」

　それぞれ弱いところがあり、秀ひいでたところがある。

　今は、それでいいんじゃないかな、と思った。

「と、とりあえず風呂だっ！　こっぱずかしー事を言ってる男より先に、塩でべたべたの身体を洗いに行ってくるっ！」

「あ、私も行きますー！」

　イヴリスは一人、宿の風呂に向かって部屋を出ていく。そしてアンジュも着き替がえを持ち、追いかけるように飛び出していった。

　僕も、風呂に行こう。

　身体中が塩まみれでべたべたするし、髪はごわごわするし、服はばりばりする。一度、全部洗う必要がある。

　しかし、たった一枚しかない組織の制服がダメになったのは痛い。

　かろうじてパスカードは鞄かばんに入れていたので被ひ害がいは無かった。

　ま、これがあれば制服は再支給されるだろう。

　僕は塩で汚れた服を、宿のカウンターのお姉さんに預け、明日あしたの朝までに洗せん濯たくしておいて欲しいと頼たのんだ。

　それと、僕より前に来た女の子たちの分と一いつ緒しよにこれを、と、ちょっと多めにお礼を渡わたしておいた。

　一応、宿における衣類の洗濯は昔からサービスの一いつ環かんとして行われている。

　何せ大だい冒ぼう険けん時代や戦乱時代などは、モンスターの返り血やら、訳がわからない物体が付着したものを着た客が泊とまりに来たのだ。

　衣類の洗濯サービスは、生まれるべくして生まれた。

　とはいえ、今はそんな時代じゃない。

　頼めばやってくれるが、心付けはしておいた方がいい。

　今度、アンジュにも教えておこう。

　僕はそのまま風呂に行き、服を脱いで身体中に纏まとわり付いていた塩を流すと、湯に入って脱だつ力りよくした。

　漸ようやく、ひと心地ごこちがついた。

　幸い、風呂場には誰もいなかった。

　浴よく槽そうの縁ふちに頭を載せていると、壁かべの向こう側から、声が聞こえてきた。

「はああああ、生き返るなー！」

　もはや説明するまでもなく、イヴリスの声だった。

「ふひゅー、本当に。塩水と塩風で、身体中べたべたでしたからね」

　アンジュの声だ。

　どうやら二人は、肩かたを並べて湯に浸つかっているらしい。

　天使と悪魔が、裸はだかで同じ風呂に入ってる……それって、凄すごい事なんじゃないかな？

　僕は物音を立てず、二人がどんな会話をするのか、聞き耳を立てた。

「しっかし、デュートってバカだよなー」

　いきなり、ずっこけそうになった。

「向こう見ずな所はありますが、お優やさしい方ですよ、デュート様は」

「あんたもあんただけどね。だってさ、あたしを殺す為にわざわざ未来から来たんだろ？　デュートに止められたからとはいえ、どうしてやらなかった？」

　暫しばしの沈ちん黙もく。

　そして、アンジュが口を開いた。

「少し、事情が変わったからです」

「はあ？」

「正しくはこの時代から10年後くらいなんですが、イヴリスは自力で氷の封印を打ち破り、怒いかりにまかせて暴れ回りました。レイニィルーイン城などは瞬しゆん時じにして瓦が礫れきの山と化し、付近の町などは徹てつ底てい的に破は壊かいされました」

「まあ、あとそれくらい時間が経たってたら、それくらいはしてたかもな。何せ、人間に対しても天使に対しても、悪意しか持ってなかったから」

「その後、イヴリスは地界とアークレイを繫つなげ、数あま多たの魔物や悪魔を呼び寄せ、彼らに認められて魔王として君臨し、世界を混こん沌とんの渦うずの中に叩たたき落としました。今は昔と違ちがい、人間と共に戦ってくれる亜あ種しゆ族は存在しません。更さらに人間そのものも鈍なまっていたので、魔物に対たい抗こうできず、あっという間に世界は大魔王イヴリスのものになりました」

「すげーなあたし。そんなんなってたんだ」

　そう、だったのか。

　まさかあのイヴリスが、未来のアークレイで本当に大魔王になっていたとは……。

「何より驚おどろいたのは、この元界アークレイという世界の半分が、あまりにも早く、あっけなく、イヴリスによって落ちた事です。天界がアークレイの異変に気づいた頃ころには、もうこの世界の人間は僅わずかしか生き残っていませんでした。そこで他の天使たちは、魔物や悪魔と戦う為ため、アークレイにやって来たんです」

「んー、その話を聞いて、また分からなくなってきたな」

「何がです？」

「どう考えてもさ、人間にとっても天使にとってもあたしは邪じや魔まな存在じゃん。そこまで経けい緯いを知っていたにも拘かかわらず、アンジュはあたしを殺さなかった。そこにデュートが絡んでいたとしても、やるべきじゃなかったのか？　何せ相手は無む抵てい抗こうな悪魔だよ？　楽勝じゃんか」

「そうですね、そうかもしれません。でも、それでも、私には……出来なかった」

　アンジュの声は、淡たん々たんとしていた。

「イヴリスがどう考えてたのかはわからないけど、デュート様はイヴリスを助けて欲しいって言ったんです。もう死にたいんじゃないか、それが可か哀わい想そうだと。私には、そんな発想はありませんでした」

「ああ、聞こえてた」

　イヴリスは、穏おだやかな声で言った。

「あれはデュートが正解。あいつ、時々鋭するどいんだよなー。時々意識が戻って、影かげに潜もぐって移動は出来たけど、身体は全く動けないんだ。もういっそ、誰だれかに殺して欲しいと何度思ったか」

「イヴリス……」

「だからあの時、あたしはアンジュの炎ほのおに焼かれて死ぬとしても構わない。寧むしろ、救われる思いだった。肉体は凍とう結けつして機能を失っているのに意識はある。こんなに辛つらい事は無いんだからな？」

「そうですね、きっと、私なんかの想像を遥はるかに超こえて、辛い事だと思います」

「それが、まさかまさか、だよ、本当に。こうしてまともに手足を動かせて、旨うまいもの食べて、町とか土とか風の匂においを嗅かげて、あんな綺き麗れいなところに連れてってもらって……」

「それはイヴリスにとって幸せですか？　まともに復活して大魔王として君臨すれば、この世界はあなたのものです。何処どこへ行こうと、何をしようと、全すべてが自由です。１０００年の封ふう印いんに耐たえたご褒ほう美びとしては、こちらの方が魅み力りよく的じゃないですか？」

　うお、お、アンジュさん、何て際きわどい事を訊きくんだ！

　ももも、もしイヴリスが大魔王がいいとか言い出しちゃったら、また激しい戦いに──。

「うーん、それはどーかね？」

　イヴリスはそれほど間を置かず、アンジュに答えた。

「大魔王になって世界を征せい服ふくして、何が楽しいんだろう、って思うんだよ」

「それは……さあ？」

　うん、僕もアンジュと同じ意見だ。

「だってさ、確かに大魔王になってアークレイをあたしの物にしたとしたら、きっと誰もがあたしの言う事を聞くんだろうな。でも、それの何が面おも白しろいんだ？」

「さあ。私には、わかりかねます」

「もし、あたしが復活した時に誰も居なければ、恨うらみや怒りの感情に任せて、その道を選んでいたかもしれない。でも今は違う。大魔王なんかになるよりも、ずっとずっと、ずっと面白いと思うんだよなー」

「何がですか？」

　少し間があって、イヴリスが言った。

「デュートと一緒にいるのが！」

「ああ、なるほど！」

　なるほどってどういう事!?

「あいつは、本当に面白い。妙みように度胸があるし、天使と契けい約やくしてるのにあたしとも契約したり、信じられない無茶をやらかすし……あんなに一緒に居て飽あきない人間って、初めてなんだよね」

「確かに凄い方です、デュート様は。私たちの想像を超えた事をします」

「だろ？　普ふ通つうに考えて、大悪魔と大天使の戦いに割って入るか!?」

「あり得ないです。どんな天使でも、どんな悪魔でも、まして人間では尚なお更さらです」

　そ、そうだったのか……知らなかった。

　やっぱり、何より恐おそろしいのは、知らない事だ。

　そしてそれは場合によって、何よりも強い武器にもなるんだけど。

「それを平気でやった後に、清すが々すがしいほど、あたしとアンジュを仲直りさせてくれた。あんな人間、他ほかにいないっしょーよ？」

「つまりデュート様がいるから、イヴリスは大魔王なんかどうでもいいと」

「そうだな。大魔王なんかになるよりも、今はこの旅に興味がある」

　そう言ってもらえると、僕も嬉うれしいな。

　これまでやってきた事は、全部無む駄だじゃなかったんだ。

「それにさー、あんたとデュートを二人っきりにすると、すぐいやらしい事を始めそうだしな～」

「そっ、そそっ、そんな事ないですよ！」

「ホントかあ？　何かにつけて誘さそってデュートと交こう尾びしたいって、顔に書いてあるぞ？」

「そぶなごどばありばぜんっ!?」

　ばしゃばしゃと音がする。

　おおかた、湯に沈みながら喋しやべってるんだろう。

　ま、とにかく、ここから先の女子トークは危険だ。

　僕は湯から出て、宿が用意してくれた簡単な衣類を着て、部屋に戻もどった。

　寝しん室しつにベッドは小さめだけど、四つもある。

　僕はそのうちの一つに、倒たおれ込むように横になった。

　気持ちいい。

　何せ、色々あった旅だったから、ベッドが贅ぜい沢たく品ひんのようだ。

「あー、気持ちよかったなー」

「ええ、最高でした！」

　おや、アンジュとイヴリスが戻ってきたか。

「あれ？　デュートがいないな？」

　イヴリスの声だ。

「こっちだよ」

　僕が声を上げると、アンジュとイヴリスが寝室に入ってきた。

「あーっ、先に寝ねてるなんて、ずるいぞっ！」

「え、ちょ、待っ──」

　僕の言葉よりも早く、イヴリスがぱんつ丸出しで跳ちよう躍やくした！

　そして……。

「うぐえっ！」

　僕のお腹なかの上に、落ちてきた。

　こ、この密着度は、やばいっ！

「イヴリス、ちょっと待ってってば──」

「二人だけで……ずるいです！　えいっ！」

「はああ!?」

　よくわからない理り屈くつで、アンジュまで跳とぶ。

　その結果……。

「むぎゃっ！」

　潰つぶされまいとイヴリスが避よけたことによって、アンジュがまともに降ってきた！

　おおお、な、何という柔やわらかさ。

　何という温ぬくもりっ！　やばいって！

「もう今日はこのまま寝ちゃうか！」

　イヴリスが大だい胆たん発言。

「そ、そんな事、出来る訳がないじゃな──」

「くー……」

「アンジュ、寝るの早すぎっ！」

「嬉しいか、デュート？」

「そりゃ悪い気はしないけど、そういう問題じゃ──」

「じゃ、おやすみー」

「ちょっ、イヴリスまで!?」

　左手にイヴリス。

　右手にアンジュ。

　絶世の美女二人に密着されて、嬉しくない訳がない。

　でも、僕はこれからもずっと、彼女たちからの誘ゆう惑わくに耐えられるだろうか。

　ちょっと自信ないな、などと考えているうちに、深い眠ねむりの底へと落ちていった。



















　　　エピローグ







　翌朝。

　僕の左手を股またに挟はさんで眠るイヴリスからそっと腕うでを外し、その豊満な胸に僕の顔を埋うずめ、頭部を抱だいて寝ていたアンジュから逃のがれ、寝室を出た。

　朝から大変、刺し激げき的で嬉しいが、困る。

　僕は袋ふくろにまだ残っていたリンゴを囓かじりながら、イデアルボードを取り出した。

　アルユトの白原で手に入れたアイコンに、次の目的地が記されているはずだ。それを、確かく認にんしておきたかったのだ。画面を点灯させると、新たなアイコンが二つ現れていた。

「あれ、二つ……あ！」

　そうだった。

　アルユトで謎なぞのポイントを捜さがし当てた時、アイコンが二つ出ていたんだった。

　まるでこの板に導かれているような、操られているような……。

　操ら、れてる？

「ちょっと、待てよ？」

　アジュが一人で勝手に居なくなってしまった、あの時。

　アンジュはほぼ記き憶おくを失い、別人のようになっていた。

　あれは、アルユトの白原の三角岩がそうさせたとアンジュは言っていたけれど、それじゃあ辻つじ褄つまが合わない。何故なら、姿を消した時に見ていたのは実際のアルユトの三角岩ではなく、このイデアルボードが映し出したものだったじゃないか。

　そう考えると、アンジュを乗っ取り、操ったのは……？

　僕は思わずイデアルボードをテーブルの上に置き、後ずさる。

　そして、こう言った。




「アンジュをおかしくした犯人は、お前か」




　当然ながら、返事はない。

　しかし、どういう方法かはわからないが、アンジュほどの天使の意識を乗っ取ったのだとしたら、油断は出来ない。

　などと思っていた、その時だった。

















『正解。よく分かったね』





















　　　あとがき







　……あとがきの、お時間ですか、そうですか。

　ついにきてしまいましたか。

　何せ私、あとがきが苦手な作家で名を馳はせている（自分の中では）ので、三行目にして手汗あせが半はん端ぱないです。

　何はともあれ、ここ、こうして新たな物語を、お届けできましたーっ。

　初めましての方、初めまして！

　憶おぼえて下さっている方、お久しぶりですっ、大変お待たせ致いたしました！

　上総かずさ朋とも大ひろと申します。

　以後、よろしくお付き合い下さると、良い事があるんじゃないかと思います。噓うそです。平気で噓つきます。




　前回刊行したのが二〇一四年一二月だったので、本当に丸二年間、何も出せなかった事になります。

　勿もち論ろん、その間に何も書いていないって事は無い（寧むしろ数冊分書いた気が……）のですが、中々お見せできるクオリティに出来なかったのは、偏ひとえに己の未熟さであり、申し訳ないというかすみませんというか、こんな謝罪の言葉をいくら並べても足りない程です。

　こうして今回もご多た分ぶんに漏もれず紆う余よ曲きよく折せつを経て、ちょっと変わった世界を旅するほのぼの旅情ものに落ち着きました。

　最初は本当に主人公がヒロインといちゃいちゃしながら旅するだけの話だったのですが、それだけで面白いワケないじゃんか、と悩なやみに悩みました。

　そして何かエッセンスは無いのかああ、と書しよ棚だなをあさっている僕の目に飛び込んできたのが、世界遺産のガイドブックでした。

　即そく採用、即決定です。

　とはいえ、こっちは丸一年以上ブランクのある人間ですので、中々上手く仕事を進められません。

　一行しか書けないなんて日もありました。

　そこで、はたと気がつきました。




　僕は締しめ切きりを破らない、寧ろ締め切りより早く仕事を終わらせる事をモットーとした作家を目指していたので、逆に締め切りが無いと、いつまでも終わらせられず、ダラダラしてしまうのです！




　ならば自分で締め切りを設定すれば良いのですが、自分で決めたルールなど、破る為ために存在するような物です。

　僕はそこまで出来た人間では無いのです。

　そこで僕は、担当さんに締め切りを設定して下さいと懇こん願がんするという、あまり聞かないドＭな行動に出ました。

　今では担当さんも、中々攻せめた締め切りを下さるようになってます（笑）。




　さてさて、今回も沢たく山さんの方々にお世話になりました。

　担当の、近こん藤どう様。共に頭を抱かかえて、二年間もこんな自分を引っ張り、会議で戦って下さり、様々なアイデアをどうしようか練って下さいました。もはや担当さんというより、戦友の方に寄っているような気すらします（笑）。




　イラストを担当して下さった、るろお様。

　ラフ画を一目見て、おおう、こういうのもアリなのか、と、非常に感かん銘めいを受けました。進行上、どうしても原げん稿こうが上がってからのデザインになりますので、るろおさんの独創性は次巻に盛り込ませて頂きます。




　更さらに、この本と同じ発売日のドラゴンマガジン１月号には、すこしはっちゃけたアンジュとイヴリスを書かせて頂きました。何せこの原稿を書いていたのが真夏だったので、水着書かなきゃ噓でしょ～状態で、少し熱にやられながら書いた短編です（笑）。

　是ぜ非ひ、ご覧下さいませ！




　そして最後に、この本を手にして下さっている全ての方に。

　全力の感謝を込めて、言わせて下さい。

　本当に、ありがとうございます。




　それではまた、出来れば、この物語の続きでお会いしましょう。


上総朋大










上総朋大

●かずさともひろ

第二十二回ファンタジア大賞金賞「カナクのキセキ」でデビュー。

二年ぶりの文庫本だーっ！　この二年間、色んな事がありました。何も書いていなかった時期に「僕は作家です」と言うのは妙に気が引けていたのですが、今日から堂々と言えます。皆さんに気に入って頂けるよう、頑張ります！


















口絵・本文イラスト／るろお

カバーデザイン／カマベヨシヒコ（ＺＥＮ）










はじめまして世せ界かい。




天てん使しと悪あく魔まと始はじめる、終おわらない旅たび








上総かずさ朋とも大ひろ
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